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序章





　広々としたベッドの上に寝かされた美み久くは、頭の上で拘束された手首を恨めしそうに見上げた。

　こうなる前に、着ていたスーツは上下とも脱がされ、ブラウスの前ボタンもすべて外されてしまった。レースのブラジャーのカップからは今にも乳房が零れそうになっているし、下半身を隠すのは面積が細く狭いローライズのショーツだけだ。

「こんなことをして、ただで済むと思ってるの？　今すぐに私を解放しなさい！　さもないと、逮捕されて警察署に連行されることになるわよ！」

　美久の怒声を浴びても、龍郎たつおと名乗る男は素知らぬ顔で脱いだシャツを窓際のソファの上に放り投げた。

「誰が俺を逮捕するんだ？　あんたがここにいるのは誰も知らない。それに、あんたは自らここに来たんだぞ。飛んで火にいる夏の虫とはこのことだな。刑事さん、今夜はお望みどおり、たっぷりと可愛がってやるよ」

　龍郎の手がスラックスのベルトを外し、前を寛げる。そして、硬く猛る男性器を美久の目前に晒した。

「や……やめてっ……」

　美久は飴色の照明の中で鴇とき色に染まる屹立を見つめながら、首を横に振って唇を戦慄かせる。

「ふふん。『やめて』なんて心にもないことを言うのはどの口だ？　本当は俺に抱かれたくてたまらないくせに。だから、わざわざそんなエッチな下着をつけてきたんだろう？　総レースだから、乳嘴はおろか大事なところも丸見えじゃないか」

　着ているものをすべて脱ぎ終えた龍郎が、美久の足元に膝立ちになる。

「ち、違う！　私はそんなつもりじゃ――」

「そんなつもりじゃなきゃ、どんなつもりだ？　あんたの手首は縛らせてもらったが、脚は自由だ。それなのに、自分からこんな格好をして……」

　確かに美久の両脚は拘束されていないにもかかわらず、膝を緩く立てた状態で左右に大きく開いている。

　そのことを指摘され、美久は急いで脚を閉じようとした。

「おっと、今さらもったいつけることないだろう？　それにほら、もうびしょびしょに濡れてるじゃないか」

　美久の脚の間に手をついた龍郎が、ショーツのクロッチ部分を指でそっと持ち上げる。そして、濡れた秘部を指の腹で撫で回し始めた。

「いやぁっ……！　何をするのっ！」

　美久は、はだしのつま先でシーツを蹴り、半裸の身を捩った。

　龍郎が美久の目を見つめながら、ニッと笑う。その顔を見た美久の頬が、じんわりと熱くなる。

「何って、セックスに決まってるだろう？　具体的に言えば、あんたの可愛いここに俺の太くて硬いものをぶち込んで、中をぐちゃぐちゃにかき混ぜながら思いきり深く奥を突く――ってとこかな」

「ぁあっ……や、やめ……指……挿いれないでっ……お願いっ……ぁっ……！」

　美久の懇願も空しく、龍郎が蜜窟の中につぷりと指を沈めた。早々に動き出した彼の指が、美久の恥骨の裏を捏ね回す。

　感じるところを的確に攻められ、美久は我慢できずあられもない声を漏らした。

「ゃあああんっ！　ダメェッ……！　あっ……あ、ああああっ！」

　こんな声を出してはいけない。

　そうとわかっているのに、道徳心よりも性的な興奮が勝ってしまう。

「本当はダメだなんて、思ってないだろう？　あんたは淫乱でエッチが大好きなエロ刑事だ。もちろん、こんなふうに脚を開く相手は俺だけだ。それは、ちゃんとわかってるよ。だから、安心してエロくなりな。そうしたら、思う存分抱いて満足させてやるから――」

「そ、そんな……あっ……そ、そこ……いやぁ……んっ……！　あっ……あ――」

　淫乱だのエロ刑事だのと中傷されたからには、もっとはっきりと否定して抗議しなければ。

　もちろん、毅然とした態度も崩してはならない。頭ではそうしようと思っている。

　けれど、彼に弄られているそこは、もう愛撫してくる指の虜になってしまっていた。

「やめてっ……。これ以上エッチなこと……しちゃ……いやぁ……」

　さっきまでの威勢はどこへやら。

　自分では声を荒らげたつもりだったのに、まるで迫力がない。

　それどころか、まるで媚びを売っている猫のような声だ。

　我ながら情けない。そう思うも、もはや身体が龍郎のなすがままになってしまっている。

　せめて、心だけは最後まで抗う気持ちを失ってはいけない――。

　そう思うのに、溢れ出る蜜は今や後孔を伝い下りてシーツを濡らさんばかりになっている。

　美久がそんな自分に戸惑い持て余していると、龍郎がこれ見よがしに舌なめずりをしてくる。

「おやおや、刑事さん。嘘つきはドロボウの始まりだぞ。そう教えてもらわなかったか？　ほら、エッチなこと、もっとしてほしいって正直に言えよ。指じゃなくて、もっと太いもので奥をズンズン突いて、子宮にたっぷりと精液を流し込んでください、って――」

「やぁっ……」

　卑猥な言葉を耳元で囁かれ、いっそう身体が熱くなる。

　今すぐに、そうしてほしい。

　そんな想いに囚われて、美久は我知らず挿入を誘うように腰を揺らめかせた。

　開いた脚の間ににじり寄ってきた龍郎が、屹立の根元を手に持ち、蜜窟の入口をトントンと叩く。

　その感触だけでもたまらなく興奮するのに、彼はわざとらしく水音を立て、せせら笑いながら美久を煽ってくる。

「やれやれ、凶悪な被疑者を誘惑するなんて、いけない刑事さんだな。部下がこんなにふしだらで墜落した人物だと知ったら、上司はどう思うだろうな？」

　チラリと視線を投げかけられ、美久はいっそう息を荒くする。

「言わないで……！　何でもする……あなたのしてほしいこと、何でもするから上司にだけは言わないで――ん、んっ……」

　ふいにキスで唇を塞がれ、熱い舌を口の中にねじ込まれる。

　まるで口の中を犯されているようになり、美久は恍惚となって彼の舌を吸った。

「身体は正直だな。そんなに言うなら、仕方ないから、ちょっとだけ挿れてやるよ――」

　両方の膝を腕の内側に抱え込まれ、腰をズン、と前に進められる。

　ずぷん、と音が立ち龍郎の屹立が美久の蜜窟の中に沈んだ。

　そのまま腰を激しく動かされ、たちまち愉悦の沼に引きずり込まれる。

　身体の中をこそげられるような感触に魅せられ、美久は背中を仰け反らせた。挿入されながら乳嘴を強く吸われ、いっそう淫らなよがり声を上げる。
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「ああああんっ！　あんっ……ふぁあああっ！」

　蜜窟の中に、ずぶずぶと硬い熱塊を突きさされ、深さと強弱を巧みに変えられながら中を存分に愛撫される。

　込み上げる快楽と龍郎への想いが美久の胸を焦がし、演じてきた「女性刑事と被疑者」という設定を保っていられなくなった。

「龍郎……ああんっ！　気持ち……いいっ……ああああっ！」

　美久は龍郎の背中に腕を回し、思いきり彼にしがみついた。脚を上げ、動く腰の上で踵を交差させる。

　すると、挿入がより深くなって快感がグンと増した。

　美久が今にもイキそうになっていると、龍郎がぴったりと身を寄せて蜜窟の最奥に屹立の先を強く押し当ててくる。

「……美久、エッチだな……。すごくいい……。美久の中で俺のものが蕩けてしまいそうだ」

「龍……あ、ああああああっ……！」

　子宮の入口に切っ先が寄り添い、何度となくそこを突いた。

　龍郎の精が迸るのと同時に、美久は腰を持ち上げてビクビクと身を震わせる。

　この世で一番愛しい人と身体を交わらせる悦びに満たされた美久は、自分の中に注がれた熱い想いを感じて、いっそう強く彼の胸に縋りつくのだった。
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「いくら張り込み目的とはいえ、なんで私がこんな朴念仁と夫婦の真似事をしなきゃならないんですか！」

　警視庁世田谷警察署内に設けられた捜査本部室内で、八木やぎ美久は声を荒らげた。

　その隣に立つ沖田おきた龍郎は、自分を「朴念仁」と呼んだ美久のほうを見ようともせず、直立不動の姿勢を保っている。

　その立ち姿には寸分の隙もなく、相変わらず蹴飛ばしたくなるほどの美男だ。

「私、一応嫁入り前ですし、いくらなんでも男性と同居するのはどうかと――あっ、ちょっとあんた、今笑ったでしょ！」

　龍郎が僅かに口元をほころばせたのを見て、美久は彼に食ってかかった。今年で三十歳になる美久は、もうかれこれ五年以上恋人がいない。

「見間違いだろう？」

　龍郎に軽くいなされ、よけい腹が立った。

　美久は彼のほうに一歩踏み出し、二十センチほど上にある顔を睨みつける。

「いいや、笑った！　どうせ、嫁に行く予定なんかないくせに、とか思ったんでしょ！　あんたって、ほんと性格悪いよね！」

　現在、美久と龍郎がかかわっている事件は、海外の薬物シンジケートによる覚せい剤密輸入事件だ。捜査本部には美久達世田谷署の刑事二課のほかに警視庁の組織犯罪対策部、および東京税関の職員がいる。メンバーの過去一年にも渡る懸命な捜査のおかげで、つい先日ようやく主犯格にあたる男の特定ができた。　

「まあまあ、そう怒鳴るな」

　怒りの表情をあらわにする美久を前に、署長である田所たどころは困ったような微笑みを浮かべた。

「だって仕方ないだろう？　元々この件を追っていたのは沖田くんなんだし」

「それはそうですけど……」

　今回の事件は、龍郎が世田谷署に来る前に所属していた警察庁刑事局で追っていた事件が発端であり、当該の男を捜査線上に浮かび上がらせたのも彼だった。

「それに、捜査本部内で適任の女性は八木くんしかいないんだから。な、頼むよ。別に本当の夫婦になれと言っているわけじゃないんだしさ」

「当たり前です！」

　息巻く美久に対して、龍郎は冷静さを崩さない。

「ちゃんと交代要員も用意するし、居住環境はバッチリ整えておいたから」

　張り込みは通常複数のメンバーによって行われ、目的を達成するまで続けられる。今回は美久と龍郎がメインで張り込み、適宜ほかのメンバーと交代するといった流れであるようだ。

「おいたからって……今すぐにでも張り込めって感じですか？」

「そうだ」

「えええ？」

　美久はあからさまに嫌な顔をしたが、田所はわざと気づかないふりを決め込んでいる。

「あと、尾行はほかのやつに任せて、八木と沖田くんは基本張り込み部屋で橋本はしもとの部屋を監視して、やつの動きを把握する役目だ」

　田所曰く、龍郎が小説家、美久は妻としてそのアシスタントを務めているという設定で張り込みをするつもりらしい。交代要員は出版社の社員という形で出入りをし、適宜現地にて職務にあたる。

　警察署の勤務形態はシフト制で、休む曜日は決まっていない。忙しい時は仮眠をとる暇もなく、事件が発生すれば自宅に帰れない日々が続く。

　特に捜査本部に所属している今は、生活時間が不規則で昼夜の区別がない状態だ。

「……わかりました。捜査のためなら仕方ありません」

　美久が折れると、田所が嬉しそうな顔で両手をパチンと合わせた。

「よし。じゃあ、さっそく取り掛かってくれ。くれぐれも橋本や周辺住民に疑われるような行動をとらないように。あと、定期連絡も忘れずにな」

「承知しました」

　龍郎が言い、田所に向かって一礼する。

　美久も同じようにしたあと、彼を追って捜査本部をあとにした。そして、龍郎の憎らしいほど広く逞しい背中に頭の中で拳骨を食らわせる。

　どうせ引き受けなければならないのは、わかっていた。ただ、ひと言言っておかなければ気が済まなかったのだ。

（なによ！　ちょっとくらい男前だからって余裕かましちゃって！　女はみんなイケメンのエリートが好きなわけじゃないんだからね！）

　やや切れ長な目元に、すっきりとした鼻筋。少しウェーブがかかった髪の毛は天然のくせ毛で、完璧な歯並びをした口元は、常にきりりと一文字に結ばれている。その上、パリコレのモデルだと言っても納得できるほどスタイルがいい。

　それに比べて、美久は卵型の顔にちんまりとした目鼻立ちをしており、肩の辺りまで伸びた髪の毛は半年前に切っただけのストレートヘアだ。

　日頃から鍛えているから、身体は引き締まっている。だが、どこから見ても「ザ・庶民」といった感じだし、おせじにも美人とは言えない程度の普通顔だ。

　実家もそれにふさわしい下町に古くからある一軒家で、父親は小学校の教頭を務めており、母親は近所のクリーニング店のパート社員だ。

（それにしても、私と沖田が夫婦ですって？　マジで釣り合わないし、顔面格差がすごすぎるとかなんとか、近所の人にいろいろと思われちゃいそう）

　しかし、世の中にはいろいろなカップルがいるし、周りがどう思おうと関係ない。堂々としていればいいし、所詮偽の夫婦なのだから気にするほうが変だ。

（私ったら、よけいなことを考えすぎ！　こうなったら何が何でも犯罪の証拠を掴まないと！）

　張り込みは、罪を犯したと思われる対象人物の行動を調べ監視するために行われる。　

　今回のターゲットは、橋本正平しょうへい・三十八歳、独身。

　彼は日本でもトップレベルの商社に勤務し、世田谷区内の高級賃貸マンションで一人暮らしをしている。すでに両親は亡く、兄弟や親しく交流する親戚もない。そんな彼は、表向きは勤勉なサラリーマンだが、つい最近裏で反社会勢力と繋がっていることがわかった。

　現在彼に向けられている嫌疑は、覚せい剤をはじめとする違法薬物の売買であり、その手口は巧妙にして狡猾。何をするにしても決して自らの手を汚すことなく、使い捨ての人間を利用して多数の違法行為を重ねてきたのだ。

　抜け目のない橋本は、常にトカゲのしっぽを切りつつ、現在も自身が築き上げたリッチなエリートビジネスパーソンという壁の向こうで悠々自適の生活を送っている。

　けれど、つい最近橋本の堅い鉄壁にほころびが生じた。

　そのきっかけになったのは、とある不動産会社の社長夫人が覚せい剤所持の疑いで取り調べを受けたことだ。

　彼女は橋本と不倫関係にあり、彼にたぶらかされて覚せい剤を使用し、取引の仲介をするようになったのだという。

『橋本とベッドインする時は、いつも何らかの薬物を使わせられた』

『それでよけい彼に溺れてしまった』　

　社長夫人曰く、橋本は美男ではないが、物腰が柔らかく口が上手い。うっかり親密な関係になったが最後、彼の罠にはまり薬物の魔力から抜け出せなくなってしまうのだという。

　橋本は一見して真面目で優しそうである上に、上品かつ紳士的だ。それでいて甘え上手な面もあり、これが真の愛に餓えていた彼女の心を鷲掴みにしてしまったようだ。

　けれど、用心深い橋本はいくら親しくなっても彼女に自分の素性を明かすことはなかった。

　いつしか橋本に本気になっていた彼女は、とっておきの伝手を頼って彼の本当の名前や経歴を調べ上げていたらしい。

　そして、今回自身が薬物所持で捕まり、是が非でも執行猶予を付けてもらいたいがために供給源である橋本に関する情報をすべて警察に話した。それが引き金となって、強固だったはずの鉄壁が崩れ、彼が覚せい剤密輸事件の主犯格であることが判明したというわけだ。

　駐車場に行くと、所定の位置に白いセダンタイプの車が停まっていた。

　龍郎が私物などを入れた段ボール箱を左肩に担ぎながら、うしろにいる美久を振り返る。

「運転、どっちがする？」

　車のキーを持つ彼の手が、美久の目の前でゆらゆらと揺れた。

「そっちがして」

　それぞれの荷物を後部座席に積み、張り込みをする場所に向かう。そこは橋本が住む建物の向かい側にあるマンションで、彼の住まいのちょうど正面に位置している。部屋は組織犯罪部によって用意され、今すぐにでも住めるよう設備が整えられているはずだ。

　車に乗り込み、走ること二十分。張り込みをするマンションの駐車場に車を停め、エレベーターで八階を目指す。

「ここって家賃どれくらいするのかな？　駅から徒歩五分って便利すぎでしょ。エントランスも綺麗だし、うちと違い過ぎてなんだかソワソワする」

　美久が住んでいるアパートは、築三十五年の木造二階建ての単身者専用住宅だ。それに引き換え、ここは去年建てられたばかりで、入居者はファミリー層が多いらしい。

　八階フロアに到着し、周りにある建物を見回しながら歩く。廊下のちょうど真ん中あたりにある部屋のドアを開け、龍郎の後について中に入る。

　玄関を入ると、正面に広々としたリビングルームが見えた。左手にはバスルームと洗面所があり、右手には廊下を挟んで洋間が二部屋ある。

　小型で安価なものではあるが、ひととおりの家電も揃っており、住み心地に関しては自宅よりも快適に過ごせそうだ。

　２ＬＤＫの部屋をざっと見回った美久は、感心したように腕組みをした。

（お金持ちのファミリーって、こんないいところに住んでいるんだ……。私には一生縁がなさそうだな）

　生まれも育ちも東京の下町である美久は、根っからの庶民だ。中学生の頃から警察官になることを目指し、大学卒業後に都が実施する警察官採用試験に合格した。その後、警察学校を経て巡査として都内交番に勤務。二年後の転勤で世田谷署に配属になり、地域住民の生活を守るために昼夜を問わず警察官として役割を果たした。

　そして、懸命の努力と猛勉強の甲斐あって、去年巡査部長に昇格した。

　かたや国内最高峰の大学の法学部を卒業した龍郎は、国家Ⅰ種採用試験に合格し、国家公務員として警察庁本省に採用された。

　二人は同時期に警察学校で学んだ同期だ。しかし、警察は階級社会であり、民間企業とは感覚がまるで違う部分が多々ある。そのため、同期ではあるが二人が進むであろう未来には最初から大きな隔たりがあった。

　龍郎はキャリア組として警察庁刑事局組織犯罪対策部に配属され、現在は世田谷署にて刑事課長を務めている。階級でいえば警視であり、美久よりも三階級も上だ。

　ノンキャリアである美久と違い、龍郎は本来現場に出るような立ち位置にいない。それでもこうして張り込みなどしているのは、彼がデスクワークよりも現場を好むからだ。

　そして、田所が言ったとおり橋本こそが、まだ龍郎が刑事局にいた頃に追っていた薬物事件にかかわっている重要人物であるからにほかならない。

　キャリア組の中でもエリートと目されている龍郎だ。

　美久にしてみれば、大人しくデスクワークでもしていればいいのにと思うが、彼はまるで現場の臨場感に魅せられてしまったかのようにノンキャリア組と行動を共にしている。

「橋本が帰宅するまでの間に、これまでの事実確認をしておこうか」

「え？　ああ、うん」

　龍郎に促され、美久は十二帖のリビングルームに入った。

　時刻は午後三時。

　部屋の奥はキッチン兼ダイニングルームになっており、窓際には二人掛けのテーブルと椅子が置かれている。

「ここからだと橋本の部屋がよく見えるな」

　椅子に座るなり、龍郎が窓の外を覗き込む。なるほど、カーテンが引かれていて中は見えないが、今いる部屋は橋本の部屋を少し上から見下ろせる位置にある。窓に顔をくっつけるようにして見てみると、ベランダの片隅に掃除道具が置かれているのが見えた。

「ほんとだ。……ふぅん、結構綺麗好きなのかな。ベランダがきちんと片づいてるね」

　ダイニングテーブルにつき、龍郎と向かい合わせになって広げられた資料に視線を落とす。

　それによると、橋本は会社での勤務態度にまったく問題がないばかりか、担当業務では数々の業績を上げており自他ともに認める優秀なビジネスパーソンであるらしい。

　身長は一七八センチの瘦せ型。趣味は芸術鑑賞で、時折美術館やオペラが上演されている劇場などに足を運んでいるようだ。

「清潔感があるし、いかにもリッチでお上品なビジネスパーソンって感じね。だけど、なんだかいけ好かない男よね。こんな奴のどこがよくて、不倫した上に薬物売買にまで手を染めちゃったんだか……」

　美久は首を傾げながら、橋本と社長夫人の顔写真を見比べた。

　面長で地味な顔立ちの橋本に対して、社長夫人は丸顔で各パーツが大きく、華やかな印象を与える。出会いは、とある会員制クラブで頻繁に顔を合わせたことらしいが、親しく話すようになってからベッドインまでさほど時間はかからなかったようだ。

「橋本にとって、裕福で世間知らずの既婚女性を手玉に取ることくらい朝飯前だってことだろうな」

　龍郎が供述書に目を通しながら、険しい表情を浮かべる。

「こんなヒョロヒョロの軟弱そうな男が、まさかヤクザとかかわりのある薬物売買の元締めだとは誰も思わないよね。将来有望なエリート商社マンだし話術も巧みとなると、お嬢様育ちのマダムがコロッと騙されちゃうのは無理もないか。ま、私には理解できないけど」

　美久の好みのタイプは、質実剛健で見た目からして屈強な男だ。間違っても橋本のような痩せぎすの男に惹かれることはないし、ましてや不倫関係に陥るなんて、ぜったいにない。

　美久がそんな持論を展開していると、龍郎がふっと笑い声を漏らした。

「あ、また笑った！　今度はしっかり見てたからね！」

　美久がテーブルをバンと叩くも、龍郎はどこ吹く風といったふうに余裕の笑みを浮かべている。

「人の心なんて、どこでどう転ぶかわからない。それに、好みのタイプと実際に好きになる相手は必ずしも一致しないし、案外それとは真逆のタイプに惹かれてしまう場合だってある」

「そりゃ、そうだけど――」

「それに『自分は大丈夫』と過信してる人に限って、コロッと騙されたりするんだよな。特に八木のように真面目な猪突猛進型の人間は、一度ハマれば後戻りするのは相当困難だ」

「余計な心配は無用です」

「あと、八木自身がそうなんだから、別に交際する相手が質実剛健で屈強である必要はないんじゃないか？」

「そういうこと言ってるんじゃないでしょ！　私は女として――ああもう、あんたってどうしてそう女心を逆なでするようなことばかり言うの？　話してるとイライラするし、そのせいでやたらとお腹空いちゃう。冷蔵庫、何か食べるもの入ってるかな」

　時間を確認すると、ちょうど昼過ぎだ。

　まだ何か言いたそうにしている龍郎をよそに、美久は椅子から立ち上がってキッチンに向かった。冷蔵庫を開けてみると、お茶やスポーツドリンクのほかに電子レンジで温めたらすぐに食べられるパスタやチャーハンなどが入っている。

「橋本が帰ってくるのは、早くても午後八時だ。今のうちに買い出しに行ってこよう。必要なものをメモしてくれれば、俺がまとめて買いに行くが」

「うーん、ほしいものは実際に見てみないと思い浮かばないなぁ」

「そうか。じゃあ、交代で行こう。どうぞ、お先に。レディファーストだ」

　龍郎に送り出され、美久はマンションからすぐのコンビニエンスストアに向かった。

　歩きながら、ふとはじめて龍郎に会った時のことを思い出す。

　警察学校で最初に彼を認識したのは、クラスをまとめる役割を担う総代としての彼だ。総代は、言わば学級委員長のようなもので、クラスの運営や教官とクラス員のパイプ役を担う。

『どうせ、いい大学を出た頭がいいだけのお坊ちゃんだ』

『ガタイはいいが、中身はスカスカなんじゃないか？』

　龍郎の実家は代々続く名家であり、彼の親族には高名な政治家や実業家が大勢いる。

　選出方法が教官からの指名によるものだったせいか、中には龍郎が総代に選ばれたのは、単なる忖度に違いないと噂する者もいた。

　だが、それも最初のうちだけ。蓋を開けてみれば、龍郎はクラスの代表として抜群のリーダーシップを発揮し、体力知力ともに誰よりも頼りになる存在であることを証明してみせた。

　悔しいけれど龍郎の警察官としての能力が同期の誰よりも高いのは間違いないし、それは美久自身も認めるところだ。龍郎ほど優秀な人物なら、将来的に警察庁のトップに立つことも夢ではないだろう。

　そう思えるほど美久は彼のことを高く評価しているし、常に努力する姿勢は見習うべきだと思っている。

（そう言えば、私と沖田って座右の銘が一緒だったんだよね）

　警察学校に在籍していた頃、クラス全員でディスカッションをする時間が設けられた。

　それぞれに自身の座右の銘を述べてそれについて語った時、美久と龍郎は図らずも同じ言葉を口にしたのだ。

『「忠恕ちゅうじょ」という言葉があります。俺は、この言葉を胸に警察官としての人生を送りたいと思っています』

　忠恕――。

　それは、真心と思いやりがあること、忠実で同情心が厚いことを意味する言葉だ。

　龍郎同様、美久も警察官として「忠恕」の心を忘れずに職務にあたりたいと考えていた。

　その気持ちは今も変わらないし、おそらく龍郎もそうだ。

　志は同じだし、同期としてともに切磋琢磨して高め合えればいいと思う。

　けれど、生まれも育ちも違い過ぎるせいか、なんとなく一緒にいると気まずいし居心地が悪い。

　もしかすると、そう感じているのは自分だけかもしれないが、龍郎を前にするとどうしても身構えてしまうのだ。

（ああ、やだやだ！　張り込み捜査なんてさっさと終わらせて、気楽な一人暮らしのアパートに早く帰りたい）

　コンビニエンスストアの中に入り、以前から目をつけていた新発売のカップラーメンと特選焼肉弁当を買い込んで、駆け足でマンションに戻る。美久と入れ替わりで、今度は龍郎が買い出しに行った。

　一人きりになったところで、美久はもう一度各部屋を見て回ることにする。

　すべての部屋の壁は白く、フローリングの床は淡いクリーム色だ。広くて新婚家庭にぴったりの間取りだが、装飾品が何もないからか少々殺風景すぎる。

（カーテンの色が地味だから、よけいそう見えるんだよね。せめて、各部屋にもう少し色があれば……。そうだ、ダイニングテーブルの上に花とか置いたらいい感じになるんじゃないかな）

　うろつきながら頭の中に花瓶を思い浮かべ、ハッとして立ち止まる。

　ここはあくまでも張り込みをするための部屋であって、実際の住まいではない。それなのに、あたかも本物の新婚夫婦が住むかのように環境を整えようとしてしまうなんて、我ながら呆れてしまう。

「馬鹿じゃないの？」

　美久は声に出してそう言うと、道路側に面した八帖間に入った。そこはリビングルーム同様橋本の部屋を見張ることができる位置にあり、壁際には一人用の折り畳み式簡易ベッドが置かれている。

　もう一方の建物の廊下側にある部屋は六帖間で、そこにもここと同じベッドがあって適宜そこで仮眠をとれるようになっていた。

（コンパクトだけど、結構寝心地がよさそう。でも、あんまり使うことはないかもだな）

　駐車場に停めた車からは、橋本が住むマンションの玄関を見張ることができる。そのため、張り込みはこの部屋のほかに、一階の駐車場でも行われる予定だ。

「ただいま」

　玄関のドアが開き、龍郎が帰ってきた。

　美久が部屋を出ると、ちょうど中に入って来た龍郎と廊下で鉢合わせた。彼の手には荷物で膨らんだ黒いエコバックがぶら下がっている。

「何買ってきたの」

「いろいろとね」

　美久は彼を追ってキッチンに向かい、次々にカウンターに並ぶ調味料や食材を見て目を丸くした。彼の行き先は、コンビニエンスストアではなく、その先にあるスーパーマーケットだったようだ。

「何これ。もしかして、ここで料理するの？」

　万が一、近隣住民がここに来た時のことを考え、キッチンにはある程度の食器や調理器具が揃えられている。

「そうだ。長丁場になりそうだし、ちゃんと食べないと体力が持たないからな。もちろん、作るにしても時短料理だけど」

「へえ……あんたって、料理する人なんだね」

「一人暮らしなんだから、当たり前だろう？」

　サラリとそう言われ、美久は返事に窮した。美久も龍郎と同じ一人暮らしだが、今の彼の言葉には同意できなかった。

「当たり前ではないかも……。だって私、普段料理なんかしないし」

「は？　じゃあ、何を食べて生きてるんだ？」

「朝は前の日に買った菓子パンで、昼と夜は適当にコンビニ弁当とかファストフードとか……」

「そんなんで体力持つのか？　もう少し食に気を遣ったらどうだ」

「気を遣いたいと思うこともあるけど、料理とか面倒だし買って食べる方が早いんだもの」

　美久は、カウンターの横に置いていたビニール袋からカップラーメンを取り出した。そして、用意してあったやかんに水を入れてコンロでお湯を沸かす。

「それはそうだが、そういうものばかり食べていると健康面で問題が出がちだ」

「そうかもしれないけど、私の料理の腕じゃ食べられるものが作れないんだから仕方ないでしょ！」

　美久はそう言い切ると、沸騰した湯をカップの中に注いだ。

　一人暮らしを始める時に、一応調理器具は一式揃えた。だが、結局使うのはやかんと鍋くらいで、大きさが何種類かあるボウルや八つの刃を切り替えられる万能スライサーに至っては一度も使ったことがない。

　チラリと横を見ると、龍郎が鍋に魚の切り身を入れている。

「もしかして、煮魚を作るの？」

「そうだ。ちなみに、これはメバルだ。この間テレビで見たんだが、この方法だと五分で作れる」

「え、たったの五分で？」

　龍郎がコンロに火を点けると、ほどなくして醤油のいい香りがしてきた。

　ついお腹が鳴りそうになり、美久はでき上がったカップラーメンを持ってキッチンを離れた。

　豚骨味のそれは、美久が好んで食べる種類のものだ。蓋を開けて割り箸で麺をほぐすと、濃厚なスープの香りが立つ。

「じゃ、お先にいただきま～す」

　手を合わせ、さっそく麺を啜り、汁をひと口飲む。

（う～ん、まあまあかな。新発売にしては、斬新さに欠けるって感じ）

　ペットボトルのお茶を飲みながら食べ進めていると、キッチンから電子レンジの「チン」という音が聞こえてきた。

　振り返ってみると、龍郎が電子レンジから何かを取り出すところだった。

　それからすぐにやって来た龍郎が、テーブルにトレイを置いて美久の正面に座る。

「わっ……美味しそう」

　思わずそう言った途端、口からラーメンの麺が一本垂れ下がった。

　トレイの上には、メバルの煮つけに白いご飯。そのほかに、マグカップ入りの味噌汁と野菜サラダが載せられている。

　さすがに炊飯器は置いてないから、ご飯はパック入りのものだ。味噌汁用の椀もなく、中身もフリーズドライのものにお湯を注いだだけのものらしい。けれど、陶器の皿に載せられている煮魚はいかにもふっくらとしており、見た目からして美味しそうで食欲をそそる。

　カップラーメンを食べ終わる前に、これほどの料理を用意するなんて……。

　美久は呆気に取られながら、口から出た麺を唇でたぐり寄せた。それを見ていた龍郎が、ふっと笑い声を漏らす。

「何よ」

「いや、別に」

「ふん、どうせ行儀が悪いとかなんとか思ったんでしょ。私は、庶民出のノンキャリア警察官なの。名家の生まれでエリートキャリア警察官のあんたとは違いますから」

　言い終えてすぐに、今のはちょっと卑屈すぎる言い方だったと反省する。

　料理の才能がないのも行儀が悪いのも事実だが、いずれも龍郎には何の関係もない。

　要は自分自身の問題であり、いちいち彼と比較して考えるのをやめればいいだけの話だ。

　そんなことを思いながらカップラーメンに視線を戻そうとすると、龍郎が美久の目の前に箸で挟んだひと口大のメバルを差し出してきた。

「よかったら一口食べてみないか？　普段、作ったものを人に食べてもらう機会なんかないから、一度誰かに味見をしてもらいたいと思っていたんだ」

「味見？　いいけど……」

　しかし、差し出されたメバルをこのまま食べていいものかどうか……。

　どうしたものかと迷っていると、龍郎が「あーん」と口を開ける真似をし、美久にそうするよう促してくる。

「ほら。口を開けて」

　催促され、美久はためらいつつも大きく口を開け、龍郎に煮魚を食べさせてもらう。甘辛い香りが鼻孔をくすぐり、柔らかな身が舌の上でほろりとほどけた。

「ん、美味しい！　身がふっくらしてるし、甘辛い味が絶妙！」

「そうか、よかった」

　龍郎が満足そうに微笑み、もう一口箸に挟んで美久に食べさせてくれた。そのすぐあとに、ご飯を載せた箸が近づいてくる。

　美久は若干とまどいながらも、それを口に入れ、もぐもぐと咀嚼する。

「うわ、うまぁ……。やっぱ、煮魚にはご飯だよね。ほんと、美味しい！　これがあれば、ご飯三杯はいける。沖田、これほど料理上手なら警察官じゃなくて、小料理屋の店主としてやっていけそうだね」

　美久の言葉を聞いて、龍郎が小さく肩をすくめた。

「料理を褒めてもらったのは嬉しいが、警察を辞めるのは定年が来てからだ」

　龍郎が言い、トレイを手に持ってご飯をひと口食べた。

「そりゃそうだ。沖田は出世街道まっしぐらだもんね」

　現在警視である龍郎は、順当にいけばあと数年で警視正になる。警視正とは警察大学校教授や監察官、主要警察の署長クラスであり、ノンキャリアの警察官にとってはほぼ最高の出世階級だ。

（沖田は実務経験も実績もバッチリだし、きっと頂点まで昇り詰めるんだろうな）

　美久は彼のほうを窺いながら、残りのラーメンをすすった。そして今になって彼が自分が使った箸でご飯を食べているのに気づき、少なからずドキッとする。

（こ、これって間接キス……だよね？）

　自分が先に食べたのだから、さほど気にする必要はないのかもしれない。けれど、普段親しくしているわけでもなく、ましてや彼は男だ。

（だからって、どうってことないでしょ！　私ったら、過剰反応しすぎ）

　そう自分を諫め、若干熱くなった耳朶をつねる。

　引き続きズルズルと音を立てながらカップラーメンを食べ終え、スープをぜんぶ飲み干す。いつもならもっと満足感が得られるはずだが、今日に限ってはなんだか物足りない。それはきっと、目の前で骨だけになっている煮魚のせいだ。

（エリートコースまっしぐらな上に料理上手とか、どんだけハイスペックなの。それに、食べ方がすごく綺麗）

　以前から思っていたことだが、龍郎は普段から立ち居振る舞いが美しい。言葉遣いもきちんとしているし、いつ見ても背筋がシャンと伸びている。　

　いくら現場が好きで泥臭い仕事も厭わないとはいえ、彼は生粋のお坊ちゃまだ。

　それでいて、仕事で必要とあらばチンピラ並みに下品な態度を取るし、口調も人が変わったように汚くなる。

　その変貌ぶりには毎回驚くし、その迫力たるや暴力団も顔負けなのだから心底感心してしまう。

　食べ終えて席を立ち、使ったコップを洗おうとして、うっかり床に落としてしまった。

　プラスチック製だったため割れはしなかったが、ゴロゴロと床を転がって龍郎の足元でようやく止まる。

「ごめん」

　美久が拾いに行こうとするのを、龍郎が立ち上がって制した。そして、コップを拾い上げ、トレイと一緒にキッチンに運んでくる。

「ついでに洗うから、八木はテーブルを拭いてくれ」

　調理台の上に載っていた台拭きを手渡され、美久は大人しく彼に従った。

「あれ？　やけに従順だな。いつもの八木らしくもない」

　龍郎が洗い物をしながら、美久のほうを振り返った。

「それ、どういう意味よ！」

「別に、そのままの意味だ」

「ふんっ！　あんたって、いつもそうよね。私に噛みつかれても、どこ吹く風って感じで。ちょっとは噛みつき返してきたらどうなの？　ほんと、憎たらしいったらありゃしない」

「そう言われても、噛みつき返す理由がないんだから仕方がないだろう」

　ああ言えばこう言う。

　しかも、いつもさらりとかわされて終わりだ。

　龍郎相手に、いくら怒りを爆発させたところで暖簾に腕押しなのは重々わかっている。

　それでも噛みつかずにはいられない自分をもどかしく思うし、大人の女がすることではないと思う。けれど、どうしてもそうせずにはいられないのだ。

「ところで、どうせ作るんだ。ついでに八木が食べるぶんも作ってやろうか？　もちろん、張り込みに支障がない範囲で、だが」

「え、ほんとに？」

　つい前のめりになって返事をしたのは、それだけメバルの煮つけがおいしかったからだ。

「その代わり、もう少し俺に噛みつく回数を減らしてくれたら、だけどな」

「はあ？　私があんたに噛みつくのは、あんたに原因があるからで――」

　龍郎と目が合い、含み笑いをされる。

　本当ならさらにわめきたいところだが、精一杯我慢して口を閉じた。

　そして、憤然となって目を反らし、拭きかけのテーブルを台拭きで思いきり擦りまくる。

（胃袋を掴もうとするなんて、男のくせに何よっ！　……って、「男のくせに」っていうのはよくないよね。……まったくもう、沖田と話してるとなんだか調子狂っちゃう）

　美久は小さい頃からお転婆で、ままごとやお人形遊びといった女の子らしいものよりも戦いごっこなどの男の子らしい遊びを好んだ。

　その頃から周りに求められる「女の子らしさ」を鬱陶しいと思い、性別という括りだけで区別されることに疑問を感じていた。

　必要不可欠な区別はあっていいし、それについては致し方ないと思っている。

　けれど、ただ女性だからというだけで不当に扱われるのは、どうしても納得がいかない。

　職場では特にそうだし、日常生活においても無条件に男性からの庇護を求める女性を見るとイラついてしまう。

　女性だからといって、意味もなく特別扱いされるのはご免だ。

　美久は、これまでそう思って生きてきたし、今後もそれを貫いていこうと固く心に決めていた。

　テーブルを拭き終え、片づけを終えたあとは、ベッドが置いてある部屋に移動した。

　そして、窓際に据えられた丸テーブルの上でノートパソコンを開き、橋本に関するデータを今一度閲覧する。

　これまでに行われた捜査によると、橋本が過去付き合った女性は一回り以上年上の裕福な女性ばかりで、一部友人達からは「マダムキラー」と呼ばれていたようだ。

　まだ捜査線上には上がっていないが、おそらく橋本の毒牙にかかった女性は今回の情報提供者だけではないと思われる。

「八木、そろそろ両隣に挨拶に行かないか」

　ノートパソコンの画面とにらめっこをしていると、龍郎が廊下向こうから声をかけてきた。

「そうだね。待って、今行く」

　警察もののテレビドラマなどでよく描かれる張り込みは、実際の捜査でも頻繁に使われる手法だ。

　状況によっては周辺住民に協力を仰ぐ場合もあるが、今回はマンションの管理会社の希望で警察の捜査であることは明かさずに行われる。

　マンション内の住民の年齢層は広く、美久達が使う部屋の両隣は熟年夫婦であるらしい。管理会社によるとかなりマナーにうるさい人達のようで、引っ越しの挨拶をしておいたほうがいいと言われていた。

「ご挨拶の菓子折りって、これ？」

　リビングルームに置かれた大型の段ボールを見ると、老舗和菓子店の紙袋が二つ入っている。

「ああ、そうだ。ところで、そんな格好で行くつもりか？」

　龍郎に言われ、美久は壁に埋め込まれた姿見を見た。

「そうだけど……ダメ？」

「ダメだ。そんな格好で挨拶に行けば、警戒されるし夫をアシストする良妻には見えないだろ」

　今美久が着ているのは、いかにも女刑事といった雰囲気の黒のパンツスーツだ。一方、いつの間にそうしたのか、龍郎は紺色のポロシャツに生成きなり色のコットンパンツに着替えている。

「森田もりたが洋服も用意しておいたと言っていたから、それに着替えたほうがいい」

「ええ……面倒くさいなぁ、もう～」

　森田というのは、警視庁組織犯罪対策部・組織犯罪対策総務課で庶務を担当している巡査部長だ。彼女は二人の同期であり、美久とは幼馴染兼親友の関係でもあった。

　五年前に同僚と結婚して一児をもうけている彼女は、昔から面倒見がよく、今回の張り込みをする際の下準備をしてくれていた。

　龍郎に言われ、美久はマンションの廊下側にある部屋に入り、クローゼットを開けた。

　中には小綺麗なワンピースやブラウスとスカートのセットアップが入っている。いくつか見覚えのあるものが含まれているところをみると、どうやら彼女の私物を貸してくれているみたいだ。

（奈々なな、相変わらずセンスいいなぁ）

　普段、公私ともにモノトーンの服ばかり着ている美久と違って、奈々は柔らかな色合いのものを好んで身に着けている。幸い二人とも同じような背格好をしており、以前親戚の結婚式に出る時も彼女から洋服を借りたことがあった。

（それにしても、ちょっと数が多くない？　それに、やけにおしゃれなやつもあるなぁ。張り込み中に、これを着てどこへ行けって言うのよ）

　ミモレ丈のワンピースは、生地が淡いブルーの総レースだ。そればかりか、ご丁寧にもそれに合わせた靴やバッグも置いてある。

　美久は首を傾げながら白ブラウスにレンガ色のスカートを取り出し、それを着てリビングルームに戻った。

「お待たせ。これでいい？」

　美久は、くるりと一回りしたあとで両手を腰に当てて仁王立ちになる。

「いいね。すごく、似合ってるよ」

　龍郎にまじまじと見られたあと、そう言われた。

　思いがけず褒めてもらい、なぜか心臓が跳ねて頬が熱く火照る。

「あ……そう。ありがとう」

　褒めるにしても、皮肉っぽい言われ方をされると思っていたが、そうじゃなかった。

　美久は咄嗟にそっぽを向き、それとなく龍郎に背を向けた。すると、彼が背後に近寄ってきて美久の髪の毛を掌にすくい上げる。

「髪の毛、このままでもいいけど、ひとつにまとめたほうがそれっぽく見えるんじゃないか？」

　そう言うなり、龍郎が美久の髪の毛を掌で撫でつけ、耳の高さでポニーテールにした。今の手慣れた感じといい、さっきメバルを食べさせてくれた時といい、龍郎は女性を甘やかす術に長けている様子だ。

　これだけハイスペックのイケメンなのだから、それも不思議ではない。

　それに引き換え、美久は彼氏いない歴何年か忘れてしまうほど長い間お一人さまだ。週末はもちろん、誕生日やクリスマスを恋人なしで過ごすのにはもう慣れっこになっている。

　職場でも堂々と公言しているから、龍郎も美久に彼氏がいないことは知っているはずだ。

（そっか。仮にも夫婦役をするんだし、一応は女として扱ってくれようとしているんだな）

　そう判断すると、美久は鏡の前に立って自分自身を眺めた。

　なるほど、こうしてみるとデキる小説家の妻兼アシスタントに見えなくもない。おしゃれというほど華やかな服装ではないが、普段パンツスタイルばかりのせいか、スカートを穿くだけでも気分がかなり違う。

「ふぅん、私も頑張れば、それなりに見えるわね」

「じゃ、まずは右隣の不動産会社社長の元木もとき夫妻のところから行こうか。それから左隣の病院長の和田わだ夫妻。どちらも今なら夫人のほうがいるはずだ」

「了解」

　龍郎とともに玄関を出て、表情を引き締める。

「顔、怖いぞ。少し笑ったらどうだ？」

「え？　じゃあ、こんな感じ？」

　美久が口角を上げると、龍郎が同じように口元に笑みを浮かべた。

「ああ、オッケーだ」

　二人揃って両隣に挨拶に行き、出てきた奥方に挨拶の品を手渡し、少しだけ立ち話をして部屋に帰る。

　玄関のドアを閉めるなり、先に入った美久はリビングルームに向かいながら龍郎のほうを振り返った。

「ねえ、元木さんだけど、ちょっと様子がおかしくなかった？」

「俺もそう感じた。あれは、やってるな」

　元木桜子さくらこは小柄で一見大人しそうな美人で、年齢は五十代後半だと思われる。話してみるとやけにテンションが高く、視線が一向に定まらなかった。

　これまでに何十人となく薬の中毒者を見てきた者のカンだが、彼女は十中八九薬物を摂取している。まださほど症状が現れていないから、はじめて間もないと思われる。

　半袖のカットソーから出た腕は傷跡もなく綺麗だったことから、接種方法は注射ではなく粉末を火であぶるか、飲料に入れて飲んでいるか、だ。

「思わぬ収穫だったね。専業主婦だし、薬を買うにしてもそう遠くないところで入手している可能性が高いんじゃない？」

「もしかして、橋本とかかわっているかもしれないな」

「こんな近所で？」

「ここのエントランスは橋本のマンションの入口とは別の角度にあるし、近所とはいえ普段は顔も合わせない生活を送っている可能性はある」

　龍郎の警察官としての目がきらりと光り、美久は頷いて眉間に縦皺を寄せる。

「確かに……」

　都会だと近所との関係は希薄だし、マンションならなおさらその傾向にある。

「それにしても、こんな目と鼻の先に住んでいる人に手を出すなんて大胆不敵ね」

「橋本があのマンションに越してきたのは、去年の年末だ。ターゲットの選別は事前に済ませているだろうから、何かしら目的があってあえて元木の近くに住んでいる可能性もあるな」

　彼女は陽気で、顔が広いことを自慢げに話していた。

　もし憶測が当たっていれば、橋本は元木を自分の駒にして、さらなる犯罪を犯そうとしているのかもしれない。

　二人の顔に憤怒の色が浮かんだ。けれど、もし本当に橋本とのかかわりがあるのなら、別の角度からも捜査を進められる。

「署長に連絡を入れて、元木桜子について調査してもらおう」

「そうね。場合によっては、お隣が薬物売買の現場になる可能性も出てくるかも」

　美久は、にわかに色めき立って鼻息を荒くする。思案顔の龍郎とともにテーブルにつき、彼と視線を合わせた。

「いずれにせよ、元木夫人との付き合いをもっと深めておく必要があるな」

「そうだね。私、明日にでもお茶菓子を持って、もう一度彼女を訪ねてみようかな」

「それがいい」

　張り込み一日目にして、大きな成果を得られたかもしれない。

　二人はテーブルを挟んで頷き合い、今後の方針について改めて話し合いを始めるのだった。




　美久が龍郎とともに張り込みをはじめてから三日後の午後、元木桜子の毛髪分析により薬物摂取の証明がなされた。毛髪は、引っ越しの挨拶に行った次の日に再度元木家を訪ねた美久によって採取。

　その後すぐに分析に回され、彼女の薬物使用が確定した。捜査班は速やかに彼女を逮捕し、さらなる検査の結果、元木桜子は約半年前から覚せい剤を使用していたことが判明。

　さらに、当初予想されたように、彼女に覚せい剤を売っていたのは橋本だった。

　これらのことは、すべて元木桜子の供述によるものであり、当初の憶測どおり橋本は彼女のほかにも富裕層の年上女性をたぶらかし罪を犯させているようだ。

　だが、今はまだ橋本の犯行を裏付けるほどの証拠がない。

　そして、その後行われた捜査会議で、橋本の逮捕に繋がるような証拠を得るために、美久によるおとり捜査が行われることが決定した。

　ターゲットは言うまでもなく橋本正平であり、美久は元木桜子の紹介という形で彼に接触する。

　それを提案したのは、ほかでもない美久自身だ。

「八木、本当に大丈夫か？」

「まかせといて。私だって、女としてやる時はやるんだから！」

「だが、橋本がこれまでに接触して取引をしたのは、すべて富裕層の一回り以上年上の女性だぞ」

「わかってる。でも、元木桜子の信頼を得ているのは私だし、そう考えると私が一番の適任でしょ」

　昔から人懐っこい性格をしている美久は、程度の差こそあるが割と短時間で誰とでも仲良くできるという特技を持っている。

　挨拶に行った次の日、美久は桜子が喜びそうなスイーツを持って再度彼女の家を訪ねた。

　そして、つい最近結婚したばかりで、まだリッチな生活に慣れていない風を装って桜子に取り入り親しい関係になったのだ。

「それはそうだが……。橋本に接触する時は、くれぐれも油断するな」

「もちろん、ぜったいに気は抜かないわよ。そして、もうこれ以上被害者が出ないように、橋本をふんじばって地べたに押さえつけてやる！」

　美久は古い時代劇に出てくる岡っ引の真似をして十手を振り回し、縄で下手人を縛るジェスチャーをする。すると、龍郎が珍しく声を上げて笑った。

「今時、そんな真似をしても、わかるのは田所署長くらいだぞ。いったいいつの時代の逮捕劇だ。やるなら両手に手錠をかけるのが今時の普通だろう？」

「いつって、江戸時代に決まってるでしょ」

　美久の母方の祖父母は実家の近所に住んでおり、夏休みともなるとよく彼らの家に遊びに行っていた。ある時、祖父母とともに江戸時代を舞台にした推理ドラマの再放送を見て、その勧善懲悪のストーリー展開に心惹かれるものを感じた。

　それは昭和の時代に放映されていた捕物帳で、現代で言うところの刑事ドラマのようなものだ。

　十手と縄で悪人と対峙する岡っ引の姿は、血なまぐさい今時の刑事ドラマとは一線を画していた。

　それ以来、美久は罪人を鮮やかに捕縛する主人公のファンになり、弟を相手に時代劇の真似事をして遊んだりしたものだ。

　今の発言からすると、龍郎もそのテレビ時代劇のことを知っているかも？

　そう思った美久は、彼にそう訊ねてみた。

「もちろん、知ってるよ。昔、同居していた祖父が好きでよく見てたからな」　

「やっぱり！　うちも、母方の祖父母がよく見てたの！　うわぁ、よくそんな昔の番組を知ってるね。めずらしい～」

「そっちこそ」

　勧善懲悪でありながら時にコミカルなシーンもあるストーリー展開は、今も美久の記憶の中にしっかりと刻まれている。

「もしかすると、私が警察官を目指すようになったきっかけは、その番組かもしれないなって思うのよね」

「俺もそうだ」

　座右の銘が同じである美久と龍郎だが、偶然にも同じテレビ時代劇のファンであることがわかった。時代背景が違うため、主人公の理想をそのまま現代に持ち込むわけにはいかない。

　だが、情に厚く犯罪に苦しめられている人達に最後まで寄り添う姿が、二人に深い感銘を与えたことは間違いなかった。

　そのほかにも、美久はとある女性刑事が主人公の刑事ドラマのファンであり、彼女のように三十代前半で警部補になりたいと思っている。かたや龍郎は熱血漢の刑事が活躍する映画シリーズが大のお気に入りで、現場での仕事に愛着を感じながらも、できる限り出世して警察のトップに立つことで国家としての正義を貫く重要性も感じているらしい。

「あんたって、思っていた以上に暑苦しい考えを持った警察官だったのね」

　美久がわざと嫌味な言い方をすると、龍郎が可笑しそうに含み笑いをする。

「自分だってそうだろう？」

　軽くいなされ、美久も彼と同じように笑った。

「現場にいなきゃわからないことはたくさんある。でも、警察のトップに立たなきゃできないことだってたくさんあるし、その地位につける人は真に選ばれし人だもんね」

　美久は彼の考えに同意しながら、これまでに感じた下っ端警察官のジレンマを思い出す。

　ノンキャリア組の自分にはできないことが多々ある。それは、どう頑張っても克服できない種類のものであり、目前に立ちはだかる大きくて分厚い壁のようなものだ。

　けれど、キャリア組の龍郎には、これから先も頂点に続く道が続いている。

　彼の頑張り次第では警察組織そのものを動かし、行く末を変えることだってできるのだ。

「私は現場で精一杯頑張ることしかできない。だけど、あんたは頑張り次第ではトップに立てるかもしれないでしょ。だったら、現場は私に任せてどんどん上を目指して。それで、現場の声を聞いて、もっと風通しがいい警察を作ってよ」

　美久は両手を高く掲げ、風を起こすジェスチャーをした。

　それからも、互いに好きな警察が舞台のドラマや映画の話をして、大いに盛り上がる。

　少し前までは龍郎とこんなふうに話せるようになるなんて、思ってもみなかった。しかし、彼という人を知るにつれ、案外自分と似たところがあるのかもしれない――と思う美久だった。




　張り込みをはじめて四日目の朝、元木桜子からの情報により橋本が勤務先に命じられて海外出張に出かけたことがわかった。期間は平日の四日間で、帰国は金曜日の夜になる予定であるらしい。

　裏で犯罪に手を染めている橋本だが、仕事ぶりは至って真面目で几帳面だ。よって、今回の出張は会社の業務のみに費やされると思われる。橋本の現行犯逮捕を狙っている警察としては、彼のいない間に捜査網を強化してしかるべき時の準備を進めるチャンスだ。

　美久は龍郎とともに張り込み場と捜査本部を行ったり来たりしながら、情報収集に奔走した。

　橋本の帰国を二日後に控えた今日は、二人とも非番だ。けれど、双方とも申し合わせたように自主的に張り込み場のマンションに戻り、廊下側の六帖間で本日行われた元木桜子の取り調べに関する供述調書に目を通している。

　彼女の話によれば、橋本とはじめて会ったのは、先に逮捕された社長夫人が彼と知り合ったのと同じ会員制クラブであるらしい。

　さらに調べを進めたところ、マダム達はクラブに所属する同一の女性メンバーから橋本を紹介され、それがきっかけになって彼と親密な関係になったようだ。

　しかし、当の女性メンバーはすでに他界しており、話を聞くことは叶わなかった。

　元木桜子の話では、他界したメンバーはクラブ内の女性のボス的な存在だったようで、彼女の夫は現役の政治家であるらしい。

「政治家の奥方か……。さすが富裕層向けの会員制クラブね。もし生きてたら、いろいろと話を聞けただろうに……残念だなぁ」

　美久が悔しそうな顔をすると、龍郎が頷きながら渋い顔をする。

「その人を通じて、橋本と知り合った人がほかにもいるかもしれないな」

「私もそう思う。それにしても、橋本のどこがよかったんだろう？　いくら考えても、わかんないな」

　美久は口をへの字に曲げ、何度も首を傾げた。

　橋本は身長こそ高いが、どう見ても美男とは言い難い顔だ。決して、醜男ではない。だが、仮に街ですれ違っても全く印象に残らない、どこにでもいそうな男だ。

「私なら、ぜったいにあんな男に引っかかったりしない。そもそも、あんな風が吹いたら倒れそうな男に惹かれようがないし」

　美久は、龍郎が夕食作りのためにキッチンに向かったのを見計らって、そう口に出した。

　彼に聞かれたら、また何かしら言われそうだが、美久は橋本のようにどう見ても自分よりも弱そうな男には、まったく魅力を感じない。

　それはさておき、そもそも橋本はどんな手練手管を使って、知り合ったマダム達をベッドに引きずり込んだのだろう？

　外見ではないとしたら、話術？　清潔感？

　それとも、見た目だけではわからない何かがあるのか……。

　美久は、橋本の毒牙にかかった社長夫人と元木桜子から聞いた彼に関する言葉を頭に思い浮かべる。

『あの人、お薬を摂取するにしても、ぜったいに注射器は使っちゃダメだって言うの。そんなことをしたら、綺麗な身体に傷がつくだろう？　って』

『くれるのは毎回錠剤かカプセルに入れたもの限定だったわ。それを口から飲むの。でもね、愛し合う時は彼が指で塗ってくれたりするのよ。場所は言わなくてもわかるわよね？』

『会うのは、いつも場末のラブホテルなの。はじめは、どうして高級ホテルじゃないのかって思ったけど、そういうところのほうが何かと便利なのよね』

　世間知らずのお嬢さまマダム達は、犯罪者になったにもかかわらず、橋本とのベッドの思い出を嬉々として語った。

　なんという下衆な男だろう！

　美久は激しく憤り、資料をまとめながら彼に対する怒りのボルテージを上げた。

　彼が注射器を使うのを嫌がるのは、周りの人に不審がられないためであり、それがきっかけで警察が自分に辿り着くのを防ぐためにほかならない。

「これ以上の被害者が出ないように、あんな男、とっとと檻の中に送り込んでやらなきゃ！」

「そうだな。それはそうと、ちょっといいか？」

　いつの間にか部屋の入口に来ていた龍郎に声をかけられ、美久はパソコンの画面から顔を上げた。

「うん、いいけど」

　彼のあとについて廊下を行き、リビングルームに入る。

　示されたテーブルの上を見ると、二人分の夕食の準備ができ上がっていた。

「えっ……これって――」

「言っただろ？　ついでに八木の食べる分も作るって」

「でも、それは私があんたに噛みつく回数を減らしたらって言ってたよね。私、減らすどころか前よりももっと沖田に噛みついて――いや、噛みついてるわけじゃなくて、ただ意見してるだけっていうか言い返してるだけというか――」

　張り込み中、美久は相変わらずちょっとしたことが原因で、彼に噛みついている。意識してそうしないようにしていたが、気を抜くとすぐにそれを忘れてしまうのだ。

「一緒にいる時間が増えた分、回数は増えた。だが、前は顔を合わせるたびに、って感じだったのに、今はそうじゃない――だろ？」

　龍郎が先にテーブルに近づき、椅子を引いた。そして、美久にそこに座るよう促してくる。

　そのしぐさが、嫌味なほど優雅だ。

　虫の居所が悪かったら何かしら文句をつけていたかもしれない。けれど、今はそんな気分ではなかったし、並べられた料理からは美味しそうな匂いが漂ってきている。

「ありがとう」

　美久が素直に椅子に腰を下ろすと、龍郎がその前に座った。

「今日のメインメニューは、簡単に言うと豚肉のスタミナ炒めだ。あと、具沢山の野菜スープと玉子焼き。ご飯はたくさん炊いたから、何杯おかわりしてもいいぞ」

　張り込みが思っていた以上に長引くと判断した龍郎は、先日ここで使うために新品の炊飯器を持ち込んでいた。

「やった！」

　思わず声が出て、ハッとして口を噤む。だが、何を今さら――と思い直し、元気よく手を合わせて「いただきます」と言った。

「うんまぁ……い！　沖田って、ほんと料理上手だね。これ、ニンニクとショウガ入ってる？　すごく美味しいね。上にどっさりかかったネギと相性バッチリって感じ」

　食べながら料理を絶賛し、あっという間にご飯を平らげてお代わりをしようと椅子から立ち上がった。ちょうど同じタイミングで食べ終えた龍郎の茶碗にもご飯を継ぎ足し、またテーブルにつく。

「高校を出て一人暮らしをし始めた時から、自炊してたからな。料理は嫌いじゃないし、割と才能があるみたいで、作れば美味しいものができるんだ」

「うん、納得。これ、当たり前だけど手間暇のほかに材料費もかかってるよね」

「好きで作って勝手に提供してるわけだし、お金なんかいらないよ」

「え……さすがにそれは悪いよ」

「悪いと思うなら、その分美味しく食べて仕事を頑張ってくれたらいい」

「でも――」

「いいから、黙って食べとけ。橋本はまだ出張中だし、今日は非番だ。せっかくだからビールでも飲むか？」

　龍郎が席を立ち、キッチンに向かった。そして、美久の前に缶ビールを置いてくれた。

「ありがとう。いただくね。でも、私はひと口だけにしとこうかな」

　美久は缶を開けると、空っぽのコップに少しだけビールを注ぎ入れた。

「そう言えば、八木って飲み会でもあまり飲まないよな。アルコールは好きじゃないのか？」

「ううん、むしろ好き。だけど、酔っぱらうと必要以上に饒舌になるんだよね。言わなくてもいいことをペラペラしゃべったり、ついうっかり本音を漏らしたり……。自分でも余計なことを言ってるなってわかってるのに、一度話し出すと止まらなくなっちゃうのよ」

　本当は、缶のまま一気飲みしたい。けれど、これまでの飲み過ぎによる失敗のことを考えると、どう考えても今は飲まないほうが賢明だった。

　ましてや、一緒にいるのは龍郎だ。ただでさえ隙を見せたくない人物だし、酔っぱらった姿など見せたら、後々何を言われるか分かったものではない。

「なるほど……だから職場関係の飲み会では、最初の乾杯だけであとはソフトドリンクばかりなんだな。プライベートでは結構飲んだりするのか？」

「うん。飲むと決めたら、とことん飲むって感じ。特に日本酒が好きかな。銘柄は何でもいいけど、辛口を冷で――っていうのが一番だな」

「ふっ……なるほどな」　

「あ！　今『オヤジみたいだな』って思ったでしょ！　誤魔化してもわかるんだから！」

　美久はそう言って、コップの中のビールをグイと飲んだ。すると、龍郎が可笑しそうに口元をほころばせながら、ビールをコップに継ぎ足してくれた。

「残りは俺が飲むから、もう一口どうぞ」

　勧められるままにコップを傾け、ひと口だけ飲んだ。そのままゴクゴクと飲み干したいのを我慢して、コップを置く。それからすぐに龍郎がそれを手に取り、一気に中を空けた。

（あれっ？　い、今口をつけたところ、私が飲んだのと同じ場所からじゃなかった？）

　そんな気がして、美久は空になったコップをまじまじと見つめた。そうしている間に、龍郎がキッチンから新しいコップを持ってきてペットボトルのお茶を注いでくれた。

　別に、相手が気にしていないのだから問題はないだろう。

　けれど、メバルの煮つけを食べさせてもらった時は、明らかに間接キスだった。今回は二回目だし、そう思うとやけに龍郎の唇が気になって、自然とそこに視線が行ってしまう。

　それを悟られないように注意しながら夕食を食べ進め、片付けと食器洗いを引き受ける。

　洗い物をしながら、今夜はやけにアルコールのまわりが早いのを感じた。

（たった二口しか飲んでないのに、なんで？）

　美久は首をひねりながら食器を洗い終え、リビングルームに戻った。すると、龍郎がこちらに背を向ける格好で、テレビ台の前に座り込んでいる。

「どうかした？」

　背後から声をかけると、龍郎がいつになく険しい表情で振り返って美久を見た。

「いや、別に何も」

　龍郎が立ち上がり、リビングルームを出ていく。

　美久はそんな彼の背中を見送ったあと、何の気なしにテレビ台に近づいてその前にしゃがみ込んだ。

（え？　な、何これっ！）

　ガラス張りになっているテレビ台の棚の上には、アダルト雑誌が山積みになっていた。

　美久はその一冊を手に取り、内容にざっと目を通すなり目を剥いて絶句する。

（エロい……エロすぎる！　っていうか、いったい誰がこんなものをここに置いたの？）

　張り込みのために部屋の備品を用意してくれたのは奈々だが、彼女がこんなものを用意するはずがない。

　では、いったい誰が？

　おそらく交代要員のうちの誰かだろうが、私物として持ち込んだものは責任を持って管理すべきだ。

（せめて隠しなさいよ！　まったくもう！）

　美久は半裸の男女が唇を寄せ合っている表紙を、掌でバンと叩いた。そして、あわててリビングルームの入口を振り返り、聞き耳を立てる。どうやら龍郎はシャワーを浴びているらしく、バスルームのほうから微かに水音が聞こえてきた。

　今日は二人ともここに泊まる予定で、すでに部屋割りも済ませている。

　美久は手にしたアダルト雑誌を小脇に抱えると、そそくさとその日使うことになっている六帖間に向かって走り去るのだった。
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　その日の夕食を終えて一息ついたあと、龍郎は一足先にシャワーを浴び、リビングルームに戻った。

　部屋の明かりはついているが、もうすでに美久の姿はない。廊下を見てみると、六帖間のドアの隙間から明かりが漏れているのが見えた。

（もう部屋に入ったのか。今日はやけに早いな）

　当初はもっと難航すると思われていた張り込みだが、思いがけず隣家の元木桜子に橋本と繋がりがあることがわかった。

　橋本と薬物を介して密接な関係にある彼女は、彼の大まかなスケジュールも把握している。

　そのおかげで、かなり有利に捜査を進めることができているし、無理な張り込みをする必要もなくなった。

　だからといって油断などするはずもなく、より一層緊張感を持って職務にあたっている。

　橋本は、人は見かけによらないという言葉を地で行くような男で、その風貌は人を油断させるほど凡庸で記憶に残りにくい。

　マダム達には見せていないようだが、おそらく彼の本性は外見とは真逆だ。少なくとも美久が言うほど軟弱ではないし、そうでなければ薬物の売買などしていないだろう。

（とにかく、明後日の帰国を待って、張り込みの再開だ。あとは、橋本が元木桜子に連絡を入れてくるのを待つか……。それとも、八木が言うようにこちらからもう少し積極的なアプローチをかけていくか……）

　元来せっかちな美久は、待ちの戦法よりも攻めの戦法を好む傾向にある。

『私が元木桜子からの紹介ってことで、橋本に接触するっていうのはどうでしょう？』

　昨日の捜査会議で、美久はそんなことを言い出して龍郎を驚かせた。結局彼女の案は採用され、橋本が帰国するのを待って、接触を試みることになった。

　実は、その前に龍郎が売人として橋本に近づくという案もあった。それは美久同様、龍郎が自ら提案したものだったが、上からの「ダメだ」の一言で、あっさり却下されてしまったのだ。

　警察キャリア組として警察庁に入庁した龍郎は、将来的に行政官として国の仕事に携わることを期待されている。

　今、龍郎が現場仕事に就いているのは、そうなる前の一時的なものだ。それに、本来龍郎のように警視として警察署に配属された者は、実際の捜査にあたることはほぼない。

　現に、世田谷警察署にくると同時に先輩でありながら部下になった一部同僚達から、現場仕事に首を突っ込むなと言わんばかりの態度を取られた。

「キャリア組に捜査の何がわかる」

「どうせわからないまま出世していくんだから、ここは大人しくデスクに座って事務仕事でもしてろ」

　彼らの態度には、そんな言葉が如実に表れており、事実そういう人間がキャリア組として配属されてきては、去っていくのが常であるのは事実だ。

　龍郎自身は、国や国民のために身を捧げる覚悟を持って警察官という職業を選んだ。そして、将来は官僚として組織を運営する立場に立って職務に就きたいと思っている。

　そうなるにあたり、実際の現場を知らないまま上に立つのは自分自身の理念に反するし、現場を知らずしてトップに立って人を動かせるものではない。

　上からは再三「キャリアならキャリアらしくしろ」と言われるが、龍郎はキャリア組である前に一警察官だと自負しており、だからこそ田所に無理を言って現場仕事に就かせてもらっているのだ。

　しかし、さすがにおとり捜査をすることには許可が出ず、結果的に美久がそれにあたることが決まった。　

『まかせといて。私だって、女としてやる時はやるんだから！』

　美久はそう息巻いていたが、龍郎にしてみればそれはかなり危険でリスクを伴うおとり捜査だ。

　捜査方法として法に触れないよう気をつけねばならないのはもとより、言うまでもなく彼女自身の身の安全にも注力しなければならない。

（八木は、橋本のことを少々甘く見過ぎている。いくら八木でも、油断は禁物だ）

　美久は幼少の頃より合気道を習っており、同期の中でも腕っぷしは強いほうだ。

　一方、橋本は昔から文化系の男で、元木桜子曰くゴルフの練習はするがそのほかのスポーツには興味がないらしい。

　けれど、脱げば思ったよりも筋肉質の身体をしているようで、もしかすると自宅でトレーニングでもしているのかもしれないとのことだ。

（橋本は、自分では絶対に薬に手を出さない……。そのストイックさを甘く見ると、寝首を掻かれることになりかねないぞ）

　薬物の依存症について書いてある書物で、売人は自分の商品でハイになるな――というのを見たことがあるが、彼はそれを忠実に守っている。

　薬物売買を行っている身でありながら、彼自身は決してそれを使用せず、ただターゲットがずぶずぶとハマっていくのを優雅に眺めているだけ。

　それが、橋本という男の本質を表している。

　彼は、こちらが思っている以上に危険人物だ。

　龍郎は美久にそう言って注意を促したが、どうも今ひとつわかっていないような気がしてならない。

（そもそも、八木は男というものを知らなすぎる。それがあいつの足を引っ張っている――なんてことを言ったら、また喚き散らすだろうな）

　龍郎は冷蔵庫からお茶のペットボトルを出して、ひと口飲んだ。そして、ふと水切り籠に置かれたコップを見る。

　それは、夕食の時に美久が使っていたものだ。

（メバルを食べさせた時といい、ビールの時といい、あいつも案外可愛いところがあるんだな）

　意図せずして、龍郎は美久が口をつけたものを使ってご飯を食べ、ビールを飲んだ。

　別にわざとそうしたわけではないし、彼女に対する気楽さが自然とそうさせてしまっただけだった。

　しかし、意外にも美久は偶発的な間接キスに反応して、目をそらし頬を赤く染めた。

　まさかそんなふうになるとは思ってもみなかった龍郎は、はじめて意識する美久の女性らしさに心底驚いて彼女から目が離せなくなってしまったのだ。

　思い返してみれば、美久は久しく彼氏がいないことを公言しているし、おそらくあまりいい男と付き合ってこなかったと思われる。そして、あの様子からして、数も少なく付き合った期間もさほど長くないはずだ。

　そうでなければ、あれほど初心な反応をみせるはずがない。

　それくらい、今まで女性と付き合ってきた経験値から判断できるし、以前同期の飲み会で会った時に美久の親友でもある森田奈々もそれらしきことを言っていたことを思い出す。

　美久は間違いなく、男慣れしていない。

　それなのに、複数のマダムを薬物依存に引きずり込むほど女性の扱いに慣れた橋本とまともに対峙できるかどうか……。

　龍郎は、そんな懸念を抱きながら、飲み終えたペットボトルのラベルを剥がし、容器をぺちゃんこに潰した。そして、そのついでに美久が飲んでそのままにしているペットボトルの容器を手際よく片付けていく。

（飲み終えたペットボトルを置きっぱなしにするのはあいかわらずだな）

　昔警察学校で一緒だった時もそうだったが、美久は自他共に認めるガサツ女子だ。

　職場のデスクやロッカーは常に物で散らかっているし、自宅アパートの部屋も片付いているとは言いがたい状態らしい。

　実際、この家のあちこちには美久が置いた私物が散在し、通りすがりに見たバッグの中はゴチャゴチャだった。

　しかし、性格は真面目だし明るく朗らかで、誰からも好かれるタイプだ。ガサツなのは、おそらくせっかちな性格であるがゆえのものだろう。

　龍郎としては、それも美久の個性のひとつだと思えばさほど気にならなかった。

　いや、むしろそのほうが好ましいくらいだし、必要以上に完璧を目指し無理をして自分をよく見せようとする女性よりもずっとましだ。

　それに、美久は龍郎が付き合ってきた女性達のように、男性を過剰に頼ったり依存したりしない。間違っても媚びを売ったり、女を武器にするようなマネはしないだろう。

「ふん……男のステイタスとルックスだけですり寄ってくるような女より、八木のほうがよっぽどいい女だ」

　そう口に出してみると、改めてそうであることに気づき、無意識に深く頷いていた。

　だからといってどうというわけではないが、もし今後また女性と付き合うようなことがあれば、美久のように喜怒哀楽がはっきりとした人がいい。

　そう思いながら、さっき見咎めたものをもう一度チェックすべくテレビ台の前に胡坐をかいて座る。

「……こんな雑誌、いったい誰が持ち込んだんだ？」

　一目見てアダルト系の雑誌だとわかるそれは、ざっと見ただけでも十冊以上ある。

　昔から、望むと望まざるとにかかわらず女性にモテてきた龍郎だ。そのせいでいろいろとしなくてもいい苦労をしてきたし、だからこそもう三年近く恋人を作らないまま過ごしている。

　なんならもう一生独身のままでいい。そう思うほどに、過去の恋愛は龍郎を疲弊させた。

　それはさておき、今まで仕事上でこういう類の雑誌を目にしたことはあるが、じっくり見たことはないし興味すら持ったことがない。

　今改めて見てみるに、表紙の女性が取っているポーズは男の性欲を無駄に掻き立てるものばかりだ。

（ん？　確か、一番上にはこれじゃない表紙の雑誌があったはずだが……）

　龍郎の記憶では、雑誌の一番上にあったのは半裸の男女が唇を寄せ合っている表紙だったはずだ。

　まさかとは思うが、美久が見つけて部屋に持っていったのだろうか？

　万が一そうであれば、いったいどんな顔をしていたのやら――。

　龍郎は自分でも気づかないうちにニンマリと微笑みを浮かべ、手にした雑誌をパラパラとめくった。そして、途中ビキニ姿の女性が写っているページを開いたところで、ハッとして動きを止める。

（この女性、どことなく八木に似てるな）

　グラビアの女性は「平野まりん」という新人女優であるらしい。撮影場所はトロピカルなムードのプールサイドで、彼女はカメラに向かって恥じらうような微笑みを浮かべている。

（そうだ。この初々しさが、間接キスで照れた時の八木に似てるんだ）

　そう思いながら次のページをめくると、平野まりんがさっきとは打って変わったエロティックな表情を浮かべて男性を誘うような大胆なポーズを取っていた。

　しかも、ほぼ全裸だし、背後からはスイミングパンツをずらした男性が彼女の片方の胸を揉みしだいている。

　実に破廉恥だし、たとえ閉鎖的な空間であろうと警察官がこんな内容の雑誌を張り込みの現場に持ち込むべきではない。

　龍郎は眉間に深い縦皺を刻みながら、次のページをめくった。そこには平野まりんがプールサイドに置かれたテーブルに仰向けになって、大きく脚を開いている写真が掲載されていた。

　しかも、あろうことか彼女の手首には手錠がかけられており、腰の上には極太の警棒らしきものが置かれている。

（なんだこれは……。手錠も警棒も、安っぽいおもちゃじゃないか）

　イラついてさらに眉間の皺を深くするも、なぜかそのページから目が離せない。そんな自分を訝しく思っていると、ふいに平野まりんの顔が美久のものと入れ替わった。

　思わず仰け反って雑誌を手から離すと、その拍子に次のページが開き、平野まりんが男性とベッドインしているシーンが目に飛び込んできた。

　両脚を高く持ち上げられた彼女は、目を閉じて恍惚とした表情を浮かべている。

　いつの間にか腰にあるものが硬く勃起しているのに気づき、龍郎は急いで雑誌を棚に戻して立ち上がった。

　自分としたことが、よりによって同僚の女性警察官とアダルト雑誌のグラビアモデルを重ねて欲情するとは――！

　これまでにないほど動揺した龍郎は、もう一度シャワーを浴びるべくバスルームに向かって大股で歩き出すのだった。









第二章　予期せぬ展開







　橋本の張り込みをはじめて、今日で十日間が過ぎた。

　海外出張から予定どおり帰ってきた彼は、こちらの思惑をよそにその後の休日を自宅で過ごし、休み明けは毎日午前様になるほど仕事に追われている様子だ。

　期待したマダム達との接触もなく、自宅と会社の行き来のみで怪しい動きもない。そのせいもあり、美久は橋本との接触もできないまま張り込みをしている部屋で悶々とした時間を過ごしていた。

　橋本は毎朝午前八時に自宅を出る。帰宅は日によってまちまちだが、帰りがけに駅前のスーパーマーケットに立ち寄る以外は、どこかに寄り道することもなくまっすぐに帰宅している。

　そのほかにわかったのは、彼が週に何度かリモート勤務をしていることだ。

　そんな時でも、彼はほぼ自宅にこもりきりで、食事はデリバリーを頼んだりしている。

　今のところ頼むのは、とあるピザのチェーン店ばかりで、ドライバーに聞き込みをした結果、オーダーするのはいつも同じものであるらしい。

　美久はといえば、張り込みを始めて以来、ただでさえ不規則な生活がよけい乱れがちになっている。むろん、警察もそこまでブラックではないから、非番の日は自宅アパートに帰り、ゆっくりと身体を休めていた。

　だが、美久はわけあって非番である今日も、引き続き張り込み部屋に泊まり込んでいる。

　それは、隣人の不注意により、一昨日美久の住まいである自宅アパートでボヤ騒ぎがあったからだ。

　幸い、美久は当時不在だった。けれど、火は美久の部屋にまで及び消防車の放水により家財一式水浸しですべてダメになった。

　そこで、署長の許可を得て新しく部屋が見つかるまで、ここに常駐しているというわけだ。

　泣き面に蜂、というわけでもないが、捜査にはこれといった進展もない。

　一時は芋づる式に出てくると思われていた第三、第四のマダムの出現もなく張り込みは膠着状態に陥っている。

（住むところはなくなっちゃうし、捜査は進まないし……。あ～あ、何もかも思うようにいかないなぁ）

　何をしても運が悪い時はあるし、ちょうど今がそうなのかもしれない。

　そんな美久とは対照的に、二月最初の月曜日の昼下がりの空は雲ひとつない快晴で降水確率はゼロパーセント。

　龍郎は勤務を終えて今は自宅に帰っており、もうじきここに交代要員が来ることになっている。

　美久はといえば、ボヤ騒ぎもあって昨日は休みを取って一日片付けに追われていた。

　もともと荷物は多くないし、身体はさほど疲れていない。けれど、精神的に疲弊してしまい、今日は何もする気になれないでいる。

　そんなこともあり、朝は買い置きの菓子パンで済ませ、昼はペットボトルのコーラとともにカップ焼きそばを食べた。夕食は冷蔵庫に買い置いてある中華丼になる予定だ。

（橋本のやつ、今日も外食三昧？）

　仕事が休みである橋本は、早朝からゴルフの練習に出掛けた。尾行班からの報告によれば、彼はまだそこにいるらしい。

　美久は八帖間の窓際で持ち込んだ事務仕事をこなしながら、恨めしそうに橋本の自宅のベランダを見た。そこは相変わらず綺麗に片付いており、生活感がゼロだ。

　橋本を尾行した結果、平日の彼は一日の食事をすべて外食で済ませている。行き先はまちまちだが、いずれも高級店ばかり。

　その一方で、リモート勤務と休みの日は相変わらずデリバリーのみで、張り込みを始めて以来誰かと待ち合わせて食事をした様子はない。

　一度、捜査の一環で橋本の出したごみ袋を漁ったが、やはり生ごみは皆無で、あるのはデリバリーのゴミやペットボトルくらいのものだ。

　昨日は接待で、上司とともに高級料亭でディナーを楽しんだようだ。

（リッチな商社マンはいいわね。自炊なんかしなくても、好きな時に好きなものを食べられるし、経費で高級ディナーだって……。自炊しないのは同じだけど、私と理由が違いすぎる）

　かたや、こだわりの食材を使った上品なフルコース。

　かたや、コンビニエンスストアの幕の内弁当。

　別に贅沢をしたいわけではないが、美久だってたまにはドレスアップして洒落たレストランでディナーを食べてみたい。

（だって今日、私の誕生日だよ？）

　仕事で忙しいのは毎年のことだし、彼氏いない歴も絶賛更新中だ。田舎の家族や友達からのバースデイメッセージは届くものの、去年も一昨年も仕事で忙しく、気がつけば日付が変わっていた。

（しかも、住む家もないとか、史上最悪の誕生日だよ……）

　住んでいたアパートは、かなり古い建物であり、おそらくこのまま取り壊しになるだろう。

　どうであれ、こうなったら新しく住むところをさがすほかない。

　だが、情けないことに美久は、現在ほぼ貯金ゼロだ。それは、給料の大半を奨学金返済に充てているためであり、今まではそれでも生活に支障はなかった。

（別に、贅沢してるわけじゃないのに……。やっぱり、自炊してないのもお金が貯まらない要因のひとつだよね）

　今さら反省したところで、料理の腕が上がるわけでもない。いろいろと考えれば考えるほど、気分が落ち込んでくる。

　美久は持ち前の明るさで、なんとか現状をポジティブに考えようとした。しかし、ものには限度というものがある。

（でもまあ、タイミングよく……と言っちゃなんだけど、ここにこうしていられるんだもの）

　渋い顔をしつつも、美久はなんとか顔を上げて自分自身を鼓舞する。

（せめてケーキくらい買う？　って言っても、せいぜいコンビニスイーツだけど）

　そんなことを考えていると、傍らに置いていたスマートフォンが短く鳴り、メッセージの到着を知らせた。画面を見ると、送信者は奈々だ。

『美久、お誕生日おめでとう！　いろいろとたいへんだろうけど、元気出してね。それと、私からのプレゼント、気に入ってくれた？』

　ボヤ騒ぎの報告は昨日済ませており、奈々は大いに心配してくれた。住むところが決まるまで自分のところに来いとも言ってくれたが、ただでさえ育児に忙しい夫婦の負担を増やすわけにはいかなかった。

（プレゼント？）

　メッセージの最後には、ハート型の絵文字が、ぴょんぴょんと弾んでいる。

　仲良しの奈々とは、毎年ちょっとした誕生日プレゼントのやり取りをしていた。けれど、今年はまだ受け取っていないし、何かしら郵送したとも言われていない。

　美久は、首を傾げながら奈々への返信メッセージを入力する。

「えっと……『お誕生日メッセージありがとう！　プレゼント、もしかして署のデスクの上にでも置いてくれたの？　だとしたら、ごめん！　まだ受け取れていないの』……これでよし、っと」

　ぶつぶつと呟きながらスマートフォンを操作し、メッセージを送信する。すると、すぐにまた音が鳴り、奈々からの返事が来た。

『私からのプレゼントは、張り込み部屋に置いてあるよ。もしかして、まだ気づいてないの？　テレビ台の棚に置いてあるよ！』

「えっ⁉　テレビ台の棚って……あれを置いたの、奈々だったの？」

　まさかの事実に、美久は仰天して椅子から立ち上がった。

『あれを見てなんか感じた？　最近の美久、男枯れして潤い失くしてるでしょ。たまにはエッチなことしなきゃ女として枯れちゃうよ』

『なんなら沖田と一緒に見たらどう？　勢いでセックスしちゃうってのも、いいかもよ～』

　追加で送られてきたメッセージを見て、立ち上がった脚がよろよろとよろけた。

（なんで私が沖田とセックスしなきゃならないのよ！　奈々ったらどうかしてる！）

　ありえない提案をされ、美久は憤然となりながらテーブルを拳で叩いた。大きな音が立ち、ちょうどそこに置いていたアダルト雑誌が椅子の座面の上に落ちた。その拍子に開いたページには、裸で抱き合っている男女が掲載されている。

　なぜか一瞬、その顔が自分と龍郎の顔にすり替わった。

　美久は狼狽えつつ見開きのページを閉じて、アダルト雑誌を拾い上げた。

（やだ……私ったら何を変な妄想を……。沖田はただの同僚であって、万が一にもそんなことになるはずがないんだから！）

　頭の中で思いきり否定するも、なぜか胸の鼓動が激しくなり、頬が熱く火照った。

　美久がますます狼狽えていると、玄関のドアが開く音が聞こえてきた。おそらく、交代要員が来たのだろう。

（ヤバッ！　早く隠さないと――でも、どこに？）

　各部屋のドアは着替えなどをする時以外は便宜上開けっ放しになっており、今もそうだ。廊下を歩く足音が、八帖間に近づいてくる。

「八木、いるのか？」

　美久は今一度椅子の座面にアダルト雑誌を戻すと、その上にどっかりと腰を下ろした。

　それと同じタイミングで、龍郎が部屋の前を通りかかる。

「ここにいたのか」

「お、沖田っ……。ど、ど、どうしたの？」　

　立ち上がろうにも、下手に動くとアダルト雑誌が見えてしまう。それを気にするあまり声が上ずり、明らかに挙動不審になっている。

「そっちこそ、どうした。やけに顔が赤いけど、何かあったのか？」

　龍郎がそう尋ねながら、美久の様子を窺うような視線を投げかけてきた。

「ベ、別にっ！」　

　チラリと下を見ると、スラックスの太ももの下からアダルト雑誌が覗いている。

　美久は、すばやく座る位置を変えてそれを隠すと、自分から龍郎と視線を合わせ、作り笑顔を浮かべた。

「沖田、今日は非番でしょ？　家に帰ったんじゃなかったの？」

「そうだけど、今日は八木の誕生日だろう？　もうじき交代要員も来るし、もしよかったら俺と出かけないか？」

「えっ……沖田と？」

「そうだ。前に、一生に一度くらいは、お姫さまみたいなひと時を過ごしたいって言ってただろう？」

「確かに言ったけど……。もしかして、沖田が私をお姫さま扱いしてくれるの？」

「そこまで大層なものじゃないが、多少なりとも気分よくさせられると思うよ。ボヤ騒ぎもあったりして、たいへんだったな。今日くらいぜんぶ忘れて、美味しいもの食べて元気出せ」

　思いがけない申し出に美久が目を大きく見開いていると、龍郎がいつになく優しい微笑みを浮かべた。

　きっと公私ともに忙しくて、心身ともに疲れ切っていたのだろう。いつもなら減らず口のひとつでも叩くところだが、今は素直に彼の言葉をありがたいと思った。

「う、うん。ありがとう。ほかにも誰かいるの？」

「いや、俺と八木の二人だけだ。ほかのやつも誘ったほうがよかったか？」

「ううん、二人だけでオッケー。私の性格上、大勢だと照れてお姫さま気分にはなれないと思うし」

「だろうな。飲み会では八木はいつもムードメーカー的な立場になるもんな。前から思ってたんだが、八木って人一倍周りに気を遣うだろう？　それって、結構疲れないか？」

「えっ、気づいてた？　こう見えて、実は結構気を遣う質なんだよね。そういうのを期待されてるのがわかるし、そうしないではいられなくなるっていうかなんというか……」

　自分にそんな側面があるのを、わざわざ誰かに言うつもりもなかったし、気づく人などいないと思っていた。

　だけど、そうじゃなかった――。

　意外な人に指摘され、美久は少なからず驚いて龍郎の顔を見つめた。

「やっぱりな。ガサツなのにそういう面もあるから、気苦労も多いだろ。仕事じゃない場面では、もっと気を抜けばいいよ」

「ガサツは余計でしょ！」　

　龍郎が軽く笑い声を上げて、美久のほうに手を差し伸べてくる。

　美久は彼の手を借りて、椅子から立ち上がった。

「行きつけのレストランを予約してあるから、まずはそこで食事をしよう。クローゼットに、森田が貸してくれた洋服があったな。せっかくだからそれを借りたらどうだ？」

　そう言う龍郎は、淡いブルーのジャケットに白いボトムスを合わせたセミフォーマルの出で立ちをしている。

「で、でも、私、あんまり食事のマナーとか知らないよ？」

「大丈夫。ちゃんと個室を用意したから、心配は無用だ。そうしたければ、手づかみで食べてもいいぞ」

「ちょっ……いくら私でも、手づかみはないわよ！」

　いつもの調子で声を張り上げると、龍郎が白い歯を見せて笑った。

　笑顔が多いせいか、はたまた服装のせいか……。

　今日の彼は、間違いなく普段よりイケメン度がアップしている。

「その調子で行けばいい。お姫さまとはいえ、八木らしくなければ窮屈だろうし。向こうに行ってるから、着替え終わったら声をかけてくれ」

　龍郎が部屋を出ていき、美久はすぐに出かける準備に取り掛かった。

　洗面台に向かい、髪の毛を梳かしメイクをする。

（それにしても、びっくりした！　まさか、沖田が私の誕生日を覚えてくれてるとは思わなかった……！）

　誕生日については、これまでに何度か仲間内で話したことがある。

　それはそうと、龍郎はさっき「お姫さまのようなひと時」と言った。ディナーに誘ってくれたということは、彼がそんな時間を過ごさせてくれるということだろうか？

　奈々が置いてくれたミモレ丈のワンピースに着替えながら、美久はだんだんと緊張が高まってくるのを感じている。

　龍郎は少々強面ではあるが、誰が見ても納得のイケメンだ。その上、今日の彼はいつもとは一味違うゴージャスな雰囲気を漂わせている。

（食事のマナーはともかく、私……大丈夫かな？）

　いつもどおりのメイクと梳いただけの髪の毛は、総レースのワンピースと若干不釣り合いだ。

　バッグと靴を合わせると多少は見栄えするが、如何せんそれを身に着けている美久自身にそれを着こなす力がない。

（仕方ない……。どうあがいても、私はこれ以上見栄えよくならないし）　

　人間、あきらめも肝心だ。

「おまたせ～。準備できたよ」

　美久が声をかけると、ほどなくして龍郎が部屋にやってきた。

「ワンピース、サイズ的にはピッタリ。だけど、私にはちょっとハードルが高すぎるかも」

「そんなことはない。ちょっと、いいか？」

　龍郎が美久の手を引き、椅子に座るよう促してくる。

「もう少しだけ、アイシャドウを濃くしよう。ちょっと目を閉じてもらってもいいか？」

　テーブルの上に並べたメイク用品から、龍郎がアイシャドウを手に取った。

「えっ……ああ、うん」

　美久が戸惑いつつも目を閉じると、目蓋の上をそっと指でなぞられた。強すぎず、弱すぎもしない指の感触に、自然と鼓動が速くなる。

　龍郎がすぐそばにいる気配がして、美久は息を潜めた。しかし、すぐに息苦しくなり、小さく深呼吸をする。目を開けるように言われ、そろそろと目蓋を上げて手鏡で自分の顔を確認した。

「わぁ、すごい！」

　鏡の中の自分は、今どきのメイクをしてかなり見栄えが良くなっている。髪の毛も緩いアップスタイルになっており、ワンピースとの相性もいい。

「気に入ったか？」

「もちろん！　沖田ってなんでもこなすとは思ってたけど、まさか女の人のヘアメイクまでできるとは思わなかった。っていうか、あんたって女性の扱いに慣れてるよね。前も、私の髪の毛をササっとポニーテールにしてくれたし」

「慣れているというか、姪っ子の相手をしているうちに覚えたんだ」

「姪っ子？」

　話を聞くと、龍郎が実家に顔を出すたびに、同居している姉夫婦の娘にままごと遊びを強要されるらしい。

「沖田が、ままごと遊びを？　意外過ぎ！　なんだか想像できないんですけど」

　美久が声を上げて笑うと、龍郎もつられ笑いをする。

「こう見えて、子供好きでね」

　龍郎曰く、姪っ子に頼まれて彼女の髪の毛をセットしたり、人形のヘアメイクをしたりするらしい。

「へえ……沖田ってモテるし、てっきり彼女に教わったんだと思った。あっ……そういえば、二人きりで食事とか、彼女が気を悪くしたりしないの？」

「心配しなくても、俺は今フリーだ」

「そうなの？　ふぅん……そうなんだ……」

「そうじゃなきゃ、八木にお姫さまのようなひと時を過ごそうなんて言わないよ」

「それもそうね。でも、沖田がフリーだとは思わなかったな。ちなみに、なんで？　あんたなら彼女くらいすぐにできるだろうに」

　美久が水を向けると、龍郎が少し躊躇したあとで口を開いた。

「正直、もう恋愛はこりごりでね」

「なにそれ」

　美久がわけを聞くと、どうやら彼は元カノ達に過剰に依存され、何をするにしても頼られすぎて女性と付き合うのが嫌になったようだ。

「それは、お気の毒さまだったわね。沖田……あんたって、案外見る目ないのね。ちなみに、付き合おうと思う判断基準ってなんなの？」

「特にないな」

「特にないって……。もしかして、付き合う時はいつも向こうから交際を申し込んでくる感じ？」

「そう言われれば、そうだな」

「うわぁ、これだからモテ男は！」

　美久が思ったとおり、龍郎の交際は全員女性側からの告白が付き合うきっかけだった。

「依存体質の女性って確かにいるし、沖田の見た目とか職業を聞くと、もともとはそうじゃなくても頼りたくなっちゃうんじゃない？」

「さあな……。別に頼るなと言ってるわけじゃないんだがな」

「男女の間って難しいわね。なぁんて、そう言えるほど恋愛経験積んでないけど」

　話しているうちに交代要員が来て、美久は龍郎とともにマンションの駐車場に向かった。車に近づくと、美久が手を伸ばす前に龍郎がさりげなく助手席のドアを開けてくれた。

　向かった先は閑静な住宅街の中にあるフレンチレストランで、完全予約制の店であるらしい。

　現地に到着し、シックな白壁の建物の中に入った。白大理石の廊下を案内され、ゆったりとした広さの個室に案内される。

　早速運ばれてきた、びっくりするほど柔らかな肉や旬の魚と野菜を使った料理は、到底一度では覚えられないような名前だ。

　どれもみな舌が蕩けるほど美味で、それに合わせたワインもびっくりするほど美味しかった。そのせいか、食べながらついついグラスを傾ける回数が多くなってしまう。

「ところで、さっき椅子の座面に置いていた雑誌……テレビ台の棚に置いてあったやつだろ？」

　いきなりそんな話題を持ち出され、美久は口の中にあるものを丸のみしてしまった。あわててワインで喉のつまりを解消し、咳払いをする。一気飲みをしたせいもあるのか、若干息遣いが荒くなった。

「き、気づいてたんだ？」

「棚の一番上にあった雑誌がなくなってたから、もしかして八木が持って行ったのかもしれない、とは思ってた。いったい、誰があんなもの持ち込んだんだか」

　龍郎が切り分けた白身魚を口に入れ、チラリと美久を見た。

「ちょっと！　もしかして私が持ち込んだと思ってる？　違うわよ！　あれは、奈々が置いたものなの。私への誕生日プレゼントなんだって」

　美久はあわてて弁明し、奈々とのやり取りの一部を龍郎に明かした。

「森田が？　それにしたって、なんでまたアダルト雑誌なんか」　

「私が最近、男枯れで潤いを失くしてるからだって。たまにはあんな雑誌を見て潤わなきゃ、女として枯れちゃうよって」

　それを隠し持っていたうしろめたさもあり、美久はつい奈々からのメッセージの内容を口にしてしまった。けれど、さすがに龍郎と一緒に見て、彼と勢いでセックスをしろという提案をされたことまでは口にできない。

「へえ……。男枯れ、か。女性は、あんな雑誌を見ると潤うのか？」

「し、知らないわよっ」

「部屋に持ち込んだってことは、もう見たんだろう？」

「見たけど……チラッとだけよ。そういう沖田も見たんでしょ？　見て、何か感じた？」

「まあね。ああいうのをまともに見たのは、大学生の時以来だな。たまに事件関係者の自宅で見かけることはあったけど」

「確かに、私も見かけたことある」

「だよな。ワイン、もう少し飲むか？」

　空っぽのグラスを持つ美久に、龍郎がそう訊ねてくる。

　普段なら断るべきところだが、今日は誕生日だ。それに、これほど雰囲気のいい店で、こんなにも美味しい料理を食べているのに、辞退するなんてありえない。

　おそらくもう二度とこんな機会に恵まれることはないだろうし、すべてをフルに満喫しなければもったいないような気がする。

「うん、じゃあいただこうかな」

　龍郎にワインを継ぎ足され、二杯目に口をつける。

　ワインをきっかけに話題が別の方向に流れ、美久は密かにホッと胸をなでおろした。

　その後も機嫌よく飲み進め、運ばれてくる料理を堪能する。

　それにしても、いい気分だ。心なしかいつにも増して饒舌になっている気がするが、誕生日なのだからちょっとくらい気持ちが浮ついても許されるだろう。

　てっきり例年どおりの侘しい一日を過ごすのだと思っていたのに、龍郎のおかげでこんなにも特別な時間を持つことができている。

　面と向かって言ったことはないが、彼は男性の同僚の中でもっとも信頼のおける人物だ。

　以前からそう思っていたが、少し前の美久は彼と顔を合わせれば何かしら突っかかるような言動を取っていた。

　今思えば、なぜそんなに彼に対して身構えていたのだろうと思うが、張り込みをきっかけに龍郎とじっくり話し合う機会を持ち、少しずつ彼に対する意識が変わってきたような気がする。

　龍郎は信頼がおけるだけでなく、頼れる男だ。彼なら、万が一飲み過ぎてしまっても、責任を持って最後まで面倒を見てくれるに違いなかった。

（なーんて、そんなふうにやたらと頼る女は嫌われちゃうよ）

　そう思うものの、別に龍郎と付き合っているわけでもないし、女性として認識してもらっているかどうかも疑問だ。

「ねえ……ひとつ聞いていい？」

「なんだ？」

「沖田って、私のこと女だと思ってないよね？　だから、もし私が酔っぱらってあんたに介抱されるようなことがあっても、距離を置かれるなんてこと、ないよね？」

　気がつけば、思ったことをそのまま口にしていた。美久の言葉を聞いて、龍郎がふっと笑い声を漏らす。

「俺は八木を女性だと認識している。だが、たとえ八木が酔って俺が介抱するようなことがあっても、距離を置いたりしない。そんなことを言うのは、俺の昔話を聞いたからだろうが、酔っぱらうのと男性に依存するのは、まったくの別物だ」

「そっか。……それもそうだよね。ふふっ」

　そんな質問をした自分が可笑しくなり、美久はワイングラスを片手にクスクスと笑った。

「私って、知ってのとおり女っぽくないし、今まで付き合った人とは、それが原因でフラれたって感じなの。そりゃそうよね……料理はできない、ガサツで掃除も下手となると、誰だって逃げ出すよね。オマケに、デートより勉強を優先してたし」

　美人とは言えなくても明るい性格のせいか、大学時代はそこそこ出会いはあった。

　誘われて参加した合コンや、たまたま出かけた先で会って意気投合した――などなど。

　付き合ったきっかけは様々だが、いずれも三か月と経たないうちに別れ話を切り出された。

　そんな別れを重ねるたびに、自分は女性として欠陥があるのではないかと思うようになり、三十歳になった今、それは確信になりつつある。

「警察官になった途端、出会いのチャンスがなくなって、それ以来ずっとひとりぼっち。職業が男性を遠ざけているのかと思ったりしたけど、奈々はさっさと職場結婚したし、ほかにもそんな同期はたくさんいる。なんで私には彼氏ができないんだろう……。たとえできたとしても、ロクでもないやつに引っかかるのが関の山かな」

『俺よりも、もっと美久に相応しい男がいるよ』

『俺達、友達に戻ったほうがいいと思うんだ』

　別れる時、元カレ達は美久にそんな綺麗ごとを並べ立てた。

　けれど、のちに彼ら全員に本命の彼女がおり、美久は単なるつまみ食いの相手だったことが判明する。

「私、中学生の時から警察官になるって決めてたの。だからってわけじゃないけど、フラれた原因が気になって、別れたあともこっそり元カレ達の動向を探ったりしてたの。そしたら、そろいもそろって嘘つきの浮気男ばっかりで。我ながら男運のなさに呆れちゃった」

　話しながら、いつのまにかグラスがまた空っぽになっていた。

「大丈夫か？」

　ワインボトルを持つ龍郎が、そう尋ねてくる。

　美久は頷いて、彼のほうにグラスを差し出した。

「今日は誕生日だもの。一年に一度くらい、少し酔っぱらってもいいよね？　それに、せっかくお姫さまみたいなひと時を過ごさせてもらってるんだもの」

「ただ、向かい合って食事をしてるだけだぞ」

「それだけで、十分。多少どころか、かなり気分いいし、まるで本物の彼氏とデートしてるみたいだなぁ……なぁんてね。住むところがなくなったっていうのに、私ったら能天気～」

　フワフワとした気分でしゃべり続け、気がつけばバースデイ仕様になっているデザートがテーブルに並んでいた。その美味しさに感激していると、龍郎がテーブルの向こうからいきなり手を握ってきた。

「な、何？　急にどうしたの」

　面食らう美久をよそに、龍郎がポケットから何かを取り出した。

「これ、誕生日プレゼントだ。たいして高いものじゃないから、遠慮なく受け取ってくれ」

「えっ……そんな……」

　龍郎が、美久の手首に細いシルバーのブレスレットをつけてくれた。正面からじっと見つめられ、ブレスレットをつけた手首をグッと掴まれる。

「お姫様のようなひと時の、オプションのひとつだ。もう箱も捨てたし、返品はできない。これはもう八木のものだし、ここは素直に受け取ってもらわなきゃ俺が困る」

　本当に困ったような顔をされ、美久は反射的に頷いて手首を握る彼の手に自分の掌を重ね合わせた。

「ありがとう。遠慮なくいただくね。……ふふっ……すっごく嬉しい。だって私、こんなふうに男の人からプレゼントをもらったの、はじめてだもの」

　元カレ達とは、クリスマスや美久の誕生日など、プレゼントを渡す時期になる前に別れた。

　よくよく考えてみれば、それは意図的なものだったのかもしれない。

　いや、きっとそうだし、そもそも彼等にとって美久は彼女ですらなかったのだ。

「おい、どうした？」

　龍郎が、ふいに空いているほうの手で美久の頬にそっと触れた。いったい何事かと思ったが、見ると頬に触れた彼の指先に水滴がついている。

「え？　あ……あれっ、私ったら……ちょっと飲み過ぎたかも――」

　いつの間にか涙を流していた自分自身に驚き、美久はあわてて頬を掌で拭い、ぎこちない笑い声を上げた。

「泣くのはストレス軽減のためにいいと言うし、たまにはいいんじゃないか？　生きていればいろいろなことが起こるし、いつも明るく元気でいられるわけじゃない」

　龍郎を見ると、目を細めながらにっこりと微笑みを浮かべている。言い方は多少ぶっきらぼうだが、きっとそれは彼なりの気遣いだろう。

　それにしても、強面なのにこれほど優しい笑い方をするなんて……。

　美久が彼の笑顔に視線を釘づけにされていると、龍郎がゆっくりと腰を上げた。

「さあ、そろそろ行くか」

「うん。何もかも、すごく美味しかった。ごちそうさまでした」

　美久が龍郎に続いて席を立とうとすると、彼が背後に来て椅子を引いてくれた。

「喜んでくれたみたいでよかった。思い切って誘った甲斐があったよ」

「お、思い切って……？」

　小さく呟きながらバッグを持ち、今一度龍郎の顔を見る。

　美久の声が聞こえたのかどうか定かではないが、彼は素知らぬ顔で美久に腕を差し出してきた。

　龍郎にエスコートされ、個室を出て駐車場に向かう。

　職場では見たことがない龍郎の別の顔を次々に見せられ、美久は自分の胸がこれまでにないほどときめいているのに気づいた。

　ドキドキする胸をブレスレットをつけた方の手で押さえつつ、彼と並んで車の前で立ち止まった。そして、来る時と同様、龍郎にドアを開けてもらって助手席に座る。

「沖田、今日は本当にありがとう」

　美久は改めて彼に礼を言い、丁寧に頭を下げた。

「どういたしまして。普段身を粉にして頑張ってるんだから、これくらいのご褒美があってもいいはずだからな」

　時刻は午後八時。

　本来なら速やかに帰るべきなのだろうが、妙に名残惜しい。それに、帰るといっても張り込みをしている部屋だ。

　正直、まだ帰りたくない。

　だが、ただの同僚相手にそんなことを言えるはずもなく、美久はただ黙ったまま正面を見つめ続けた。

「まだ帰るには早いな。八木さえよかったら、これからドライブに行かないか？」

「えっ、いいの？」

　美久が前のめりになって訊ねると、龍郎がにこやかに頷く。

「もちろん。まだ誕生日は終わってないしな。どこか行きたいところはあるか？」

「じゃあ、夜景が綺麗に見えるところ」

「了解。とびきりの夜景を見せてやるよ」

　お腹はいっぱいだし、何年かぶりに一人ぼっちではない誕生日を過ごせている。すごく気分がいいし、気持ちだけは本物のお姫さまだ。

　車が走り出し、美久は外の景色を眺めながら、ゆったりとシートに身を預けた。流れゆく街並みが、いつもとは違って見える。

「子供の頃は、家族みんなの誕生日を全員で祝ったなぁ。だけど、大学進学を機に家を出て、誕生日を一緒に祝うこともなくなっちゃって」

「俺もそうだ。八木は下に弟がいるんだよな？」

「そうよ。沖田は一人っ子だよね」

　龍郎が頷き、しばらくの間それぞれの家族について話をする。

　龍郎の父親は国家公務員で、現在は最高裁判事として妻とともに大阪に住んでいるらしい。

「沖田って、キャリア組の純血種って感じ。私とは生まれも育ちも違うし、きっと一生かかわることのない人種だと思ってた。だけど、こうしてじっくり話してみると、案外同じ人間なんだなって思ったりして……」

「同じ人間だし、何ら変わりはない。座右の銘も好きなテレビ時代劇も同じだし、むしろ共通点のほうが多いんじゃないかな」

　龍郎の運転は丁寧且つスマートで、カーステレオからは静かなクラシック音楽が流れている。

　美久は車には詳しくないが、乗り心地からしてかなりの高級車に違いない。ものすごく心地いいし、自然と口元が緩む。

「沖田、今日は本当にありがとう。あんたって顔は強面だけど、本当はものすごく優しい人だったんだね。今日は私にとって、人生最高の誕生日かも」

　美久が言うと、龍郎がハンドルを握りながら顔を綻ばせた。

「ずいぶん大袈裟だな。これくらい何でもない」

「沖田にとっては日常的なことでも、私にとってはまさにお姫様みたいなひと時だったんだもの。ねえ、あんたの誕生日って、いつ？」

「十二月五日」

「ええ……もう過ぎちゃってるじゃないの。何かお礼したいと思ったのに……」

「お礼なんていいよ。激務の合間の、ちょっとした息抜きだったと思って気にするな」

「じゃあ、もうじきバレンタインだし、チョコとか……」

「儀礼的なものは、いらないよ。どうしてもと言うなら、八木の身体でお礼をしてもらおうかな」

「あははっ。沖田がいいなら、そうしてもいいよ」

　ほんの数秒間の間に、テンポよくなされた会話だ。

　身体でお礼――ということは、つまり彼に身体を提供する――ズバリ言えば彼とセックスをするという意味にほかならない。

　彼らしからぬ下ネタであり、受け取り方によってはセクハラ発言だ。

　だが、少々行き過ぎた感はあるものの、お互い冗談だとわかっている。

　別に気にするようなことではないし、それが証拠に龍郎はさっきまでと変わらない表情で運転を続けている。

　流れる音楽を聴いているうちに、だんだんと目蓋が重くなってきた。せっかくの時間なのに、ここで寝るわけにはいかない。

　美久は、必死になって目を開けていようとした。しかし、こっそり太ももをつねっているのを龍郎に見咎められてしまう。

「眠いんだろ？　着いたら起こすから、寝てもいいぞ」

　低い声でそう言われ、一気に気が緩んだ。

「いいの？」

「いいよ。言っただろう？　八木は人に気を遣い過ぎだ。少なくとも俺にはもう遠慮なんかしなくていい」

「じゃ、ちょっとだけ……」

　心地よい車の振動を感じながら、美久は目を閉じてシートの背もたれにもたれかかった。

　すぐにやって来た睡魔に捕らわれ、吸い込まれるように眠りの中に落ちていく。




　気がつけば、身も心も幼い頃に感じたような、ゆったりとした安心感に包み込まれていた。

「――八木、そろそろ起きるか？」

　そっと身体を揺すられるのを感じて、美久は瞬時に眠りから覚めた。そして、すぐさま橋本宅のベランダを監視すべく、カッと目を見開いて身を乗り出す。

　しかし、見えてきたのは絶景と呼ぶにふさわしいほど煌びやかな夜景だ。張り込みをしている場所から見えるはずのない景色を目前にして、美久は素早く目を瞬かせる。

　そして、まだ寝ぼけているに違いないと判断し、自分の頬を掌で叩こうとした。

「えっ？」

　思うように身動きが取れないと気づくと同時に、自分が今ソファに腰かけている龍郎の腕の中で横抱きの状態になっていることがわかった。驚いて咄嗟にもがこうとするも、彼の力強い腕に押さえ込まれて身じろぎをしただけに終わる。

「頼むから、むやみに暴れないでくれ」

　先んじてそう言われ、美久は再度もがこうとするのを止めた。

「それに、まだ日付は変わっていないし、今は勤務時間外だ。緊急呼び出しもかかっていないし、非番の時はゆっくりと心身を休めるべきだ。そうだろう？」

　囁くようにそう言われ、美久は黙ったまま頷いた。別に操られているわけでもないが、身体から警察官としての緊張が解けていくのがわかった。

「そ……それはそうだけど、ここどこ？　何でこんな格好になってるのよ」

「忘れたのか？　八木は夜景が見たいと言った。だから俺は、八木をここに連れてきたんだ。ここは俺が住んでいるマンションで、俺の知る限り都内で一番の夜景が見えるところだ」

　美久は、可能な限り頭を巡らせて部屋の中を見渡してみた。

「確かに夜景は綺麗だし、ここが沖田の住まいだってこともわかった。だけど――」

「なんで、八木が俺の腕の中に抱かれているのか、って？　それは、八木があんまり気持ちよさそうに眠っているから、もう少し寝かせておこうと思ったからだ。だから、八木を助手席から抱き上げて、苦労してここまで連れてきたってわけだ」

「そ……そうなんだ」

　やろうと思えば、怒鳴ったり暴れたりできなくはない。

　けれど、今の体勢がどうしようもなく心地よくて、そうする気になれないのだ。

「沖田、こんなところに住んでたんだね。さすが――」

「キャリア組、か？　おまえってやつは、ふた言目には『キャリア組』だな」

　言われるまでもなく、その言葉は龍郎に対しての口癖のようになっている。

「ごめん、つい……。それって、ノンキャリアのひがみに聞こえるよね。ううん、実際にそうだし、自分が必要以上に沖田に突っかかってるって自覚もある。だけど、面と向かって話してると、どうしてもそうなっちゃうというか……。なんでだろうね」

　美久がそう言うと、龍郎が何かしら思い出したようにふっと笑い声を漏らした。

「少し前に、今八木が言ったようなことについて森田と話す機会があったんだが、彼女曰く、それは八木が俺のことを意識してるからだって言ってたよ」

　そう話す龍郎の顔が、心なしかさっきよりも近くなったような気がする。

　美久はゴクリと唾を飲み込み、頬を引きつらせた。

「は？　意識って……私が沖田のことを、どう意識してるって言うのよ。な、奈々ったら何を意味不明なこと言ってるの？　ははっ……」

　笑い飛ばそうとしてみるも、うまくそうできなかった。

「俺もそれを、森田に聞いてみたんだ。そうしたら、小、中学生の女子が、好きな男子を意識するあまり意地悪を言ったりするのと同じ心理だと思う――だそうだ」

　彼が奈々と話したのは、橋本の張り込みの件で彼女がいる部署を訪ねた時だったらしい。それで、仕事の話の合間に、そんな話題が出たのだ、と。

「それについて、八木自身はどう思う？　実際にそうなのか、そうでないのか……。その答え次第で、今後の展開が変わってくるんだが」

「こ、今後の……展開？」

　龍郎がゆっくりと頷き、さらに顔を近づけてきた。

「そうだ。で、どうなんだ？」

　まるで尋問だ。けれど、口調に厳しさはなく、むしろ甘い。

「そんなふうに考えたことがないから、よくわからない。……でも、沖田以外には突っかかったことってないかも……」

　答える声が、だんだんと小さくなる。

　それと同時に、なぜかもじもじしてしまい、瞬きの回数が多くなった。

「わからない、か。なんにしても、八木は俺にだけ突っかかるんだな。へえ……」

　龍郎の顔に、ゆったりとした笑みが浮かぶ。

　美久は心の中を見透かされたような気分になる。だが、なぜかそれが嫌じゃない。

　それどころか、もっと彼に胸の内を暴いてほしいとすら思ってしまっている。

「八木、ここに来る時に車の中で言ったことを覚えてるか？」

「えっと……どれのこと？」

「八木が俺に何かお礼したいと言った件だ。忘れたとは言わせないぞ」

　忘れていないし、忘れるはずがない。

　しかし、てっきり冗談だと思っていたが、そうじゃなかったのだろうか？

「ひっ……」

　美久を抱く龍郎の腕に、グッと力が入った。身体がいっそう彼に近づき、今にも鼻先が触れ合いそうになっている。

「言っておくが、冗談だ――というのもナシだ。さあ、どうだ？　八木は俺のことを少しでも男として意識しているのか、いないのか」

　間近でじっと見据えられ、ハッとして息を呑む。

　龍郎が美男であることは、十分知っているつもりだった。だが、彼の逞しい腕に抱かれ見つめられている今、彼から発せられる圧倒的なオーラに屈服せざるを得なくなっている。

「してる……。しないわけないでしょ。……ちょっと前までは、それに気づいていなかったけど、一緒に張り込みをするようになって、そうだってことに気づいたの！　これでいい？」

　半ば投げやりにそう言い切ると、美久は顎を引いてできる限り龍郎から顔を背けた。

　窓から見える景色が、自分が発する熱で若干ぼやけて見える。

　そんなはずはないとばかりに目を凝らすも、耳の奥から聞こえてくる心臓の音がうるさすぎて集中できない。

「なるほど。じゃあ、せっかくだから、さっき八木が言ってくれたとおり身体でお礼をしてもらおうかな」

「ちょっ……お、沖田――」

　龍郎が美久を抱いたまま立ち上がり、部屋を出て廊下の奥に向かって歩いていく。

「ど、どこに行くの？」

「ベッドルームだ。ソファで夜景を見ながらでもいいが、ベッドからでも夜景は見えるし、そのほうがゆっくりできるだろう？」

「ベ、ベ……ベッド……!?」

　大股で廊下を歩く龍郎に抱かれたまま、突き当たりの部屋に入った。彼の言ったとおり、大きな窓からはさっきとは違う角度からの夜景が見える。

　お姫様みたいなひと時を過ごさせてくれたお礼に、何かお礼したいと言ったのは本当だ。

　そして、龍郎がいいなら、自分の身体でお礼をすると言ったのも確かだ。

　しかし、まさか本気にしているとは思わなかったし、彼ほどの男がどうして同僚に手を出したりしようと思ったのか――。

「ねえ、本気なの？　あ、もしかして私があんなことを言ったから、そうしなきゃ悪いとか思ってる？　もしそうなら、無理しなくていいって！　沖田ほどの男が私相手に何をしようって言うの――わっ！」

　抱かれたまま龍郎とともにベッドに倒れ込み、あおむけの状態で彼と見つめ合った。

「無理なんかしてない。八木……俺は今、猛烈に八木を抱きたいと思っている」

　自然と押し付けられた彼の身体の一部が、ちょうど美久の太ももの間に当たっている。

　それは硬く勃起しており、龍郎が今言ったことが事実だと証明しているかのようだ。

「でも……何で？」

　美久が震える声でそう訊ねると、龍郎がやや考え込むような表情を浮かべた。

「理由はひとつじゃない。直近のもので言えば、もりもり食べる姿とか、ちょっとしたことに照れた時の顔とか……。あとは、男運がないと嘆いた時の様子とか、いきなり涙を流したり無理に笑ったりするのを目の当たりにして、どうしようもなく心が揺さぶられた。つまり、俺は八木が好きだってことだ。わかったか？　じゃ、もうキス、するぞ」

「す、好きって……んっ……んん……」

　有無を言わさずキスをされ、舌先で唇の隙間をこじ開けられた。いつになく強引な口調と態度に、呆気なく足をすくわれた感じだ。

　たちまち身体中の血が熱く沸き、絡んだ舌が甘くとろける。

　美久は押し付けられる彼の身体に反応して、わなわなと唇を震わせた。吐く息が途切れ途切れになり、閉じていた膝がじわじわと開き始める。

「服、脱がしていいか？」

　龍郎の唇が美久の耳元に移った。そして、熱くなった耳朶に軽く噛みついてくる。

　美久は息を荒くしながら頷き、彼の手の動きに従って背中や腰を浮かせた。

　いったい、どうしてこんなことになっているのだろう？

　そう思うも、今はもう脳味噌が龍郎と交わることでいっぱいで、何も考えられなくなっているみたいだ。　

「思っていた以上に、色が白いんだな。……すごく綺麗だ」

「あぁんっ！　あ、あんっ……！」

　胸の先をチュッと吸われ、自分でもびっくりするくらい甘い嬌声を上げる。

　当然ながらセックスは、はじめてではない。けれど、こんなにも胸が高鳴り、身体の細部まで熱くなることなどなかった。

「今の……好き。すごく、気持ちいい……」

　口を突いて出た言葉が、やけに煽情的に聞こえる。

　美久は、うっとりと目を閉じて小さく喘いだ。

「そうか。じゃあ、もっと気持ちよくしてやらないとな」

　龍郎はそう呟くと、美久の左胸の乳嘴を咥え、そっと甘噛みしてきた。

　途端に得も言われぬ快楽が背中を走り抜け、上体がベッドから浮き上がる。気がつけば二人とも全裸になっており、美久は閉じていた目を見開いて彼の身体に視線を走らせた。

　鍛えているのは知っていたし、スーツの上から見ても龍郎が人一倍逞しい身体つきをしているのはわかっていた。

　だが、そのしなやかさまでは想像できていなかったし、実際に目の当たりにする彼の裸体はまるで彫刻のように均整がとれている。

「ぁあんっ……！　あ……ん、ぁっ……や……沖田……」

　胸の先を口で愛撫されている間に、龍郎の手が美久の両膝をそっと押し広げた。

　ふと、今何時なのか気になり、龍郎に訊ねると午後十一時半を少し回ったところだった。

「時間、気になるのか？」

　優しい声でそう聞かれて、美久は曖昧に首を横に振った。

「ううん。ただ、どうせなら誕生日が終わるまでに沖田とひとつになりたいなって思って……」

　言いながら、急にそれまでどこかに置き忘れていた羞恥心が頭をもたげた。

　龍郎ほどのビジュアルと高い学力を持つ男が、今現在自分のような平凡極まりない女を相手していること自体奇跡だ。

　それなのに、同僚だという気安さと彼の優しさにほだされ、つい調子に乗って図々しいことを口にしてしまった。

「……な、なぁんて、今のは聞かなかったことにして！　ほんと、私ったら何を言ってんだろうね。やっぱりお酒飲んでペラペラ喋るとロクなことない――ああんっ！」

　話している最中に、龍郎の指が美久の秘裂を左右に割った。恥じらう暇もなく、そこをクチュクチュと指で捏ねられ、あられもない声を上げる。

「俺もちょうどそう思っていたところだ。気が合うな、俺達」

　美久の戸惑いをさらりと受け流すと、龍郎がそっと唇を合わせてくる。さすがモテ男だ。

　女性の扱いに慣れているのがわかるし、キスと少しの愛撫だけで身体の奥がジィンと痺れてきた。

「八木がほしい……。八木のぜんぶを、俺にくれないか？」

　秘部を指で愛でながら唇の先を甘噛みされ、意識が朦朧としてきた。

　美久は愛撫の心地よさにほだされ、何度となく首を縦に振りながら荒い息をはき続ける。

「それと、せっかくだからお互いに下の名前で呼び合うことにしないか？　そのほうが気持ち的にも距離が近くなるだろう？　……どう思う？　美久」

「ぁんっ！　あっ……ぁ……」

　下の名前で呼ばれた途端、身体がビリビリと震えるほどの快楽に全身を包み込まれた。それもそのはずで、秘裂を愛撫する彼の指が、いつの間にか蜜窟の中を少しだけ抉っている。

「美久……俺の名前、呼んでくれるか？」

　唇の内側を舌でなぞられ、甘やかな戦慄が全身を襲う。

　まるではじめて男性に身体を開いているかのような気分になり、美久は恥じらいつつも龍郎と視線を合わせた。

「た、龍郎っ……たつ……ぁあんっ！」

　彼が言ったとおり、呼び方を変えるだけで心臓が跳ね呼吸が速くなった。

　蜜窟の入口がキュッと窄まり、龍郎の指を締めつけているのがわかる。それを恥ずかしく思うも、どうしようもなく感じてしまう。

　美久が恍惚とした表情を浮かべるのを見て、龍郎が指をゆっくりと動かし始めた。だんだんと速くなっていくにつれて、グチュグチュといやらしい水音が立ち、淫らな気持ちがいっそう高まっていく。

「龍郎……。ぁんっ……あああんっ！」

　もう何年も性的な刺激を受けないまま放置されていたそこが、しとどに濡れながらヒクヒクと痙攣する。

　指で内壁を捏ねられ、美久はつま先でシーツを掴み、唇を噛みしめながら悶えた。

「色っぽいな」

　龍郎が呟き、美久の首筋に舌を這わせた。そこに何度となくキスをされ、時折強く吸われるたびに快楽が全身を襲う。

「ぁ、ふ……あっ、あっ……！」

　美久が身を捩り声を上げれば上げるほど、龍郎の指の動きが速くなっていく。久しぶりに味わう性的な興奮のせいで、理性がどこかに吹き飛んでしまったみたいになる。

　見つめてくる瞳に煽られ、美久は龍郎を見つめ返しながら、自らの乳房を揉みしだいた。それを見た龍郎が、ニッと微笑んで唇にキスをしてくる。

「美久は俺が思っていた以上に色っぽくて、淫らな女だったんだな」

「そ……そんなことっ……あぁんっ！」

　彼の空いている指が秘裂を捏ね、突起した花芽をコリコリと嬲り始めた。

　それがたまらなく気持ちいい。

　けれど、強すぎる快楽のせいで、何も考えられなくなってしまう。

「ひぁっ……！　た……龍郎……ダメッ……。そこ……そんなふうに弄っちゃ、いやぁっ……」

　脳天を貫くような快楽を感じて、美久はベッドから腰を浮かせながら喘いだ。

　途切れ途切れの嬌声が、我ながらいやらしすぎる。

「ふぅん……こんなに濡れてるのに？　本当は、もっと弄って気持ちよくしてほしいんじゃないのか？」

　取り調べの口調でそう言われ、嗜虐的な目で見つめられる。

　蜜にまみれた花芽を指先で摘ままれ、先端をしごくように弄られて、背中が弓のようにしなった。

「ああああっ！　あっ……あああんっ！」

「いい声だな」

　龍郎に耳朶を甘噛みされ、ゾクゾクするような悦楽が花芽の先から全身に広がっていく。

　もっと刺激がほしくなり、美久は無意識に彼の手に自分の秘部を擦りつけた。

「ふむ……やっぱり、嘘だったみたいだな。中が俺の指を舐めるようにうねってるぞ」

「やっ……ん、んんっ……」

　微笑んだ唇でキスをされ、舌を絡め合いながら視線を合わせる。

　今の龍郎は、職務に就いている時とはまるで違う。野獣のような獰猛さが宿る瞳に魅入られ、美久は我もなく掠れた声で彼の名を呼んだ。

　それに応えるように、龍郎が美久の唇に深いキスを仕掛けてくる。

「俺が、美久の元カレ達の記憶を洗い流してやる。とことん上書きして、美久の身体に俺との記憶を刻み込んで一生忘れられなくしてやるよ」

　龍郎が避妊具の箱をどこからか取り出し、美久の目の前で開封する。そして、その内のひとつを取り出し、封を切って空き袋をベッドの外に放り投げた。

　几帳面で綺麗好きの彼らしからぬことをするのを見て、美久は今が非日常なのだと実感する。

　ここなら、張り込み場と違って、裸でうろついても誰も見咎めない。

　セキュリティがしっかりしているから、いきなり見知らぬ人が玄関先までやってきたり、出るまでドアをノックされたりする心配もない。

「うん。龍郎で、ぜんぶ上書きして……。龍郎のこと、忘れられなくしてほしい」

　自分でも不思議に思うくらい、すらすらとそんな言葉を口にしていた。

　しかも、決して無理をしているわけではなく、自然とそうできている。思い返してみるに、ベッドでこれほど思いのままに感じたり話したりできるのは、はじめてのことだ。

「ああ、今すぐにそうしてやる」

　そう言うなり、龍郎が自分のものを美久の蜜窟の中に滑り込ませてきた。彼の表情が歪み、頬がピクリと痙攣する。

「ああああっ！　あああ……龍郎……龍郎っ……」

　思いのほか硬く太い屹立が、美久の長い間閉じたままになっていた隘路に分け入ってくる。

　暴かれる快感に囚われた美久は、夢中になって龍郎の背中にしがみついた。

「美久っ……」

　龍郎が呟き、何かを我慢しているような切なげな顔で美久をじっと見つめる。直後、甘い口づけが美久の唇にもたらされ、その表情が愉悦によるものだとわかった。

　男性がこれほど官能的な顔をするなんて……。

　美久は彼の唇にキスを返し、自分から舌を絡みつかせた。そして、本能のままに彼の舌を吸い、腰をくねらせて甘えた声を上げる。

「龍郎……もっとして。もっと奥まで……。もっとずっと奥まで挿れて……お願い……」

　胸が痛くなるほどの感情に突き動かされ、今まで言ったことのない言葉が自然と唇から零れた。

　はしたないと思う気持ちはあるが、それすらも性欲を掻き立てるスパイスになっているみたいだ。

「いいよ」

　龍郎はそう言うと、美久の脚を腕に抱え込み、屹立に穿たれたままの秘部を上向かせた。そして、蜜窟の浅いところまで屹立を引き抜いて、美久の顔を上から見下ろしてくる。

「……ねえ、早く。……もっと強く突いて。お願い――あああああっ！」

　話している途中で腰をズン、と前に進められ、硬く丸みのある切っ先で最奥を突かれる。

　刹那、目の前がまばゆい光でいっぱいになり、身体がどこかに飛んでいきそうになった。それからすぐに蜜窟の入口まで屹立が引き抜かれ、再度奥まで突き戻される。

「美久……美久……」

　名前を呼ばれながら何度となくそうされて、美久は全力で龍郎の動きに追いすがった。

　振り落とされまいとして脚を彼の腰に絡めると、挿入がより深くなりそれまでとは別の角度から奥を突かれる格好になる。

「ゃああああんっ！　あんっ！　あ、あっ……！」

　強すぎる快楽が美久を襲い、瞬時にギリギリまで昇り詰めた。
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「あっ……ぁ……」

　叫ぶ自分の声が、だんだんと遠のいていく。

　龍郎に名前を呼ばれたような気がするが、それに応える余裕もなく、美久は彼の腕の中でぐったりと力尽きてしまうのだった。




　昨日の月曜日、美久は思いがけず龍郎のマンションで彼とともに夜を過ごした。

　誕生日を祝われてついワインが進み、そして図らずも彼と男女の関係になってしまった。

　それは紛れもない事実であり、美久はそんな現実を前に張り込み中のマンションの八帖間で、頭を抱えている。

（どうしよう～！　まさかこんなことになるなんて思ってもみなかったのに……）

　普段、めったに悩むことがない美久だが、こればかりはあっけらかんとはしていられない。

　どうにかうまく事の収拾をはからなければ……。

　そう思うものの、何をどうしていいかすらわからずにいる。

（今後どんな顔をして龍郎と同じ職場で仕事すればいいの？　何とか、なかったことにできないかな？）

　今朝、美久は先に起きていた龍郎と顔を合わせるなり、逃げるようにマンションをあとにして、ここに逃げ帰ってきた。

　そして、張り込んでいた交代要員の同僚に予定よりもかなり早く交代を申し出て、今こうして橋本の動向を窺うべく彼のマンションのベランダに目を凝らしている。

　ベッドで目を覚ました時、美久は瞬時に昨夜起きたことを思い出して愕然とした。

　呼び止める龍郎の声を振り切ってマンションを出たのは、そうすることしかできなかったからだ。

　ワインを飲んで、酔っていた。

　だが、泥酔していたわけではないし、二人がどんな会話をしたのかもちゃんと覚えている。

　それだけに、恥ずかしくて仕方がない。

　ただ勢いで身体を重ねたのなら、まだ救いがある。

　しかし、それに当てはめるには、昨夜ベッドで過ごした時間はあまりにも官能的過ぎた。

『もっとずっと奥まで挿れて……お願い……」

『ねえ、早く。……もっと強く突いて。お願い――』

　自分が言った言葉が、何度となく頭の中に思い浮かんでくる。

　身体には、まだ抱かれた時の余韻が残っているし、龍郎がそう宣言したとおり元カレ達の記憶は彼によってすっかり洗い流されていた。それだけではなく、身体には龍郎とのセックスの記憶がしっかりと刻み込まれている。

『一生忘れられなくしてやるよ』

　そう言った時の龍郎は今思い出しても震えるほどセクシーで、職場での彼からは想像もつかないほどエロティックだった。

　それだけに、よけい記憶に残り、ややもすれば身体のあちこちが疼いてくる。

（今は仕事中でしょ！　美久、しっかりして！）

　美久は、両手で自分の頬をパンと叩いた。

　ただでさえ長時間にわたる張り込みは、体力同様集中力が必要だ。たとえプライベートで何かしらの問題を抱えていたとしても、警察官として職務を全うすることのみを考えなければならない。

　どうせ一人で思い悩んでいても埒が明かないし、今夜にでも奈々に相談してみようと決めて橋本宅のベランダを凝視した。

　幸い、龍郎は今日かねてからの予定通り年休をとっており、現場を離れている。

　予定どおりなら、次に龍郎とここで顔を合わせるのは明日の朝だ。それまでに、今後彼とどういうふうにかかわっていくのか考えておかなければならない。




　その日の夜、美久は食事がてら張り込み場の近くにあるファミリーレストランで奈々と待ち合わせをした。

　目的は、むろん奈々に龍郎とのことを相談するためであり、彼女はそうと知ってわざわざここまで出向いてくれたのだ。

　タイミングよく空いた窓際の席に陣取り、美久はハンバーグを口に運びながら、龍郎とベッドインした事実をかいつまんで話した。

「ほんとに？　本当に沖田とやっちゃったの？」

　奈々がテーブルの向こうから身を乗り出さんばかりにして、そう訊ねてくる。

「本当に、やっちゃった。私ったら、どうして――」

　話している間に、奈々が美久の座っている席の隣に移動してきた。彼女は目をキラキラとさせながら、美久の肩を掌で掴んだ。

「おめでとう、美久～！　よかったじゃないの～！」

　周りに聞こえるほどの大声でそう言われ、美久はあわてて奈々の口を塞いだ。

「ちょっ……奈々ったら、声が大きいっ」

「ごめ～ん。でも、本当によかったぁ。テレビ台の棚にアダルトな雑誌を仕込んだ甲斐があったってもんだわ。ああいう雑誌に載ってる写真って、男の人を煽るポーズの勉強になるよね～。雑誌、見てくれたんでしょう？　少しは役に立った？」

「えっ……そ、それは……」

　セックスの最中は気づかなかったが、言われてみれば気づかないうちに掲載写真と同じようなポーズを取り、淫らなしぐさをしていたことに気づいた。　

　美久が顔を赤くしたのに気づいた奈々が、ニンマリと微笑んで肘で腕をつついてくる。

「かなり役に立ったみたいねぇ。それでいいのよ～！」

　奈々が嬉しそうに頷き、いっそう美久のほうに身を寄せてくる。

「反目し合ってた二人が、張り込みをきっかけに結ばれる……。まるで恋愛ドラマみたいな展開だね。で、沖田とは今後恋人として付き合っていくってことでＯＫ？　明日また顔を合わせるんだよね？　ダメだよぉ、張り込み場でエッチなことしちゃ」

　奈々がそう言いながら、意味ありげな目つきで含み笑いをする。

「なっ……そ、そんなことするわけないでしょ！　そ、それに、私と沖田は別にそんな感じじゃないし」

「そんな感じじゃないって、どういうこと？　エッチしたんだから、お互いに責任もって付き合わなきゃ。沖田だってそのつもりだと思うよ」

「まさか！　あれは弾みでそうなっただけ！　あくまでもお酒の勢いでそうなっただけだし、沖田だって私と本気で付き合おうとか思ってないと思うし――」

「いや、俺は本気だ」

　突然背後から龍郎の声が聞こえてきて、美久は驚いて身体ごとうしろを振り返った。そこには、龍郎が美久を見下ろしながら仁王立ちになっている。

「な、なんでいるの？　こっち来るのは明日の朝だったんじゃ……」

「そうだけど、気になって居ても立ってもいられなくなってね」

　龍郎がテーブルの向こうに腰かけ、美久と正面から対峙する。

　彼曰く、張り込み場に向かおうとして店の前を通りかかったところ、窓際に二人が座っているのを見つけて足を止めた。

　そして、店内に入ってきて二人の背後に立ったところ、聞き捨てならない会話の内容が聞こえたのだ、と。

「言っておくが、俺は弾みで美久とそういう関係になったわけじゃない。そっちはともかく、俺は酒を一滴も飲んでいなかったし、本気で美久と付き合うつもりだ」

　じっと目を見つめられながらそう断言されて、美久はひどく動揺して言葉に詰まった。

「ほらね。じゃあ、私はもう帰るから、あとはお二人でごゆっくり～」

「ちょっ……奈々っ！」

　引き留める暇があればこそすれ、彼女はにっこりと笑いながら席を立ち、足早に店の入口に向かって歩み去った。

　龍郎と二人きりになり、美久は動揺を隠せないまま席に座り続ける。ウェイトレスがやってきて、龍郎の前にメニューを置いた。

　彼はアイスコーヒーとメロンパフェを頼み、視線をすぐに美久に戻した。ウェイトレスが空になった皿を持ち去り、厨房に帰っていく。

　龍郎に無言で見つめられ、よけい気づまりになる。何か言おうにも、いつウェイトレスが注文の品を持ってくるかわからないから、どうにも落ち着かない。結局テーブルにアイスコーヒーとメロンパフェが並んでから、龍郎が先に口を開いた。

「デザート、よかったらどうぞ」

　透明のグラスにカットメロンがたくさん載せてあるパフェは、いかにも美味しそうだ。

　美久は礼を言ってそれを貰い、しばらくの間それを食べることに集中した。相変わらず気づまりではあるが、パフェの美味しさに思わず頬が緩む。

「ふっ……美久は本当に美味しそうに食べるよな」

「だって、美味しいんだもの」

　笑われたのをきっかけに、いくぶん場が和み話しやすくなった。何をどう言おうかと考えあぐねていると、龍郎がフォークを持つ美久の手を掴み自分のほうに引き寄せてくる。

「さっきの話だが、美久が俺とセックスをしたのは、ただの弾みか？　酒が入っていなかったら、ああはならなかった？」

「えっ……ちょっと、龍郎ったらこんなところで……」

　店内には家族連れが大勢いるし、互いの話し声など聞き耳を立てなければ聞こえない。けれど、万が一聞かれたらと思うと、気が気ではなかった。

「人に聞かれたくなかったら、すぐに答えてくれ。もう一度聞く。美久が俺とセッ――」

「付き合うなんて、無理！　だって、うまく行くはずないじゃない。私と龍郎とじゃ、生まれも育った環境も違うんだよ？　そもそも龍郎みたいなエリートが、どうして私みたいな女を相手にするの？　もの珍しさ？　だとしたら、すぐに飽きてポイ捨てするに決まってるし」

　頭の中に元カレ達との苦い思い出が蘇った。どうせ捨てられるなら、はじめから付き合わない方がいいに決まっている。

　過去の恋愛を引きずり過ぎているのかもしれないが、もう辛い思いをするのはごめんだ。

　そんな胸の内を察したのか、龍郎が美久の手をいっそう強く握ってきた。

「俺は、ぜったいに美久を裏切ったり悲しませたりしない。そう約束するし、俺が嘘をつくような男じゃないことは、美久も知っているはずだ」

　確かに、彼の言うとおりだ。

　少し前まで決して仲が良かったとは言えなかったが、龍郎は誠実な人であり、無用な嘘をつくような男ではない。

　二人の格差はさておき、元カレ達と同列に並べること自体間違っている。

「それに、八木はもう俺のものだ。八木のぜんぶを俺にくれと言った時、何度も頷いてくれただろう？」

　あの時は、彼の愛撫に夢中になってすっかり我を忘れていた。けれど、龍郎にそう言われて頷いたことは、はっきりと覚えている。

「うん……」

　美久が小さく首を縦に振ると、龍郎が嬉しそうに口元を綻ばせた。

「そうか。じゃあ、お互いに納得だな。俺と同じで、美久も嘘をつくような女ではないはずだ。それに、一度もらったものは返せないし、もらったからには責任を持って恋人として美久と付き合わせてもらう」

　握られた手をさらに引き寄せられ、フォークに刺さっていたメロンが龍郎の口の中に入る。

「あっ」

　思わず声が出たのは、メロンを取られたことよりも、またしても間接キスをしてしまったからだ。美久の心を見透かした様子の龍郎が、新たにフォークに刺したメロンを美久に食べさせてくれた。

　フォークを返され、美久は顔を赤くしながら黙々とパフェを口に運ぶ。

（恋人……。私と龍郎、本当に付き合うことになったの？）

　チラリと前を見ると、龍郎が満足そうな顔でこちらを見ている。

　正直、もう味なんてわからない。

　これから自分達は、どうなっていくのだろう？

　期待と不安がない交ぜになった気持ちを抱きながら、美久は最後まで残しておいたメロンを口いっぱいに頬張るのだった。




　　　　　◇　◇　◇




　龍郎が美久と恋人として付き合うことになってから、今日で一週間が経過した。

　平日の朝である今、龍郎は自宅マンションで出勤の準備中だ。

（美久、もうとっくに起きて朝食を食べている頃だろうな）

　メニューは十中八九、コンビニエンスストアで買った菓子パンで、飲み物はおそらく最近ハマっていると言っていたイチゴオレだ。

　一緒に張り込みをしている時は、美久も一緒に龍郎が作った料理を食べている。しかし、それ以外の時は相変わらず買い食いばかりしている様子だ。

（激務なのに、よくあんな食事で済ませられるな。あれじゃあ今に身体を壊しかねない。さっさとうちに引っ張り込んで、栄養が行き届いた食事をとらせないと）

　住んでいたアパートでボヤ騒ぎがあって以来、美久は宿なし状態のまま張り込みをしているマンションの部屋で寝泊まりをしている。

　恋人になったのだから、龍郎としては美久をここに呼び寄せて同居したいところだ。だが、彼女は何だかんだと理由をつけて龍郎からの同居の申し出をかわし続けていた。

『同棲してるのがバレたら上になんだかんだ言われるよ』

『やっぱり、警察官として好ましくないと思う』

　確かに人目もあるし、上司の中には結婚前の男女が同居することを良しとしない人もいる。

　しかし、ぜったいにダメだというわけではないし、二人の仲を公表して理解を得ればできないことはないのだが……。

（あいつも頑固なところがあるからな）

　そんなやりとりがある間も張り込みは継続中で、つい三日前に兼ねてから計画していた美久による橋本との接触が成功した。

　間を取り持ったのは橋本の被害者の一人である元木桜子だ。

　美久は二人が待ち合わせをしている場所に偶然を装って通りすがり、そのままやや強引ではあったものの彼らに合流し、橋本の名刺をもらうことに成功した。

　元木桜子から、プライベートな事まで話す親友として橋本に紹介された美久は、思っていた以上にうまくセレブマダムの友人という役柄を演じきった。

　もとは庶民出で、玉の輿婚でセレブになったという設定ではある。だが、正直言ってガサツで知られている美久が上手くやれるかどうか、捜査本部内ではかなり不安視されていたのだ。

『まかせといて。私だって、女としてやる時はやるんだから！』

　そう言って意気込んでいた美久は、身をもってそれを証明したわけだが、今後橋本と直接接触するとなると、当然それ相応のリスクが生じる。

　現場仕事に携わる警察官として、多少にかかわらず危険が伴うのは承知の上だ。美久はやる気全開で、現在は橋本から連絡があるのを待っている状態だ。

　その一方で、彼女の恋人である龍郎はどうしても心配が先立ってしまいがちだ。

（やる気満々なのはいいが、くれぐれも油断するなよ）

　非番だった昨日、龍郎は大学時代からの友人の結婚式に出席をした。新郎は法務省に勤務して専門職に就いており、新婦はとある会社の社長令嬢だ。

　式場に集まった人々は皆それなりの肩書を持っており、新婦の友人だという独身女性達は目を皿のようにして未来の夫を探している様子だった。

　かく言う龍郎も彼女達のターゲットにされたが、婚約者がいると言って早々に退散してもらった。おかげで友人達に、いつの間に彼女を作ったのかと追及されてしまったのだが、その時に自分が美久の写真を一枚も持っていないことに気づかされた。

（この間の寝顔を写真にとっておけばよかったな）

　美久とはじめて結ばれた日、彼女は疲れ果てて龍郎の腕に抱かれたまま寝入ってしまった。

　その時に見た寝顔の可愛さといったら……。

　眠っている美久に襲い掛かりそうになるのを必死で堪え、頬にキスをするだけに留めておくのに、かなりの努力と意志力を要した。

　その次の日の朝、美久は逃げるように龍郎のマンションを出て張り込み場に逃げ帰ってしまった。

　それどころか、恋人として付き合おうと申し出た自分に対して『じゃあ、とりあえずお試しってことで、よろしく！』と言ったのだ。

『それが、恋人として付き合う条件。だって、ちょっと前まで反目し合っていた同僚が、いきなり恋人になるなんて戸惑いしかないもの』

　まだ店で席についている時、彼女は戸惑いつつも、恋人として付き合うことには同意してくれた。だが、それに「お試し」という余分なものをつけたして、のっけから二人の関係が一時的なものに違いないと決めつけている。

　龍郎の交際歴は、すべて女性達からのアプローチで始まった。彼女達は全員が裕福な家庭に生まれ育った令嬢であり、苦労知らずのお嬢さまだった。

　彼女達は皆、結婚を前提としての恋人探しをしており、縁故で得た腰かけ的な職業に就いていた。

　それが悪いとは言わない。

　しかし、職場で懸命に仕事をしている女性達を見ている龍郎からすると、彼女達の仕事に対する姿勢はとてもじゃないけれど褒められたものではなかった。

　付き合った当初は、自分なりに真剣だったし、決して遊びで恋人同士になったわけではない。

　だが、交際している間に違和感を覚えるようになり、結果的に別れを選択せざるを得ない状況になってしまったのだ。

　理由は彼女達の過剰な依存心であり、現場で働く同僚の女性達を見ているうちに、そう思う気持ちが強くなった。

　男として女性に頼られるのは大歓迎だ。しかし、主体性もなにもないまま、ただ依存してくる人に対しては、まったく魅力を感じない。

　それに対して、美久は完全に自立した女性だ。

　彼女との始まりはすべてこれまでの展開とは違っているし、同僚として接するうちに自然と惹かれるようになっていた。

　そうと気づくのに時間がかかってしまったが、思い返してみれば美久と接している時の自分は、普段よりも感情的で皮肉屋になっていたのは確かだ。

　顔を合わせれば何かと突っかかってくる彼女のことを、はじめは少々面倒なやつだと思っていた。

　けれど、決して嫌いではなかったし、むしろ面白いと思って彼女とのやりとりを楽しんでいた。

　美久とベッドインするに至ったのは、張り込みを機に仕事を通じて美久と過ごす時間が多くなったのがきっかけだ。

　同じ屋根の下で生活をともにし、一気に距離が縮まった結果、自分の中にあった彼女に対する無意識の感情が溢れだし、それにはじめて気づかされた。

　あとはもう、極力自分の気持ちに正直になって、美久にアプローチして彼女をベッドに引きずり込み……。

（ちょっと強引だったし、展開が早すぎたな）

　だが、それだけ強い感情だったし、美久を想う気持ちは日に日に高まっていくばかりだ。

　それなのに、恋人としての交際を申し込むなり「無理！」と言われ、承諾してくれた今も二人が本気で付き合うことに消極的だ。

　そんな美久の反応は、思いのほか龍郎の心に火をつけた。

　今や彼女に対する想いは抑えきれないほどになっており、二人が結婚して家庭を持つことを考えると胸が躍って仕方がない。

（俺を拒むとは、いい度胸だ。それでこそ美久だし、あんな女性は美久以外にいない）

　これまでに抱いたことのないほどの感情に突き動かされ、いつになく胸が躍る。

　美久となら同僚としてだけではなく、夫婦としてもいいコンビになりそうだ。

　そう思った龍郎は、改めて美久の心をわがものにしようと固く決心をするのだった。









第三章　警察官の本分







　週明けの月曜日、美久は張り込んでいるマンションの簡易ベッドの上で目覚めた。

「ふぁ……うーん、よく寝た～」

　ベッド脇に置いた時計を確認すると、午後一時を少し過ぎたところだ。

　仮眠をとると言って八帖間に入ったのが午前十一時で、アラームを午後零時にセットしたつもりだったのだが……。

「嘘っ！　一時過ぎって……アラーム、鳴らなかったのかな？」

　もしかして、寝ぼけてアラームを切ってしまったのだろうか？

　美久はあわててベッドから飛び起きて、リビングルームに向かった。

「ごめん、寝過ごした！　橋本に変化はない？　アラーム、セットしたのに寝ぼけて止めちゃったみたいで」

　部屋に入るなり、美久は窓際にいる龍郎に軽く頭を下げて謝罪した。

　お試しで付き合うようになったとはいえ、言うまでもなく仕事とプライベートは別だ。

　むしろ、それまでよりも距離を置いたほうがいいし、間違ってもなあなあな関係になるのだけは避けなければならない。

「いや、アラームを止めたのは俺だ。ここのところ、ゆっくり寝てないようだから勝手にそうさせてもらった」

　確かに、ボヤ騒ぎをきっかけにここで寝泊まりするようになっているが、橋本が近くにいると思うと気になって熟睡できない日々が続いていた。

　当然自分のプライベートな空間などないし、交代要員の出入りもあったりしてのんびりする暇など皆無なのだ。

　龍郎はそんな美久を気遣って、自分のマンションで一緒に住もうと提案してくれた。

　付き合っているのだから、何も問題はない。

　職場恋愛が禁じられているわけでもない。

　彼はそう言うが、所詮お試しで付き合っているだけの二人だ。

『じゃあ、とりあえずお試しってことで、よろしく！』

　龍郎が付き合おうと言った時、そう言って二人の関係に条件を付けたのは自分だ。

　それは、むろん格差のある二人がともに生きる未来が見えなかったからであり、たとえ付き合っても長続きはしないだろうと思ったためだ。

　美久は一見そうは見えないが、昔から結婚願望が強い。

　付き合うなら結婚を前提にした交際しかしたくないし、三十歳になった今、その気持ちは以前よりも強くなっている。

　龍郎のことは好きだ。

　だが、どうせ短い付き合いになるのに、同居してこれ以上彼を好きになるのは避けたかった。

　それに、仮に同居したとしても、出ていくのは決まっているし、その時に多少なりとも気まずい思いをしてしまうに違いないのだ。

「言っておくが、別に付き合っているからそうしたわけじゃないぞ。寝不足で体力が落ちているせいで、いざという時に思うように動けないと困るからだ」

　龍郎が言い訳のように、そう付け足した。

　美久は彼の気遣いを嬉しく思い、にっこりと笑った。

「そっか。気を遣ってくれてありがとう。おかげで頭がスッキリした」

　美久が大きく伸びをしたあとにガッツポーズをとると、龍郎は軽く笑ったあと再度ベランダに視線を戻した。

「橋本は、今日も自宅にこもりきりだ。さっきデリバリーのピザ屋が来てたから、今頃食事してるんじゃないかな」

「またピザ？　橋本って、よっぽどピザが好きなのね」

　味が濃くガッツリ系の食べ物であるピザは、美久にとって定期的に食べたくなるもののひとつだ。

　現場仕事に携わっているため、美久の運動量は普通のサラリーマンより格段に多い。

　しかし、張り込みをするようになってからは外を出歩く仕事がほぼなくなり、身体を動かす時間が激減した。空き時間にストレッチなどはしているが、若干余分な肉がついたのは目にも明らかだ。

　それに、龍郎が作る料理が美味しすぎて、つい食べ過ぎる傾向にあった。

（これ以上太らないためにも、少し控えないとかな）

　そう思うものの、いくら趣味と実益を兼ねているとはいえ、わざわざ自分の休憩時間を削って料理を作ってくれているのだ。

　作ってくれたものは残さず食べたいし、食べたら食べたで美味しくてついお代わりをしてしまう。

　そんなふうに考えていると、タイミングよく龍郎がキッチンのほうを指した。

「よければ、昼食を用意したから食べるといい。今日は親子丼だ。小さいほうの鍋に味噌汁も入ってるから」

「親子丼？　うわぁ……急にお腹空いてきた。じゃ、遠慮なくいただくね。急いで食べて交代するから待ってて」

「別に急がなくてもいいから、ゆっくり味わって食べてくれ」

　龍郎に制され、美久は急ぎ足になっていたのを止めて頷いた。

「わかった。ありがとう」

　このごろの二人は、以前のように言い合いをすることがなくなり、交代要員の同僚からもいいコンビになったと言われている。

　美久は自分でもそう思うし、龍郎も同じように感じている様子だ。

　普通なら、男女の仲を疑われるところかもしれない。しかし、その可能性はゼロだと思われているのか、そんな噂話はまったく聞こえてこなかった。

（ちょっとくらい疑ってくれてもよくない？　まるで言われないとか、私にそれだけの魅力がないって思われているみたいだよね）

　いや、実際にそうなのだろうし、異論はない。けれど、一応恋人として付き合うようになったのだから、多少なりとも以前の二人とは違う感じがすると思ってくれてもいいのでは？

（なぁんて、急にそう思ってもらおうとしても無理だよね。ついこの間までは仲がいいとは言えなかったし、私はこんな感じだし……）

　改めて自分を振り返ってみるに、龍郎に惚れられる要素などどこを探しても見つからない。

『つまり、俺は八木が好きだってことだ。わかったか？』

　龍郎はそう言ってくれたし、美久も彼の優しさに触れて心が揺れ動いた。だからこそベッドインまでして、曲がりなりにも付き合うことになったのだ。

　彼の人となりをより深く知れたのは良かったと思うし、彼ほどすべてにおいて完璧な男性とは今後巡り合うことはないだろうとも思う。

　むろん、仕事では彼と互角に頑張れていると自負している。けれど、そのほかは何ひとつ勝っているところがなく、どう頑張っても龍郎が自分と付き合うメリットが見当たらなかった。

（だって、龍郎の元カノとか全員才色兼備のお嬢さまばかりに決まってる。それに比べて、私は特別賢くも綺麗でもないし、実家がお金持ちなわけでもないし）

　龍郎は、おそらく美久のようにごく普通の庶民と恋愛をしたことがないのだろう。もしそうなら、おそらく今はもの珍しさもあって付き合っているだけだ。

　そうであれば、せめて外見だけでも小綺麗にして女らしくしないと、明日にでも破局を迎えそうな気がする。

　そんなことを思いながら親子丼と味噌汁を温め、テーブルに運ぶ。

「いただきます」と言って出汁が染みた玉子と鶏肉を口に入れた途端、絶妙な味加減に思わず声が漏れた。

「お～いし～い！　これ、お店で出したら、ぜったいに人が集まる味～！」

　一度食べ始めたら箸が止まらず、豆腐とねぎの味噌汁とともに一気に平らげて「ごちそうさま」と言って手を合わせた。

　それからすぐに席を立ち、手早く後片付けを終える。そして、冷蔵庫からペットボトル入りのコーヒーを二本出して龍郎がいる窓際に急いだ。

「はい、これ」

　持ってきたコーヒーのひとつを龍郎に渡し、彼の横に椅子を持ってきて腰を下ろす。

「ありがとう。それにしても、ずいぶん早食いだな」

「だって、美味しくて胃袋が『もっともっと』って、ほしがるんだもの」

「なるほど……『もっともっと』か。それなら、もっとあげないと収まりがつかないな」

　振り返った龍郎が、美久の唇に目を留める。

　ふと思い出してみるに、彼に抱かれた時に快楽のあまり「もっと」という言葉を何度となく繰り返した。

　別にそうと指摘されたわけではない。だが、龍郎の意味ありげな視線に晒され、唇が熱く火照り始める。

「ちょっ……そんな目で見るの、やめてくれる？」

　美久が唇を窄めると、龍郎が監視を続けながら片方の口角を上げてニッと笑う。そして、やにわに美久の口元に手を伸ばし、唇の横に指先を触れさせた。

「見ていたのは、口の横にご飯粒がついていたからだ。こういうのを実際に見たのははじめてだからもの珍しくてね」

　龍郎が摘まんだご飯粒を、ぱくりと口に入れた。

　恥ずかしいやら、情けないやら……！

　てっきり性的な目で見られていると思っていた美久は、自意識過剰な自分を諫めつつ龍郎が座っている椅子を持ってガタガタと揺らした。

「もの珍しくて悪かったわね！　ほら、監視するの代わるから、さっさとどいて！」

　動揺を隠しながら龍郎に譲られた椅子に座り、カーテン越しに橋本宅のベランダを見た。

「橋本、いい加減しっぽを出してくれないかな」

　美久は独り言のようにそう言って、眉を顰めた。

　橋本の張り込みをはじめてから、そろそろひと月が経とうとしている。

　しかし、未だ逮捕に繋がるほどの証拠は掴めておらず、捜査本部のメンバーにも焦りの色が浮かび始めていた。

　セレブマダムとして橋本に接触をしたものの、美久はおろか仲介してくれた元木桜子にも何の連絡もない。

『いつもなら、もう連絡があってもいい頃なんだけど』

　元木曰く、橋本はいつもこちらが薬物や彼自身に餓える頃を見計らったように連絡をしてくるのだという。

『彼、焦らすのがすごく上手なの。こっちがギリギリになるまで放置して悦に入っているのよ』

　もう一人の捜査協力者である社長夫人は、取り調べを受けた際に、そう言って悔しそうな表情を浮かべた。

　二人のマダムは、最初こそ橋本にまだ未練がある様子だった。

　しかし、薬物に手を出したことが夫にバレ、離婚問題にまで発展している今は、もうすっかり犯した過ちを悔いている様子だ。

（こっちが餓えてギリギリの状態になるまで放置？　だったらもう、とっくにそうなってるんだけど！）

　橋本が捜査線上に上がった時、もっと早い段階で薬物売買の証拠を掴めると思っていた。

　けれど、蓋を開けてみれば橋本は仕事がかなり忙しく、自宅には寝るために帰っているようなものだ。

　成果が出ない張り込みほど、人員と時間を浪費するものはない。早急にどうにかしろという上からの圧は日を追うごとに強くなっており、美久自身もかなり焦りを感じている。

　薬物売買の証拠を掴めないまま踏み込むわけにはいかない。では、いったいどうやって今の膠着状態から脱すればいいのか……。




『橋本です。Ａ美術館で浮世絵展をやっています。チケットが二枚あるので、よかったら今から二人きりで会いませんか？』

　美久宛にそんなメッセージが届いたのは、張り込み開始からちょうどひと月経った土曜日の午後のことだ。

　今、部屋にいるのは美久だけ。ともに監視に当たっていた龍郎は、少し前に急遽警察庁から呼び出しがかかり不在だ。もうじき交代要員が来るはずだが、橋本は「今から」と言っている。

　いずれにしても彼と対峙するのは自分だし、今のチャンスを逃すわけにはいかない。

「お誘いいただいて、ありがとうございます。ぜひ、ご一緒させてください、と」

　はやる気持ちを抑えつつ、橋本に返信する。さらに、自宅まで車で迎えにいくと返事が来たが、立ち寄りたいところがあるという理由で、Ａ美術館の前で待ち合わせをすることにした。

「やった！　ようやく橋本のしっぽを掴むチャンスが来た～！」

　思わず拳を握りしめ、それを天井に向かって突き上げる。

　それからすぐに、身支度を整えるべく洗面台に向かった。この時のために奈々から教わったメイクをし、髪の毛を整える。クローゼットからブランド物のツーピースを取り出し、それに着替えた。服装に合わせたバッグと靴を用意し、ペンタイプのボイスレコーダーをバッグのポケットに忍ばせる。

　すべての準備を整えて姿見の前に立つと、美久はいつもとは違う恥じらうような表情を浮かべた。

（よし、これで「佐藤さとう翔子しょうこ」の出来上がり！）

　橋本とは、二週間前に元木桜子に友人として紹介してもらった。

　彼女とはフラワーアレンジメント教室を通じて知り合い、大手建設会社の部長職に就く自身の夫は現在長期海外赴任中という設定だ。

　夫の名前は佐藤修司しゅうじ。一回り年上の夫は妻を放置気味で浮気疑惑あり。義実家は裕福だが、翔子の実家は小金持ちのサラリーマン家庭。翔子は箱入り娘の世間知らずで、両親に勧められるまま玉の輿婚をして、現在は夫不在の自由時間を持て余し中――。

「佐藤翔子」のプロフィールを頭の中で唱え、姿見の前で背筋をシャンと伸ばす。

　橋本は、ロマンス詐欺よろしくマダム達を誘惑し、薬物にハマらせるプロだ。そう思って身構えていたのに、実際の彼は思っていた以上に物腰が柔らかく、好感が持てる人物だった。

　むろん、それが単なる表の顔なのはわかっているし、ターゲットに対して殊更好印象を持たれようとしているのも承知している。

　だが、そうと理解した上で橋本と対峙しても、彼のいかにも真面目で親切そうな外見は、詐欺師としては一流だと認めざるを得ないほど完璧だった。

（相手にとって不足なし！　いい？　美久。このヤマ、ぜったいに取るわよ！）

　美久は、好きな刑事ドラマの主人公を真似て自分自身を鼓舞した。

　もうじき張り込み部屋に来るであろう同僚に、これから橋本に接触すると連絡し、龍郎にもその旨を書いたメッセージを送信した。

　張り込みの仕事に就いている今、美久は警察官として私物のスマートフォンを仕事でも使えるよう申請をし、そのほかにガラケータイプの携帯電話を貸与してもらって使用している。

　橋本に接触を試みる今、万が一のことを考えて自身のスマートフォンのみをバッグに入れて、ガラケーは置いていくことにした。

　橋本の前では、美久は「お金と孤独を持て余している初心なマダム」として振る舞わなければならない。セレブ妻になりたての初々しさは無理なく演じられると思うし、お金と暇に任せてついつい薬物に手を出してしまった既婚女性は、これまでに何人も見てきた。

　今日は、そんな被害者をこれ以上多く出さないよう、心して行動せねば――。

　そう固く決心し、張り込み部屋を出た。橋本に会わないよう裏通りを行き、目的地に向かう。

　警察官になって以来、こんなふうに一般人を装って被疑者と直接かかわるのははじめてだ。否が応でも緊張が高まり、ややもすれば初心なセレブマダムの仮面が剥がれそうになる。

　約束の時間の少し前に最寄り駅に到着し、Ａ美術館を目指している途中で、背後から声をかけられた。

「佐藤さ～ん」

　声がしたほうを振り返ると、橋本が美久に向かって手を振りながら走ってくるところだった。

「あら、橋本さん」

　美久はにこやかに微笑んで、駆け寄ってくる橋本を迎えた。仕事の時とは違い、今日の彼は紺色のジャケットに白いコットンパンツ姿だ。

「美術館の駐車場に車を停めてきたんです。今日は付き合っていただいてありがとうございます。今日のコーディネート、フェミニンでとても素敵ですね」

　橋本の態度は紳士的で好感が持てる。最初に顔を合わせた時もそう思ったが、さすがお嬢様育ちのマダムを懐柔する術に長けているといった感じだ。

（そっちがそうくるなら、こっちだってリッチで世間知らずのマダム路線で行かせてもらうわよ）

　美久は照れたような笑みを浮かべながら、頬にかかる髪の毛を耳にかけた。普段はガサツでも、初心な既婚女性役くらい余裕でこなすことができる。

　これも、普段からテレビドラマや映画を研究して自主練習を重ねているおかげだ。

「こちらこそ、ありがとうございます。橋本さんも素敵です。以前お会いした時よりも、明るい色合いのコーディネートですね」

「顔が地味なので、休日は割と明るい色のものを選んで着るようにしているんですよ。今日は美術館デートだから、こんな感じにしてみました」

　橋本がにっこりと微笑み、美久の左隣に来た。そして、進行方向を左掌で示しながら、さりげなく右手を美久の腰に添える。

「さあ、行きましょう。佐藤さん――よければ〝翔子さん〟と呼んでもいいですか？」

「えっ？　あ……はい、もちろんいいですよ」

「よかった。じゃあ、僕のことも〝正平〟と呼んでください」

「はい。……正平さん」

　橋本が嬉しそうに目を細めながら、美久の腰をそっと抱き寄せてきた。

　美久は内心嫌悪感を抱きながらも、恥ずかしそうに微笑んで視線を下に向ける。そのまま歩き進め、美術館の入口を通り抜けた。

　館内に入り、橋本にエスコートされて浮世絵が展示されている部屋に入る。

　彼とともにガラスケースに近づいた美久は、巻物に描かれた作品を見て絶句した。なぜなら、展示されているのは、浮世絵の中でも春画と呼ばれるものばかりだったからだ。

「これって……」

「昔の日本人は性に対しておおらかでしたからね。ほら、これなんか保存状態がとてもいい。今にも動き出しそうじゃないですか？」

　春画は巻物や掛け軸の形で残っているものもあり、いずれも色鮮やかでインパクトがある。

　そういった種類の浮世絵があるのは知っていたが、実物を見るのははじめてだ。

「確かに……」

　描かれている人物の身分は様々で、それぞれの絵には男女の性器があからさまに描かれている。

　中には有名な絵師が描いた、人ではないものが女性と絡み合っている作品もあり、美久は度肝を抜かれつつそれぞれの絵に見入った。

　そうしている間に、美久の腰を抱き寄せる橋本の手の力が強くなり、二人の身体が常に触れ合っている状態になる。

（ふぅん、なるほど。いつも、こういう感じでマダム達をたぶらかすのね）

　本当は今すぐにでも橋本の手首を掴み、床にうつ伏せにして署まで連行したいくらいだ。

　しかし、とりあえず今は我慢――。

　橋本に誘惑されるふりをして、なんとか薬物売買の証拠を掴まなければならない。

「人の性愛は隠さずに、愛でて楽しむもの。銭湯も混浴が普通だったようですし、裸でいることを何とも思わない。道徳心は優れているのに、淫蕩な人民だという外国人による書簡も残されていますよ」

　美久のほうにかがみ込むようにしてそう語ると、橋本が別の部屋に美久を誘った。そこは前の部屋よりも薄暗く、展示されている春画もいっそうエロティックなものになっている。

「春画を楽しむ文化が発達したのは、世の中がそれだけ平和だったということです。その絵の男女は貴族ですね。高名な絵師も春画を多く手掛けています。つまり、富裕層の人達や文化人も気軽に性愛を楽しんでいた、ということです」

　周りを見ると、そのほとんどが男女のペアだ。彼等は美久達と同じように寄り添い、仲睦まじげに春画鑑賞をしている。

「身分の高い人達の間では、交わる際に媚薬が使われることもあったようです。男性が遊女を買ったのと同じように、女性も男娼を相手に性を楽しんでいたみたいですね」

　橋本に連れられて次に立ち止まった絵の中では、全裸になった何人もの男女が、それぞれに性的な行為をしている。その横の作品では、髪の毛を美しく結い上げた女性が、袈裟を着た坊主頭の男性と背後位で交尾中だ。

　橋本が、それとなく美久の表情を窺ってくる。

　恥じらいつつもにこやかに頷く美久を見て、彼は鷹揚に微笑んで歩を進めた。そして、ひと際鮮やかな色合いの春画を指し示した。

「この絵に描かれているのは、今で言うところのアダルトグッズですね。ただし、庶民には手が出ない高級品だったみたいですよ。当時の裕福な人達は、積極的かつ心から性を楽しんでいたように感じます。雅な人達は、奔放かつ優雅に性の営みをしていた。なんとなく高尚な感じがしますね。そう思いませんか？」

　ニヤついた顔でそう言われ、全身に鳥肌が立つ。

　金銭的に余裕のあるマダムは、夫ではない男と浮気しても許されるとでも言いたいのだろうか？

　昼間から人妻を、こんなエロティックな作品展に誘うなんて、何をしようとしているのか丸わかりだ。

　美久は嫌悪感を抑えつつ、控えめに頷いて身を固くした。

「ええ、私もそう思います。昔の貴族達って、こんなふうな楽しみ方をしていたんですね。私、ぜんぜん知らなくて……。自分の無知が恥ずかしいです」

　橋本に同調し、美久は初心だけれど背徳的な性愛にも興味がありそうなマダムを演じ続ける。

「道具を使うほかにも、媚薬のようなものを利用していたようですね」

　橋本が、ガラスケースの隅に置かれた古いチラシのような紙を指した。

「媚薬を？」

　美久が反応するのを見て、橋本がすぐさま頷いた。

「そうです。精力剤としてそれぞれの性器に塗ったり、経口したりして快楽を楽しんでいたみたいですね。それを使うと効果絶大で、夢のようなひと時を味わえるとか」

　橋本は美久と視線を合わせながら、意味ありげに片方の眉尻を上げた。

「媚薬とか、興味ありますか？　ご希望なら、すぐにでも用意できますよ」

　橋本の口から、薬物を扱っていると匂わせる言葉が出た。

　美久は心の中でガッツポーズをする。

「興味、あります」

「そうですか。ここでは話しにくいので、それについてはあとで詳しくお話しさせてください」

　誘えば簡単に落ちると思われているのか、橋本はさほど段階を踏まないで積極的に攻めてきている。順路を進むごとに展示品の濃厚さは増し、美久の腰を抱く橋本の手は脇腹にまで及んでいた。

　これから、どうアプローチしてくるのか――。

　美久は恥じらう演技を続けながら、橋本の様子を観察し彼の出方を待つ。

　大人しく従うタイプだと判断したのか、橋本は美久の耳を覆う髪の毛を空いているほうの手の指で払った。そして、そこに口づけんばかりに唇を近づけて「翔子さん」と囁いてくる。

「無知は恥ずかしいことではありません。もしよかったら、僕が雅な性愛についてお教えしましょうか？」

　美久の脇腹にあった橋本の手が、あばら骨の上に移った。あと少し上に行けば、胸のふくらみに届く。

　思いのほか、手が早い！

「正平さんったら、そんなことを言ってからかわないでください」

　美久は橋本の言葉を冗談として受け取り、それとなく身体の位置をずらそうとした。しかし、同じタイミングで身体をすり寄せられ、逆に二人の密着度が増してしまう。

「からかってなんかいませんよ。桜子さんから聞いてますよ。旦那さんが海外赴任中で、ずっと寂しい思いをしているんでしょう？」

　髪の毛が直接の接触を防いでくれたから、まだよかった。そうでなければ、橋本の唇が美久の耳の縁に触れていたところだ。

（何よ、今の……。超絶気持ち悪いっ……！）

　美久は心底そう思いながら、どうにか頑張って込み上げてくる怒りの感情を抑えた。すると、橋本は美久の頭のてっぺんに頬を寄せながら、さらに肩を強く抱き寄せてくる。

「僕でよかったら、いつでもお相手しますよ。たとえば、今のように美術館に行ったり、ディナーをご一緒したり。他愛ない話をするだけでもいいし、もしご希望なら春画に描かれているようなことをするのでもいいし――」

　そう言うなり、橋本がまるで股間を擦り付けるように、美久の身体にぴったりと身を寄せてきた。

「しょ……正平さん」

　美久が困ったような顔で橋本を見ると、抱き寄せてくる彼の手の力が弱くなった。

「すみません。翔子さんの反応が、あまりにも初々しくて。あなたという人は、本当に可愛らしい人ですね。実は僕、はじめて会った時から、翔子さんのことがずっと気になっていたんです」

　橋本が、美久の手を握り指を絡めてくる。

　まるで爬虫類のように冷たい手の感触に、美久は思わず身震いをした。

「わ、私もです」

　美久は己の反応を誤魔化すようにそう言って、彼の手を強く握り返した。

「嬉しいな……。じゃあ、僕達は両想いってことですね」

「ええ」

　よし、これで二人の仲はかなり縮まった。あとは、彼に誘われるままに薬物に手を染めるセレブマダムを演じるだけだ。

「今日は遅くなっても構わないですか？」

「はい、どうせ帰っても一人ですから」

「じゃあ、今日はこのまま二人きりでゆっくりとした一日を過ごしましょう。よければ、このあとドライブに行きませんか？　海沿いの道に『ル・シュヴァリエ』というフランス料理店があるんです。僕の知り合いがやっている店なんですが、よければそこでディナーでもいかがですか？」

「喜んで。普段一人で食べてばかりだから、誰かとディナーをご一緒できるなんて、それだけでも嬉しいです」

「よかった。実はもう予約してあるんです。今夜はあなたを帰したくなかったものですから……」

　囁くようにそう言われ、美久は強いて照れたような表情を浮かべた。

「嬉しいです」

「そう言ってもらえて、僕も嬉しいです。今夜は、たっぷりと楽しい時間を過ごしましょう」

　橋本が、美久を誘って別の場所に向かって歩き出した。

　一段と薄暗くなっているその部屋には、ひと際大きなサイズの春画が展示されている。

　デフォルメされた男女の性器や、入り乱れるようにして交わっている男女――。

　それらが柔らかなスポットライトの下に並び、いっそう淫靡さを増して見るものを魅了してくる。

　橋本の春画に関する知識は相当なもので、それぞれの作品についてのうんちくを傾けながら、徐々に美久に対する馴れ馴れしさを増していく。

　話す内容は、もはや性に関するものばかりで、表現の仕方もだいぶあからさまになってきている。

（まだ会って二回目なのに、さっそく一夜を共にしようとするなんて……。エロ話ばっかりするし、初々しいだの可愛らしいだのって……そうやって持ち上げて、心と身体を開かせようって魂胆ね！　なんて男なの……ほんと、虫唾が走るっ！）

　頭の中が橋本に対する悪態でいっぱいになり、うつむいた顔が険しくなる。

　ますます橋本に対する嫌悪感が高まっていくが、ここは流されているふりをしてもっと彼に近づくべきだろう。

　途中、化粧直しに行くと言って彼から離れ、個室に入る。

　スマートフォンをチェックすると、メッセージを読んだ龍郎からの返信が来ており「くれぐれも無茶はするな」と書いてあった。

　龍郎と同僚に、現在の位置と状況に加えてこれから「ル・シュヴァリエ」というフランス料理屋に向かう予定であることをメッセージで知らせ、通信を終える。

　そのあと、すぐに橋本のところに戻ろうとしていると、ちょうど化粧室の前を通りかかった男性とぶつかりそうになってしまう。

　互いに「すみません」と小さく頭を下げ、顔を上げて相手を見る。その顔に、なんとなく見覚えがあった。

「あれっ？　ヤギミク？」

「え？　――あ、東谷ひがしたにくん？」

　ぶつかりそうになった相手は、大学時代のゼミ仲間だ。当時、美久は仲間から「ヤギミク」とフルネームで呼ばれており、付き合いが続いている当時からの友達からはいまだにそう呼ばれていた。

「ひっさしぶり～。元気してる？　奇遇だなぁ、こんなところでヤギミクに会うなんて」

　思いのほか大きな声を出され、美久は咄嗟に辺りを見回して、近くに誰もいないことを確認した。

「悪い、俺、地声が大きくてさ」

「知ってるよ。だけどここ、美術館だから。私、今ちょっと急いでるの。じゃ、またね」

　美久が急いで立ち去ろうとすると、東谷が「ちょっとだけ待って」と言いながら追いかけてくる。

「今度、ゼミの同窓会を開く予定なんだ。幹事の立花たちばなミカから連絡が行くと思うから、ぜったいに来いよな。そう言えば、ヤギミクって警察官になるって言ってたよな。その夢、叶えたのか？」

　確かにそう言った覚えがあるし、努力して夢を叶えた。

　警察官には、自らの職業を明かしてはいけないという決まりはない。

　だが、知られると良くも悪くも周りからの目が気になったりすることもあり、普段は公務員で通している。それに、今のように職務中に職業を口にされると困るからだ。

「えっと……それは――」

　美久が口ごもったのを挫折したと勘違いしたのか、東谷が気まずそうな顔で咳払いをする。

「じゃ、俺、行くよ。また、同窓会で会おう」

「うん、また――」

　美久は急いでその場を離れ、橋本のもとに急いだ。

　まさか、こんなところで知り合いに会うなんて……！　しかも、春画展の会場内だ。今度会ったら、ぜったいに何か言われそうだ。

　つい渋い顔になってしまう表情を整えつつもといた場所に戻ると、橋本は部屋の入口付近の絵に見入っていた。

　美久が声をかけると、橋本が微笑みを浮かべながら、こちらをじっと見つめてくる。

「戻って来てくれてよかった。もしかして、このままいなくなってしまうんじゃないかと思ってました」

　一瞬、捨てられた子犬のような表情を浮かべられ、美久は少なからず戸惑い、困惑した様子を見せた。

「まさか。そんな薄情なことはしません」

　美久がジェスチャー付きでそう言うと、橋本がホッとした様子でにっこりと笑う。

「そう信じていました。でも、なんとなく不安になってしまって。でも、僕達って両想いでしたね」

　橋本が笑い、さっきと同じように美久の手を取って指を絡めてくる。互いを見る視線が、一瞬絡み合った。

　表面上はエリート商社マンとセレブマダムだ。けれど、本当はキツネとタヌキの化かし合いのようなものだ。

　むろん、美久は国民を守る警察官として、この勝負に負けるわけにはいかなかった。

　世間知らずのマダムならいざ知らず、美久は警察官であり橋本は被疑者以外の何者でもない。

　美久が笑って受け流そうとすると、橋本がさっきよりも強い力で肩を腕の中に包み込んできた。

「安心しました。じゃあ、続きを見に行きましょうか」

　橋本に連れられ、彼とともに美久は引き続き展示された春画を一枚一枚丁寧に鑑賞した。

　それにしても、この男はいったい何をきっかけにマダム相手に薬物を売るような生活を始めたのだろう？

　今の彼の様子からして、もしかしてただ単に己の性欲を満たすため？

　それとも、お金目当てだろうか？

　いずれにしても、ターゲットが薬物に依存するよう仕向けるために、性的な関係に持ち込んでいるのは確かだ。

　腹立たしさを抑えつつ橋本に合わせた会話をし、春画を十二分に堪能して美術館を出る。その頃には、傍から見れば恋人同士のように見えるほど身体の密着度が増していた。

「さあ、次はドライブです」

　橋本に導かれて美術館の駐車場に向かう。

　いかにも手慣れた感じでエスコートされ、彼所有の赤いセダンに乗り込む。

　同じエスコートでも、龍郎の時とはまるで気分が違う。

　橋本は食事に誘ってきたが、そのあとはどうするつもりなのだろう？

『今夜はあなたを帰したくなかったものですから……』

　そう言っていたところを見ると、途中でホテルにでも引っ張り込もうとしているに違いない。

　いくら優男でも、決して油断してはならない。

　本来なら、単独行動は避けるべきだ。

　しかし、完全に橋本のターゲットになったと思われる今、せっかくの現行犯逮捕のチャンスを逃すわけにはいかなかった。

　これまでに、何人もの被疑者と対峙し、時にはアクション映画さながらの乱闘の末に手錠をかけたこともある。こんな時のために、日々犯人制圧のために必要な訓練に励んでいるのだ。

　いざとなったら、大暴れして締め技をかけてやろう――。

　そう思いながら、美久は彼の言葉に喜ぶふりをして車の助手席に乗り込んだ。

　美術館を離れると、車は繁華街を抜けて郊外に向けて走り出した。まだ夕方前だが、空には薄雲が広がり始めている。

「少し雲が出てきましたね」

「本当だ。でも、天気予報では晴れと言っていたので、大丈夫でしょう。さあ、出発しましょうか。ここからは、僕とあなただけ……誰にも邪魔されない二人きりの空間です」

　橋本が運転席から手を伸ばし、美久の太ももの上に掌を置いた。閉じた脚の間に、橋本の指先が滑り込んでくる。

　スカートの上からとはいえ、いきなり大胆な行動に出られた。

　さすがに面食らい、全身に緊張が走る。橋本はすぐに手を離し、小さくふっと笑い声を漏らした。

「すみません。翔子さんが可愛いくて、つい触れたくなってしまいました。だけど、翔子さんって意外と鍛えているんですね。もっとプニプニしているのかと思っていましたよ」

　しまった。つい、過剰反応して大腿四頭筋を硬くしてしまったみたいだ。

「い、一応健康と美容のために、スポーツクラブに通ったりしているので……。正平さんは？」

「僕はスポーツクラブには通っていないんですが、自宅にトレーニングの器具を買い込んで鍛えてはいるんですよ。あとはゴルフをするくらいかな」

（やっぱり）

　美久は密かにそう思い、以前聞いた元木桜子の憶測が正しかったことを確認する。

「ところで、さっきの浮世絵展、どうでした？　もしかして少し刺激が強すぎたんじゃないかな？」

「あんな作品を見るのははじめてだったので、ちょっとびっくりしました。でも、色彩が綺麗で美術品として楽しめましたよ」

「それを聞いてホッとしました。いくらチケットがあったからとはいえ、はじめてのデートが春画展っていうのは、よくなかったかなと思ってビクビクしてました」

「……デート？」

「ええ。こうして二人きりでいるんですから、デートですよね？　ご主人は海外だし、少しくらい羽を伸ばしても大丈夫でしょう？　それに、ご主人はご主人で、それなりに楽しんでいるんじゃないですか？」

　意図的にセクシャルなデートに誘っておいて、白々しい。

　それに、デートだの羽を伸ばすだのと、初心なマダムの罪悪感を程よく刺激する言葉で追い詰めるような話し方だ。

　美久が返事をしないことから、橋本はそれが図星だったと判断したらしい。それ以降、彼は美久に対して、さらに距離を縮めるような言動を取り始める。

　その豹変ぶりから判断するに、彼が「佐藤翔子」を手中に収めると決めたのは確かだ。

　美久は心の中でほくそ笑み、密かに橋本逮捕に繋がる証拠を得ようと身構える。

「きっと、そうですね。そうであれば、羽……伸ばしても許されますよね？」

「もちろんです」

　橋本が即座に同意し、ハンドルを握りながら満面の笑みを浮かべた。

「レストランは、あと十キロほど先です。まだ時間があるし、少し休憩してから行きましょうか」

「はい」

　美久がためらいがちに返事をすると、車が減速し、脇道に逸れた。

　いよいよ、本格的なおとり捜査の始まりだ。

　美久は控えめに頷いて、小さく深呼吸をする。

　橋本が車を停めたのは、モノトーンの外観がおしゃれな、いわゆるラブホテルだ。

　セレブマダムを連れ込むには少々場違いな気がするが、面倒な手続きをしなくてもいい分、気軽だし安全に事を運べるから選択としては間違っていない。

　橋本が先に車から降り、助手席のドアを開けてくれた。彼とともにフロントに向かい、選んだ部屋に向かう。

　橋本とともにドアの中に入り、彼のあとに従う感じで奥に進む。和の風情を感じさせるそこは、畳敷きで部屋の真ん中に座卓と座椅子が置かれている。

　美久は橋本に断って、化粧室に入った。そして、今いるホテル名と住所を記したメッセージを龍郎と同僚に送信する。

　しかし、電波が届きにくい場所なのか、何度やっても送信完了にならない。

（何なの？　いよいよ証拠を掴むときが来たっていうのに……。だけど、ぜったいに手ぶらでは終われない！）

　美久はバッグからボイスレコーダーを取り出して、スイッチをオンにした。

　それは、警察等法執行機関向けの機器で、機能的であるのはもちろん、消去や改ざんができない仕様になっている。

　バッグのポケットにそれを忍ばせると、美久は何食わぬ顔で化粧室を出て部屋に戻った。

　すると、驚いたことに橋本がすでに全裸になってベッドに腰かけている。

「媚薬、ここにありますよ。先にシャワーを浴びますか？　それとも、あとのほうがいいかな？」

「えっと……び、媚薬って、具体的にはどんな作用があるんですか？」

　美久は極力橋本のほうを見ないようにしながら、そう訊ねた。

　素っ裸だと、何かを隠し持つのは容易ではない。

　大人しく凡庸にも見える橋本だが、彼はれっきとした犯罪者だ。丸腰になってくれたのは、ありがたいが、余計なものを見せつけられるのは迷惑でしかない。

「一言で言えば、いい気持ちになれる――かな？　羞恥心がどこかに行ったみたいに大胆な気持ちになれるし、感じたことがないほどのエクスタシーを得られますよ」

「それって、なんて言う名前の媚薬なんですか？」

　美久は〝媚薬〟ではなく、きちんとした違法薬物の名前を口にさせようと、それとなく質問をした。けれど、橋本はのらりくらりとかわし、犯罪の証拠となるような言葉を口にしない。

　だんだんと焦りが出てきた頃、橋本がやにわに立ち上がり、美久の前に仁王立ちになる。

　そして、にこやかに微笑みながら、美久のほうに手を差し伸べてきた。

「僕ばっかり裸では不公平ですよ」

　ふいに手を引かれ、橋本の身体に前のめりになってぶつかってしまう。それと同時に、腕にチクリと刺すような痛みを感じた。

　丸腰だとばかり思い、つい油断してしまったが、橋本は何かを隠し持っていたのだろうか？

　咄嗟に彼を突き飛ばすようにして後ずさり、橋本を睨みつけた。

「何をするんですか！」

　出した声が思いのほか部屋に響き、橋本が大袈裟に驚いたような表情を浮かべる。

「翔子さん――いや、世田谷警察署の八木美久巡査部長。とうとう、化けの皮が剥がれましたね」

　突然役職と本名を言われ、美久は驚いて言葉を失くした。

　いったい、いつ身元がバレてしまったのだろう？

　表情を硬くする美久を見て、橋本がせせら笑った。

「驚きました？　実は、美術館であなたが化粧室に行った時、お友達と話しているのを偶然聞いてしまったんですよ。あだ名……〝ヤギミク〟でしたっけ？」

　美久の頭の中に、ゼミ仲間と話した時のことが思い浮かぶ。

　あの時すぐに周りに誰かいないか確認した。だが、おそらく橋本は物陰に隠れて聞いていたのだろう。

　偶然会ったとはいえ、もっと注意してしかるべきだったと悔やんでも、もうあとの祭りだ。

「ヤギミクさん、この部屋には電波妨害装置が仕掛けてあります。だから、残念ながら同僚に連絡はできません。ついでに言っておきますが、車の中も同様です」

　橋本が、そう言いながら気味の悪い微笑みを浮かべた。

　つまり、美術館を出て車に乗った時点でスマートフォンのＧＰＳは機能しなくなっており、さっきメッセージ送信できなかったのは、電波を妨害されていたからだ。

　これでは、龍郎や同僚に今自分がどこにいるのかを知らせることができないばかりか、彼等が場所を特定することもできない。

　素人のマダムを相手にしている橋本が、まさかそこまでしているとは思わずにいた。

　絶対的なピンチに陥り、美久は全身の血が引いていくのを感じた。

「あ。今、どうしてそんなものを持ってるんだ、と思ったでしょう？　念のために準備をしておいたんですよ。妻の浮気を疑った旦那さん対策って感じで――」

　電波を妨害されていたとしたら、龍郎達が把握しているのは美術館にいたことと「ル・シュヴァリエ」というフランス料理店名だけだ。

　それだけの情報では、到底ここを割り出すことはできないだろう。　

「ところで、どうして偽名なんか使ったんですか？　せっかく楽しいお付き合いができると思っていたのに、あなたは僕の純粋な男心を踏みにじっていたんですね。悲しいなぁ」

〝純粋な男心〟だなどと、よく言えたものだ！

　美久は心の中で歯噛みしながら、目前の危機をどう回避しようかと頭をフル回転させる。

　しかし、何か打たれたのだろう。思うように身体が動かない。

　こんな時のために習得したはずの交渉術も、橋本に対してはどれも逆効果であるような気がする……。

　美久が焦っている間に、それまでだらりとぶら下がったままだった橋本の男性器が、むくむくと膨張し始めた。見たくもないものを見せつけられて、全身に鳥肌が立つ。目を反らすも、視界の端に勃起したものが見えてしまう。

「こうなったら、どうにかしてあなたを僕の味方にしないといけませんね。予定通り、媚薬を使ってセックスしましょう。そうしたらもう、あなたは僕と媚薬の虜になる。もちろん、ヤっているところを証拠映像として保存させてもらいますよ。女性警察官とズブズブの関係になれるなんて、夢みたいですよ」

　橋本は、やにわに美久の目前まで近づき、いきなり抱きついてきた。

　そのままベッドに押し倒され、首筋をべろりと舐められる。

「や……めなさい！　こんなことをして何になるの？　これは公務執行妨害よ！　無駄に罪を重ねるだけだわ！」

「ふふん……鼻っ柱の強い人だなぁ。あなたは自らここに来たんですよ。本当はやる気満々だったんじゃないですか？　ほら、よくエッチなビデオとかにあるでしょう？　はじめはものすごく嫌がっているのに、ヤリはじめたら一転してアンアン言って悶えるってやつ」

　腰に股間を押し付けられ、絶望的な気分になる。しかし、こんな下衆男に好き放題されるのだけは我慢ならなかった。

「ぜったいに捕まえてやる……。あんたみたいなクズ男、刑務所にぶち込んでやる！」

　美久が噛みつかんばかりにそう言うと、橋本が恍惚とした表情を浮かべながら身震いをする。

「いいですねぇ、ゾクゾクしますよ。僕、便宜上薬を使ってご婦人たちとセックスしますけど、本当は嫌がる女性を組み敷くっていうほうが趣味に合っているんです」

　橋本が夢見るような目つきをして、鼻の穴を膨らませた。

「僕を捕まえにきた女性警察官を返り討ちにできるなんて、後々何度も動画を視聴して楽しめそうだなぁ……。この際、薬は使わずにエッチしようかな？　それとも……いや、薬でハイになられたら、無理矢理感がでないか……」

　橋本がブツブツ言いながら、腰を前後に動かし始めた。

　もうターゲットは完全に自分のものであり、どうやっても逃げられない――。

　そう思っているのか、橋本は徐々に本性を現しながら、完全に自己陶酔モードに入っている。

　なんとか時間を稼いで、身体が動かない状態から脱したい。

　美久は、一か八か多少恥じらうような表情で橋本を見た。

「視聴って……まさか、ほかの女性達との性行為も映像に残してるの？」

　美久に訊ねられ、橋本が自慢げに頷いて舌なめずりをする。

「当たり前でしょう。一人寝の夜は、それが寝酒代わりですよ。撮る時は、部屋のあちこちにカメラを仕掛けて、あとで自分好みに編集するんです。もちろん、ここにもバッチリ仕掛けてありますよ。ほら、あっちのカメラなら、このリモコンでズームインもできるんです」

　橋本が、ベッドサイドのテーブルに置いてあったリモコンを手にした。彼が「あっち」と言った方向は、美久たちの足元の先に仕掛けられている様子だ。

「カメラをズームインさせると、いったいどんな映像が撮れるっていうの？」

　若干、非難がましく、なおかつ興味がありそうな言い方をすると、案の定橋本はニタニタと笑いながら質問に食いついてきた。

「もちろん、僕達がエッチして繋がっているところがバッチリ撮れますよ。ちなみに、音もかなりクリアな状態で拾えます。……もしかして、盗撮に興味があるんですか？　警察官って、押収した映像を見る機会がありますよね？　ヤギミクさん、そういうの見て濡れるタイプですか？」

「そ、そんなふうに言わないで！」

　話しているうちに、顔を背けるくらいには動けるようになった。しかし、あえてまだまったく動けないふりをする。そして、橋本に訊ねられるままに、これまでに見た性的な映像が収められた押収品について話した。

　それらは、すべて美久の創作だったが、橋本は大いに気に入った様子で、じっと耳を傾けている。そして、いやらしく含み笑いをしながら、いっそう強く美久の腰に股間を擦り付けてくる。

「女性警察官が、そんなエッチなフレーズを連発するのを聞くと興奮するなぁ。僕、本当はあなたみたいな若い女性を相手したかったんですよ。だけど、お金優先で仕方なく……。久しぶりに若い肌を満喫できると思うと、ワクワクする」

　橋本が美久のスカートの裾をめくり上げ、やにわにストッキングをずらしてきた。あっという間にそれを脱がされ、素肌に生暖かい男性器を押し当てられる。

「やっ……ちょっと待ってっ……」

「嫌ですよ。だってもう、挿れたくて仕方ないんですから……。ヤギミクさんだって、とっくに濡れてるんじゃありませんか？」

　橋本の手が、美久のショーツの縁をめくり上げる。今にも彼の指が秘裂に届きそうだ。

　これ以上、こうしてはいられない。

　美久は渾身の力を振り絞って、身体を回転させて橋本の下から逃れた。しかし、思っていたよりは身体が動かず、ベッドの下に転げ落ちて、そのまま起き上がれなくなってしまう。

「ヤギミクさ～ん、逃げないで下さいよぉ」

　橋本がベッドの上から、床の上にいる美久を見下ろしてくる。

　さらに、舌をベロベロさせながら身を乗り出そうとした時、どこからかパトカーのサイレンの音が聞こえてきた。防音設備が整った部屋の中にいながらにして聞こえてくるということは、かなり距離が近いと思われる。

　もしかして、助けが来たのでは――。

　美久がそんな希望を持つのと前後して、橋本が反射的に身を起こし、音の行方を探ろうとして聞き耳を立てるしぐさをする。

　それも束の間、かなり近くまで来たサイレンの音が消えたかと思ったら、部屋のドアがすさまじい爆音とともに吹っ飛んだ音が聞こえてきた。

　ギョッとした顔をした途端、ドアのほうを振り返る間もなく橋本が足元を引っ張られるような感じでサッとベッドから消えた。

「橋本ぉっ！」

　聞こえてきた怒声は、龍郎のものだ。

　美久はベッドに寄りかかるようにして懸命に身を起こし、何が起こっているのかを把握しようとした。すると、ちょうど橋本が素っ裸のまま後ろ手に手錠をかけられ、床に押さえつけられるところだった。

「八木！　大丈夫か？」

　それからすぐにやって来た龍郎が、美久の身体を抱き起こしてくれた。

「だ、大丈夫……」

「そうか」

　美久の状態を見て無事だと判断したのか、龍郎が心底ホッとしたような表情を浮かべる。

　龍郎が、助けに来てくれた――。

　話したいことは、たくさんあったが、今ここで語り合っている暇はない。ほどなくしてやって来た同僚達が橋本の所持品を押収し、彼とともに警察車両に乗り込んだ。

　美久は龍郎に助けられながら、彼が運転する車の助手席に座った。

「無茶はするなと言ったのに」

　そう言って美久を見る龍郎の顔には、様々な想いが見て取れる。

「ごめん」

　美久は短く謝罪し、龍郎を見つめ返した。

　二人はどちらともなく頷き合い、橋本の事情聴取をするべく世田谷警察署に向かうのだった。




　橋本は逮捕され警察署に連行されたのちに、留置場に収監された。家宅捜査の結果、自宅からは薬物に関する証拠品は一切出なかった。

　しかし、マダム達の証言とその後の捜査により、起訴されて今は刑事裁判の第一回公判を待つ身になっている。

　美久はといえば、単独で無謀な捜査を行ったとして上司から大目玉を食らった。しかし、結果的にそれが逮捕に繋がったとして、お咎めはなしとされた。

　橋本逮捕をきっかけに、海外の薬物シンジケートによる覚せい剤密輸入事件の詳細が解明されつつある。あとは、それぞれの部署に別れて捜索が続けられることになり、捜査本部はまもなく解散されることが決まった。

　そうなるにあたり、所属していた職員が集まっての慰労会が開かれた。

　一次会は大いに盛り上がり、美久も肩の荷が下りた気持ちになって、いつもよりビール一杯分多く飲んだ。その分、早々に席を立ち、なおも盛り上がる同僚達を残して会場となった居酒屋をあとにした。

　そして今、事前に約束していたとおり、龍郎のマンションで待ち合わせて二人だけの二次会を開いている。

「あの時は本当に、ありがとう。龍郎が来てくれなかったら、私……」

「もうお礼は散々してくれただろう？　とにかく、間に合ってよかった」

　橋本が逮捕された日、龍郎は美久からのメッセージを警察庁で見て大いにあわてた。

　美久にもしものことがあったらと思うと気が気ではなかったし、用事を切り上げてすぐに警察庁を出た。そして、二回目のメッセージに記されていたフランス料理店に直行した。

　しかし、途中でＧＰＳ信号が途切れ、美久と一切の連絡が取れなくなったと知るなり、地元警察に協力を要請し、マダム達の証言をもとに橋本が逢瀬に使うと予測される周囲のラブホテルの駐車場を捜索した。

　それが功を奏して、龍郎は直接当該のホテルに向かい、危機一髪そこに踏み込んだというわけだ。

「ほら、遠慮なく食べて飲んでくれ。さっきは、あまり食べられなかっただろう？」

　一次会は終始賑わって、それぞれが事件解決を喜んだ。

　しかし、緊張の糸が切れたのか、美久はかなりの疲労を感じており珍しくあまり食が進まなかったのだ。

「それに、どうせまたロクなものを食べていないんだろう？」

　テーブルの上にはウィスキーやジンなどのアルコールのほかに、ソフトドリンクも多数あった。

　それらはすべて龍郎が用意してくれたものであり、彼の手料理も一緒に並んでいる。

「うん、まあ……」

　事件解決後、張り込み部屋は即座に撤去され、今美久は世田谷警察署の近くにある女性用官舎に住んでいる。

　ボヤ騒ぎで住むところを失ってから、引き続き新居は探していた。けれど、なかなか思うような場所が見つからず、とりあえず空いている部屋に入居させてもらったのだ。だが、如何せん建物が古く、住み心地は決して良くなかった。

　ボヤ騒ぎの時同様、龍郎は同居を申し出てくれたが、やはり警察官としての道徳的見地からすると好ましいとは言い難く、結局は別々に暮らし続けている。

「ほら、口を開けて」

　龍郎に促され、美久は彼の手からプチトマトを食べた。不思議なもので、それを飲み込むなり俄然食欲が湧いてきた。

　美久は勧められるままに料理を食べ、グラスに注いでもらったワインを飲んだ。

「なにこれ！　美味しいっ！」

　鯛のアクアパッツァに、ローストビーフ。

　ことにワインの横に並んだガーリックシュリンプとブイヤベースは絶品で、一口食べるごとにグラスを傾けてしまったくらいだ。

　一次会では、他部署の苦手な上司などもいて、まだ気を張っていた。

　だが、今はもうすっかり寛いだ気分になり、ほろ酔いになってソファの背もたれに身体を預けている。

　事件についていろいろと話しているうちに、話題は橋本を逮捕した時のことになった。

「だけど、本当に情けないっ！」

　美久はグラスに残ったワインを飲み干し、深いため息をつく。龍郎は何も言わず、美久の隣に腰かけて、話しながら飲み食いをする美久を見守ってくれている。

　日頃女性だからといって特別扱いするなと言っている自分が、女であることにつけ込まれ、まんまと橋本の罠にはまってしまった。

　思わぬハプニングがあったにせよ、囚われの身になったのは事実だ。その挙句、首筋を舐められ、ショーツの中に指を入れられてしまい――。

「……やだっ……！」

　美久は龍郎に聞こえないほど小さな声で呟き、密かに身を震わせた。

　橋本に触れられた時のことは、今も美久の記憶にはっきりと残っている。

　あんな変態男に組み敷かれ、身動きが取れなくなっていた自分を、今でも許すことができない。

　結果的に、おとり捜査が功を奏して橋本を逮捕できた。

　幸いと言っていいのか、橋本は録画をまだしていなかったようで、その時の映像は残っていない。

　けれど、大事には至らなかったものの彼の舌や手によって身体を汚されたのは事実だし、触れられたこと自体我慢ならなかった。

　身体が小刻みに震えていたのに気づいたのか、龍郎が美久を腕に抱き寄せてくれた。

「今夜はここに泊まれよ。張り込み部屋に寝泊まりするようになってから、ゆっくり眠れてないだろう？　橋本も、もう檻の中だし、あれこれ考えないで、そうしたらどうだ？　それに、お試しとはいえ、俺達は付き合っているんだ。遠慮なんかするな」

　龍郎が、そう言って咳払いをする。

　彼の気遣いを感じて、美久は少し躊躇したのちに「うん」と言って頷いた。

　お試しで付き合う件は、そう話した時以来二人の間で深掘りしていない。捜査でそれどころではなかったし、美久もあえてそのことには触れなかったのだ。

　龍郎の温もりを感じて、身体の震えはいつの間にか治まっている。いつも寄り添ってくれる彼の存在は、美久にとって今や心の拠り所だ。

　気持ちもほぐれ、美久は素直な気持ちになって彼の好意に甘えることにした。

「ありがとう。じゃあ、そうさせてもらおうかな」

「もしそうしたいなら、風呂に入るか？　もう準備出来ているし、すぐに入れるぞ」

「いいの？」　

「もちろんだ」

　仮住まいの官舎は、風呂が古く浴槽も脚を抱えて入らなければならないほど狭い。オマケに天井や壁から塗料のようなものがボロボロと剥がれ落ちてきて落ち着いて入れないのだ。

「……じゃあ、そうしようかな」

　遠慮がちにそう言うと、龍郎が「よし」と言うなり美久を腕に抱え、そのまま立ち上がってバスルームに向かって歩き出した。

「ちょっ……な、何を――」

「何って、風呂に入るに決まってるだろう？」

　美久が焦っている間に、バスルームに到着する。

「橋本を逮捕した時に、いろいろと嫌な思いをしたよな。今もフラッシュバックすることがあるんじゃないか？」

　逮捕に至るまでのことは、すべて明らかにしてきちんと調書に記述されている。

　美久は危機的状況に陥りはしたものの、龍郎の助けもあって無事逮捕に至り事なきを得た。

　ただ橋本の供述もあり、ラブホテルの部屋で何があったかは明らかになっている。

　美久はそれをふまえた上で毅然とした態度を取っていたし、同僚達の前では決してそれによって傷ついていることを悟られるような言動は取らずにいた。

　だが、さすがに龍郎だけには多少なりとも本音を吐露していたし、彼はそれに先んじて美久を気遣ってくれている。

　その優しさがありがたかったし、だからこそここで二次会をしようという彼の誘いに応じたのだ。

「実は、そうなの……」

　仕事中は忙しくしているから、平気だ。けれど、一人になると頻繁に当時のことを思い出してしまう。

「だったら、前に元カレ達の記憶を洗い流したように、今回も橋本に触られた記憶を俺が消してやるよ」

　龍郎はそう言って、美久の唇にそっとキスをしてきた。彼の舌先が唇の隙間を割り、口の中に忍びこんでくる。

　その甘やかな感触にほだされ、彼の腕の中で身も心もほどけた。

「甘えても、いいの？」

「当然だろう？　俺は美久の彼氏だ。美久はお試しのつもりだろうが、俺はそうじゃない。最初に言ったとおり、俺ははじめから本気だし、このまま今度こそ美久と本当の恋人同士になりたいと思ってる」

「んっ……ん――」

　キスをされながら床に下ろされ、着ているものをすべて脱がされた。正面から抱え上げられてバスルームに入り、ざっとシャワーを浴びたあと、そのままの姿勢でお湯に浸かる。

　その間もキスは続いていたし、それだけでもう自分が濡れているのがわかった。

　言うまでもなく、それは龍郎にも悟られている。

　首筋に彼の唇が移動し、そこを丁寧に舐めてもらう。

「あ、んっ……」

　心地よさのあまり、つい声が出た。

　美久は、龍郎に聞かれるままに改めて橋本に触られた場所を言い、彼の愛撫で嫌な記憶を上書きしてもらう。

「すごく安心する……。こんな気分になったのって、久しぶり……ぁあっ……あっ……！」

　膝を立てられ、湯面が腰の位置にまで下がった。

　彼の顔の前に乳房を晒すような格好になり、自然と息が弾む。

「美久……」

　囁かれると同時に乳先を口の中に取り込まれ、チュウチュウと吸われる。そうしながら、舌で乳嘴を捏ねるように愛撫され、身体の奥に火が点く。

　思えば、前にこれほど安心した気分になったのは、龍郎に抱かれた時以来だ。

　彼とこうしていると、身も心も宙に浮いているように軽くなる。触れられたところにもれなく熱が宿り、身体中が悦びに包み込まれたみたいになった。

「ひぁっ……あ、あああんっ！」

　乳嘴を甘噛みされながら、湯の中で花芽の包皮を剥かれた。ゆらゆらとお湯が揺れるたびに、ヒリヒリとした快感が美久を襲う。

　これほど心が満たされる存在は、龍郎だけだ。

　龍郎と離れたくない――そう思った美久は、もうたまらなくなって自分から彼に抱きついて彼の唇にキスをした。

「美久……」

「龍郎に抱かれたい……。私……龍郎が好き……。龍郎が一緒だと安心するし、もう離れたくないって思っちゃってるの」

　自分でも驚くほどの心境の変化だ。

　けれど、橋本の事件をきっかけに自分の本当の気持ちがわかった。

　将来的にどうなるかは、わからない。けれど、今この時に龍郎とずっと一緒にいたいと願う気持ちだけは変わらないと確信できた。

「だったら、そうしたらいい。美久……俺と本気で付き合おう。もちろん、結婚を前提にしての付き合いだ。俺は美久と本当の夫婦になりたい。美久、俺と結婚してくれないか？」

　まさかのプロポーズに、美久は絶句して固まる。

　けれど、願ってもない申し出を断る理由なんかあるはずもない。

「する！　龍郎と結婚、するっ……。だけど、本当に私でいいの？　――ん、ふ……」

　話している途中にキスで唇を塞がれ、舌を絡め取られる。

「美久は男勝りだけど、実は結婚願望が強い。そうだろう？」

「な……なんで、わかったの？」

「それくらい、普段美久をよく見ていればわかる。森田が結婚する時も、ものすごく羨ましそうだったし、同僚の結婚が決まった時も『私も結婚したい』って顔に書いてあった」

「嘘っ！」

　美久が掌で頬を拭うと、龍郎が朗らかな笑い声を上げた。

「やっぱりな。言っておくが、美久の願望を知ってたからプロポーズしたわけじゃないぞ。俺自身が美久と結婚したいと思ったから、そうした」

「龍郎……」

　美久は龍郎の首に腕を回し、もう一度彼と唇を合わせた。

「美久……愛してるよ。近くにいすぎて気持ちに気づくのが遅くなったが、もうずっと前から好きだった。美久と夫婦になって一生をともにしたいと思ってる」

「あああんっ！　あ、あふ……」

　湯の中で、龍郎の屹立が美久の花芽を何度となく引っ掻く。

　強い快楽に呑み込まれ、美久は身体を仰け反らせて喘いだ。

「龍郎っ……あ、あんっ！」

　湯の中で腰が浮き、屹立の先が蜜窟の入口をかすめた。

「ま……待って……。私にも言わせて。……私も龍郎を愛してる。龍郎と夫婦になりたい。それに、できたら二人の赤ちゃんもほしいなって……あっ、ごめん。いきなりこんな話――」

　結婚するからといって、必ずしも子供を持たなければならないわけではない。

　実際に夫婦二人だけの生活を選んだ人を知っているし、もし龍郎が子供を望まないなら、今の発言は先走り過ぎだ。

　しかし、龍郎は軽く首を横に振りながら、優しい笑みを浮かべた。

「俺だって、美久との赤ちゃんがほしいと思ってるよ。美久さえよければ、何人でもいい」

「本当に？」

「ああ、本当だ……。なんなら、今すぐに子作りしてもいいぞ。その代わり、いつ授かってもいいように、近いうちにお互いの両親に結婚の意志を伝えないとな」

「えっ……そ、そうだよね。結婚するなら、龍郎のご両親にもご挨拶に行かなきゃ……。お父さま、今も大阪だったよね？」

「ああ、そうだ。心配しなくても、うちの両親もきっと美久を好きになってくれるよ。それより、美久のご両親のほうが心配だ。危険が伴う仕事だし、いくら娘が警察官でも相手はそうじゃないほうがいいと考えている親御さんはたくさんいる――」

「何言ってんの？　反対されるわけないじゃない！」

　見当違いな心配をされて、美久はバスタブから立ち上がる勢いで声を上げた。

「こんなにかっこよくて頼りがいのある人、龍郎以外にいないよ？　経歴だって容姿だって最高だし、私にはもったいなさすぎて逆に申し訳ないくらいなのに。それに、娘の危機を救ってくれた恩人だもの……。きっと諸手を上げて大歓迎してくれるに決まってる」

「そうか。それを聞いて安心した」

　龍郎が、美久の濡れた髪の毛を掌でうしろに撫でつける。

　美久は彼と正面から目を合わせ、真剣な表情を浮かべた。

「龍郎と結婚なんて、私にとって究極の玉の輿だよ。念のために言っておくけど、それが目的じゃないからね」

「わかってるよ。美久はステイタスで男を選ぶような女性じゃない。ちゃんと俺という男を見て、惚れてくれたんだろう？　――ところで、もう我慢の限界なんだけど、そろそろ挿れてもいいか？　避妊具なしで、直に美久の中に入るけど」

　避妊具なし、というフレーズが、思いのほか胸に響いた。

　このままセックスをすれば、龍郎の精子が子宮まで入ってくる――そう思うと、身体中が今までにないほど熱くなった。

「い……いいよ」

　美久が頷くと、龍郎が嬉しそうに腰を抱き寄せてくる。

　互いの目を見つめながら唇を寄せ合うと同時に、龍郎のものが美久の中に入ってきた。

　屹立を受け入れた蜜窟が、強すぎる快楽に戦慄いてキュウキュウとそれを締め付ける。

「ああんっ！　あんっ！　ああああっ！」

　下からズンズンと突き上げを食らい、美久は一瞬で達してしまう。

　まだはじまったばかりなのに、もう果ててしまうなんて……。

　愉悦の余波に身を震わせていると、龍郎が美久の身体を胸にそっと抱き寄せてくれた。

「ご……ごめん……。私ったら……早すぎ……」

　美久が荒い息を吐きながらそう言うと、龍郎がふっと笑い声を漏らした。

「可愛いよ、美久。それだけ気持ちよかった、待ちわびてたってことだろう？」

「待ちわびてって……なんだか、私がすごくエッチな人みたいじゃないの。……まあ、全面的に否定する気はないけど」

　頬を染めながらそう呟き、上目遣いに龍郎を見る。

「正直だな。美久のそういうところ、大好きだよ」

　龍郎が、美久の頬に音を立ててキスをする。

「た、龍郎ったら……いつからそんなキャラになったの？　前は、もっとお堅いイメージだったよね？　話しかけてもろくに返事しなかったり、すかしたりして」

「それは、美久がやたらと俺に突っかかってきたからだ。それに俺が今みたいなキャラになったのは、美久のせいだぞ。いずれにせよ、どっちも俺自身だし美久を愛してるのには変わりないよ。さて、と……このままだと、のぼせるからベッドに行こう。そこで、じっくり愛し合おう」

　龍郎がクスクスと笑いながら、美久を横抱きにして湯船から立ち上がった。用意してあったバスタオルで身体を包み、身体を拭く。大雑把に拭いただけだから、まだあちこちが濡れているが、お互いにもう待ったはきかないほど熱くなっている。

　そうと自覚してから、まださほど時間は経っていない。

　けれど、これほど深く愛せる男性は龍郎のほかにいないと断言できる。

　美久は大股で廊下を行く龍郎に抱かれたまま、夢心地になってベッドルームに入った。

　ベッドの上に横たわると、二人とも待ちかねたように身体を絡め合い、何度となくキスをする。

「私、これほどエッチな気分になったのって、龍郎がはじめてかも」

「俺もだ。美久をとことん愛したい。いろいろな形で、いろいろな角度から……」

　龍郎に上からのしかかられ、美久は自然と脚を広げて彼を受け入れる体勢になる。

「……ん？　ちょっと待って。今言った『いろいろな形で、いろいろな角度から』ってフレーズ、どこかで聞いたような……」

　美久は龍郎と見つめ合いながら、記憶を探った。

「あっ！　わかった。それ、張り込み部屋にあったアダルト雑誌の特集記事でしょ！」

「正解」

　その記事は、男女別のランキング形式になっており、順位ごとにどんなセックスをしたいかが書かれていた。

　その中には、なるほどと思うようなものもあり、だからこそ記憶に残っていたのだろう。

「さては、あの中でやってほしいものがあったんだな？」

　ズバリと指摘され、美久はたじたじとなって視線を泳がせる。

「正直に言ってごらん。美久が望むなら何でもしてあげたいんだ」

　わざと甘い言葉をかけている――。

　そうとわかっていても、ここはあえてそれに乗ってしまいたい。

　そう思った美久は、頬を紅潮させながら自分がしたいことを龍郎に伝えた。

「じゃあ言うけど……あの中で女性のランキング五位になってたやつ……。言葉責めとかソフトなＳＭとか、興味あるかも。だって、龍郎なら似合いそうだし、こう見えて私って実は攻められると弱いタイプで――んっ……ん……」

　ふいに両耳を掌で塞がれ、唇にキスをされる。

　耳の奥で舌が絡み合う時の水音が聞こえ、たまらなくエロティックな気分になった。

　開いた脚の膝を立て、思いきり左右に広げる。まるで挿入を促すような格好になってしまい、さすがに欲しがり過ぎかと思いそっと脚を閉じようとした。

　すると、龍郎が手を離すなり耳朶を甘噛みしてくる。

「ダメだよ、美久。エッチな攻められ方をしたいんだろう？　だったら、もっとエロくならなきゃな」

　右手で左乳房を揉まれ、右の乳房にカプリとかぶりつかれる。乳暈を歯で引っ掻かれて、思わず身もだえて嬌声を上げた。

「あああんっ！　た……つお……ああっ！」

「知ってるよ、美久が実はＭっ気があるってこと。はじめて美久を抱いた時、そう感じたよ。でも、恥ずかしくて言えなかったんだろう？　ほら、言ってごらん。『もっと』って。この間は、何度もそう言ってねだってくれたよな？」

　上向いた蜜窟の入口に、龍郎が屹立の先を突き立てる。そのままゆるゆると腰を振られ、ぐちゅぐちゅと淫らな音が立つ。

　先端の括れが、蜜窟の浅いところを繰り返し引っ掻く。

　そうかと思えば、いきなり最奥まで屹立をねじ込み、奥を掘るように小刻みなピストン運動で攻め立ててくる。

　たちまち快楽の渦に身体ごと巻き込まれたようになり、美久は掠れた声を上げながらシーツを掴んだ。

「美久、締め付けすぎだぞ」

「いぁああんっ！」

　気がつけば目の前が白光に包まれ、天地がわからなくなる。無意識に腕を上げて手探りをすると、手首を引き寄せられて座位の姿勢になった。

　向かい合わせになって龍郎に跨るような格好で、さらに腰を振られる。感じているところをじっと見られて、恥ずかしさに目が潤んできた。

「ああああっ！　あああっ、あ、ああんっ……そんなふうに……しちゃ……ぃやあ……」

「嘘はダメだよ。本当はもっと突いてほしいんだろう？　ほら、こんなに濡らしてる美久は本当にエッチな子だな……」

　目を見据えられながらそう言われ、甘い後ろめたさに身も心も震えた。

「エ……エッチなんかじゃ……ないっ……」

　否定されることを期待して、唇が勝手に否定の言葉を漏らした。すると、龍郎が鷹揚に微笑んで美久の花芽を親指の腹で擦り上げる。

「ひっ……あ、あっ……！」

「俺のものを、こんなに美味しそうに咥えて……これのどこがエッチなんかじゃないのかな？」　

　潤む目で下を見ると、蜜窟の中に屹立が根元まで入っているのが見えた。それは、以前見た春画の中に描かれていたそれと同じで、たまらなく淫らだ。

「ほら、ここだってこんなにパンパンに腫らして……」

　龍郎が花芽の両端を指で押さえた。すると、つるりと包皮が向けてピンク色の花芯があらわになる。そこをチョンと指先でつつかれ、目の前でいくつもの火花が散った。

　かすむ視界の向こうで、龍郎の指が花芯をコリコリといたぶっている。挿入されながらそこを愛撫され、叫びだしたいほどの快感が美久を襲う。

　堪えきれず身体を仰け反らせると、龍郎が美久の背中を抱えくるりと身体を反転させてきた。

「あ……あああっ！」

　龍郎のものが美久の中でぐるりと回転した。その衝撃に耐えかねて両手を前につくと、そのまま腰を引き上げられて四つん這いの姿勢になる。

　さらに奥まで屹立をねじ込まれ、身体の内側を何度となく掻かれた。

　それだけでも泣き出しそうに感じるのに、龍郎が背後から美久の身体を羽交い絞めにしてくる。

　そんな体勢になっただけでも歓喜の声が漏れ、足の間がキュンキュンしてきた。

　されるがままになるのが、こんなにも心地いいなんて……。

　美久は恍惚となって、唇の縁を舐めた。

「もっとして……。龍郎……好き……もっと龍郎に、いろんなことをされたいの……」

「いいよ。だけど、いっぺんにはしてあげられないな。様子を見ながら、少しずつ……美久をもっとエロくてエッチな子にしてあげるよ。誰にも言えないほどふしだらで淫乱な、俺だけのビッチに――」

「あ、あああああんっ！」

　投げかけられる言葉が、美久の肌をビリビリと震えさせる。龍郎だけのビッチになれると思うと、嬉しくて全身から力が抜けそうになった。

　それを耐えながら身をくねらせて喘ぎ、知らぬ間に口角から唾液を垂らしていた。

「あ……ぁ……、いいっ……すごく、いいのぉっ……」
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　両脚を彼の膝で挟むように固定され、斜め上に向かって腰を振られた。

　子宮の入口と花芽の裏側を同時に刺激され、美久は猫のような啼き声をあげて全身をビクリと震わせる。

　決して激しく動いているわけではない。それなのに、ものすごく気持ちがいい……。

　中がピッタリと閉じて屹立を締め付けているのがわかるし、それが今にも爆ぜそうになっているのをありありと感じている。

「龍郎っ……も……イっちゃうっ……あっ……」

　あとひと突きされたら、確実に達してしまう。

　美久がそう思った時、急に体勢を崩されて屹立を引き抜かれる。

　絶頂を目前にして、おあずけを食らわされ、美久は唇を尖らせながら龍郎を振り返った。

「意地悪っ……」

　そう言った途端、再び身体を仰向けにされて両膝を左右に大きく広げられる。

「ごめんごめん。美久がイクところが見たかったものだから――」

　上から見据えてくる龍郎が、ニッと笑った。その顔に浮かぶ嗜虐的な表情が、美久の心を鷲掴みにする。

「ああああっ！　た……つお……ああああああんっ！　あんっ！」

　挿入してすぐに最奥まで達した切っ先が、子宮をグッと突き上げてくる。そこに狙いを定められ、何度となく腰を打ちつけられた。

　愉悦で腫れあがった内奥が、屹立を締め付けて震える。嬌声が途切れ、一瞬で高みに昇り詰めて身体がふわりと浮き上がった。龍郎の眉間に深い縦皺が寄ると同時に、滾るほど熱い精が切っ先から迸る。

　それを感じ取った美久の子宮口が、それを招き入れるように収縮した。

　身体と心をいっぱいに満たされ、美久は重なってきた龍郎の唇に想いを込めてキスを返すのだった。









第四章　格差と恋慕のはざまで







　三月も下旬になり、ようやく日差しも春らしくなってきている。

　そんな中、龍郎の警視正昇進が決まった。その結果、彼は四月から世田谷警察署を離れ、警察庁の警備局外事情報部で国際テロリズム対策の仕事に携わることになった。

　警視正は警察官の階級としては第四位に位置し、昇進は試験ではなく選考により行われる。

　誰もが、彼ならほぼ間違いなく上に行くだろうと思っていたし、実際にそれが現実になった。

　龍郎自身は、警視正になってもせめて現場に近い位置に居続けたいと強く願っていた。

　だが、彼の知識と現場で培った能力は、一警察署に置いておくには惜しいとされ、彼の望みは却下された。

　もともとキャリア組である龍郎が、現場仕事に直接かかわっていたこと自体異例だったのだ。

　むろん、昇進と異動の件は龍郎から事前に聞かされていたし、心からそれを嬉しく思って当日は彼と祝杯を挙げた。

　彼の将来を思えば喜んでしかるべきだ。

　だが、本音を言えば、龍郎には現場に残ってほしい。そう願うほど、彼は現場で実績を挙げているし、同僚としていなくなるには惜しい人材だ。

　けれど、一巡査部長の自分が、将来有望な人材の将来に口出しなどできるはずもなかった。

　そもそも彼ほどの男を今の位置に留めておくこと自体不可能だし、そうであれば彼がさらに上を目指せるよう背中を押すのが同僚としてできることのすべてだ。

（龍郎は、それだけ優秀な人材だもの。彼なら、次にいく部署でもっと活躍するに決まってる）

　キャリア組であっても、現場にこだわって職務に励んでいた龍郎だ。

　彼とともに事件に携わってきた仲間は皆龍郎の輝かしい未来を祝福している。

　美久も恋人として彼の昇進決定を祝い、龍郎自らの希望でネクタイを贈った。彼は心から喜んでくれたし、二人の仲は順調そのもの。

　ただ、橋本の事件が解決してまもなく所轄内で重大事件が発生し、それぞれが捜査に携わっていたため、ゆっくりと会えない日々が続いた。

　龍郎は最後になるであろう現場仕事に打ち込んでいたし、美久も同様に休む間もなく捜査に当たっていた。

　事件は捜査員の努力により、早期解決した。

　けれど、事件が解決したのちも、龍郎は引継ぎや各方面への挨拶に忙殺され、相変わらず署内で顔を合わせるのがやっとの状態が続いている。

　そんな慌ただしさもあり、今も以前二人で話して決めた双方の両親への挨拶はできていないままだ。

　もちろん、それぞれに忙しいながらも、連絡は密に取り合っている。

　だが、正直言って寂しさを感じているし、彼と結ばれてからは気にしないようにしていた二人の格差が改めて気になり始めた。

　こんなことなら、同居しようと言ってくれた彼に従えばよかった――。

　今さらのようにそんなことを考えるも、後悔先に立たずだ。

（私って、前からこんなだったっけ？　ううん、ぜったいに違うよね）

　以前の美久は、悩んでもグズグズと引きずったりせずに、すっぱりと気持ちを切り替えることができていた。

　それなのに、今はどうだ。

　グズグズと悩むのは自分らしくない。

　そう思いつつも、龍郎の背中が、どんどん遠くなっていくような気がして仕方がなくて……。

　そんな時、美久の妊娠が発覚した。

　産婦人科にかかった結果、現在妊娠三か月。出産予定日は十月の下旬とのこと。

　当然、お腹の子の父親は龍郎であり、避妊具なしでセックスをしていたのだから、いつできてもおかしくない状態ではあった。

　しかしながら、日頃の不規則な生活のせいか、美久の生理周期は乱れがちで、まさかこんなにもあっさり妊娠してしまうとは思っていなかったのだ。

（周期が乱れがちだからって、妊娠しにくいわけじゃないもんね。言えば、龍郎はきっと喜んでくれる。でも……）

　結婚を約束してのセックスだったし、後悔はない。けれど、さすがに動揺したし、タイミング的に龍郎の昇進決定と重なってしまい、美久はいまだに彼に言い出せずにいる。




　年度末のあわただしさに包まれた、三月最後の金曜日。

　仕事が終わったあと、美久は同期であり親友の奈々とカフェで待ち合わせをした。

　美久は奈々にだけは龍郎と付き合い始めたことを告げており、彼女は驚きつつも二人の仲を応援してくれている。

　まさかの妊娠が発覚したあと、しばらく誰にも言えないで美久は思い悩んでいた。けれど、一人で思い悩んでいてもどうにもならず、思い切って一児の母でもある奈々にすべてを打ち明けて相談に乗ってもらうことにしたのだ。

　思いがけない話を聞かされた奈々は、はじめこそ驚いていたが、妊娠を心から祝福してくれた。

「おめでとう、美久～！」

「ありがとう……って、言っていいのかな？　結婚しているわけでもないし、素直に喜べない感じだけど……」

「何言ってんの！　いいに決まってるでしょ。それに、沖田とは結婚の約束をしているんだから、何の問題もないわよ」

　美久が一時期生理不順で悩んでいたことを知っている奈々は、妊娠できたこと自体も喜んでくれた。その上で、一日も早く龍郎に告げるよう進言してくる。

「沖田、ぜったいに喜んでくれるよ」

「たぶん、そうだと思う。でも、いつどのタイミングで言おうかなって……。彼、もうじき異動するし、なんだかんだで忙しいし――」

「何言ってんのよぉ。仕事も大事だけど、それよりも、お腹の子が最優先でしょ！　まだ初期だから、くれぐれも無理をしちゃダメだからね。とにかく、できるだけ早く沖田に言って、さっさと結婚しちゃいなさい。お腹の子は待ってくれないわよ」

　奈々にアドバイスをもらい、背中をグンと押されたような気がした。

　おかげで、すぐにでも龍郎に打ち明けようという気持ちになり、実際に口にする言葉を考えて鏡の前で練習までした。

　けれど、いざ告白しようとすると、なかなかうまくタイミングが計れない。

　それに、ただでさえ送別会だなんだと異動の慌ただしさが続いていて、二人きりで話す時間を取ること自体難しいのだ。

　結局、妊娠に関しては何も言い出せないまま龍郎が異動する日を迎え、龍郎は皆に見送られて世田谷警察署を去っていった。

　むろん、だからといってもう二度と会えなくなるわけではない。　

　けれど、龍郎がいなくなった職場に来てみると、思っていた以上に寂しさを感じる。

（異動したんだもの。ここにいなくて、当たり前だよね）

　頭ではわかっていたが、いざそうなってみると彼との距離を身をもって実感してしまう。

（私、こんなにセンチメンタルな性格じゃなかったのにな……）

　そう思うものの、今は恋愛の最中で、しかもお腹には龍郎の赤ちゃんまでいるのだ。

　一人きりの時間が続けば、いつも以上に寂しさを感じるのも無理もないし、今度はいつ会えるのか気になって仕方がない。

　署の刑事課は、原則日勤制で土日祝日は休みだ。

　龍郎がいる警察庁も同様だが、肝心の彼は異動した早々仕事に追われて、休日返上で職務にあたっている。

　美久にしても、いつまた事件が起きて昼夜問わず捜査に駆り出される日が来ないとも限らない。

　このまま忙しさが続いたら、身体ばかりか心まで離れてしまうのでは？

　ふと、そんな不安にかられながら迎えた週明けの月曜日。

　美久は、今日こそ龍郎にきちんと会って話す約束をしようと思いながら出勤した。

　扱った事件の報告書を作成していると、いつの間にか昼になっている。喉の渇きはあるが、食欲はあまりない。

（なんだかいつもと違ってて、調子狂うなぁ）

　美久は凝り固まった首をぐるりと回しながら、二課のデスクを離れ廊下の中ほどにある自動販売機に向かった。

　そして、肩を揉みながら小銭を入れ、いつものコーヒーではなくルイボスティーを買う。

（やっぱり食欲がない……。これも妊娠のせいかな？）

　幸い、つわりなどの兆候はないが、なんとなく胸やけがする。

　あとでコンビニエンスストアに行って、おにぎりでも買おうかと思っていると、廊下の向こうからやってきた町田まちだという女性警部補が、美久に話しかけてきた。　

「お疲れ～。それ、ルイボスティー？　珍しいね。いつもコーヒーばかりなのに」

　生活安全課に所属する彼女は、以前交番勤務をしていた時に直属の上司だった人だ。割と短いスパンで転勤を重ねてきたせいもあって顔が広く、町田の頭の中には常時都内にある各警察署や勤務する警察官に関する情報が詰まっていると言われている。

「はい、今日はそんな気分なので」

　署内の同僚は、誰も美久と龍郎が付き合っていることを知らない。ましてや彼の子をお腹に宿しているなんて想像もつかないだろう。

　龍郎が異動して以来、毎日のように顔を合わせることもなくなり、ややもすれば彼とのことはすべて夢だったのではないかと錯覚しそうになる。そんな日々に終止符を打つべく、今日龍郎に連絡をする時に、彼と会う約束を取り付けようと決心したのだ。

「ところで、沖田警視正のこと聞いた？　今度警察庁長官の親戚にあたるお嬢さんとお見合いをするらしいわよ」

　突然もたらされた情報に、美久は色を失くした。

　咄嗟には言葉が出ず、さりげなく自動販売機のほうを向いて町田の視線から逃れる。

「さすがキャリア組は違うわねぇ。まだ若いのに、将来は長官の椅子に座るんじゃないかって言われてるくらいだもの。結婚も出世する手段のひとつってわけね」

「そ……そうですか」

「そのお嬢さんっていうのが、海外のモデルエージェンシーとライセンス契約しているモデルさんらしいの。大学を首席で卒業した才女だって言うし、天は二物を与えずって言うけど、そうじゃない人って、いるところにはいるのねぇ」

　龍郎が見合いをするなんて、聞いていない！

　しかも、セレブで才女のモデルなんて……。

　連絡は取り合っているのだから、そんな話があればメッセージをよこすついでに、ひと言あってもいいはずだ。

　それがないということは、彼自身が見合いの件を話題にしたくなかったということだろうか？

　もしくは、きちんと会って話そうとしているのでは？

　いろいろな憶測が頭の中を飛び交い、落ち着いて考えることができない。

　美久は町田に愛想笑いを残して、そそくさと自席に戻った。

（龍郎に限って、そんなはずがない）

　頭の中でそう断じるも、はっきりとした確証があるわけではなかった。

　龍郎とは愛し合っているし、結婚を約束した仲だ。

　噂話を聞いたくらいで、何を弱気になっているのか――そう思うものの、見合いをするなんて聞いたからには平常心ではいられなくなってしまう。

　警察庁長官といえば、警察機関の頂点に立つ人物だ。そんな人の親戚だというのだから、見合い話は長官自身が持ち出した話に違いない。

　龍郎のことは信じている。

　けれど、警察のトップに見込まれている証のような見合い話を、果たして断ることができるだろうか？

　結婚は互いに対する愛情があってこそ、成り立つものだ。

　しかし、見合いしてから愛情が生まれる場合もある。現に美久の両親は見合い結婚であり、母親は父親の元上司の娘だ。

（いったい、どうしたらいいの？）

　せっかく龍郎と会って妊娠のことを告げる決心をしたのに、今やその気持ちが大きく揺らぎ始めている。

　しがないノンキャリアの巡査部長と、キャリアの頂点である人物の親戚にあたる才女でモデルのご令嬢。

　どう考えても向こうのほうがいいに決まっているし、結婚すればビジュアル抜群の絵になる夫婦になるに違いない。

（私が張り合っても、到底敵うわけない……。それに、龍郎の将来のことを考えると、私よりも才女でモデルのご令嬢のほうがいいに決まってる）

　考えあぐねたまま帰宅し、結局妊娠のことは告げないまま、その日の龍郎とのメッセージのやり取りを終えた。ベッドに入り、横向きになって部屋の壁を見つめる。

（龍郎……どうして、お見合いの話を教えてくれないんだろう？）

　自分が妊娠の事実を隠しているのを棚に上げて、美久はベッドの上で寝返りを打つ。

　彼の真意は、本人に聞いてみなければわからない。

「愛してる」と言ってくれたのは確かだし、その気持ちを疑うつもりはなかった。けれど、世の中にはしがらみというものがあるし、警察は上下関係がものをいう世界だ。

　上司からの命令に逆らえば、それだけ出世の日が遠ざかる。どんなに志を高く持っていても、行く道を阻まれたら、目的を達成することができないのだ。

　龍郎は、生まれながらの警察官と言ってもいいほど正義感に溢れている。彼は自分の発言に責任を持つ男だし、容易にそれを撤回するような真似はしないはずだ。

　しかし、警察のトップに立たなければできないことをやろうとするなら、取捨選択をしながら組織を生きていかなければならないのもまた事実だった。

（龍郎は将来トップに立つべき人だし、もし私がその邪魔になったりしたら……）

　美久は、考えた末に出た答えを頭に思い描いた。

　龍郎のことを心から愛しているのなら、ここまで来た道筋とは違う、もっと別の道を行くべきなのでは？

　いずれにせよ、今一度自分達の関係について考えてみたほうがいいのかもしれない。

　そう思いながら、美久は自分のお腹に手を当てて深いため息をつくのだった。




『子供を産むと決めたら、利用できる制度はフルに利用しなきゃだよ。それと、場合によっては今の部署から異動させてもらうことも考えないと』

　奈々にそう言われ、美久は警察官の出産から育児に関する福利厚生について綿密に調べ上げた。

　四月下旬の今、お腹の子はもう四か月だ。今のところ、まだお腹は目立たないが、このままずっと妊娠を隠しおおせるはずもなかった。

（やっぱり、一度上に相談してみないと……）

　美久はこれまでどおり世田谷警察署の刑事二課で職務にあたっており、今後も現場中心の仕事をこなしていくことになる。

　しかし、場合によっては一時的にデスクワークに就かせてもらうよう希望をだしてみなければならないし、異動も視野に入れたほうがいいかもしれない。

（現場から離れるのは嫌だけど、まずはお腹の子を守らないと）

　いろいろと考えた結果、美久はお腹の子供は自分一人で育てていく決心をした。

　だが、妊娠の事実を告げれば、龍郎は自分の将来を捨ててまで美久と結婚しようとするだろう。

　そうさせないためにも、龍郎には妊娠の事実を知らせたくない。

　しかし、今は誤魔化せても、月日が経てばそれだけお腹の膨らみは大きくなる。このまま彼と会わずに出産するためには、どうしたらいいだろう？

　気持ちは決まったものの、問題の解決法が見つからないまま思い悩んでいたところに、龍郎に異動早々、外務省在フランス日本国大使館の一等書記官として海外勤務の話があるらしいと聞いた。

　情報源は町田で、彼女は警察庁にいる知り合いからその情報を得たらしい。

　海外勤務は、龍郎が将来警察庁長官になるための大きな一歩であり、彼の人生においてかなりプラスになる経験ができるまたとない話だ。

　セレブお嬢さまとの見合い同様、きっと龍郎は、このチャンスをものにしてさらなる飛躍を遂げるに違いない。

　そうなると、なおさら彼の足かせになるのだけは、絶対に避けなければならなかった。

（私とお腹の子のために将来を棒に振るなんて……。そんなの、ぜったいにダメ！）

　町田によれば、龍郎が渡仏するとすれば九月頃であるらしい。

　出産予定日は十月の下旬だから、うまくいけば妊娠を隠したまま彼をフランスに送り出せる。

　そう考えた美久は、奈々を巻き込みながら脳味噌をフル回転させて対策を練った。

「なんで、沖田に本当のことを言わないのよ～！」

　奈々は半泣きでそう言ってくれたが、考え抜いて心に決めたことだ。

　妊娠に関して、職場には龍郎の名前を出すつもりはない。

　上司や同僚には、わけあって一人で出産と子育てをすると言い、なるべく人に知られたくないという気持ちを伝えるつもりだ。

　人の口には戸が立てられないが、皆きっと協力してくれるだろう。

　相変わらず、龍郎とは連絡を取り合ってはいる。

　だが、互いの忙しさや、美久のほうから積極的に連絡をするのを止めていることもあり、以前に比べて頻度は低くなっている。

　異動するまでは割と頻繁に電話で話すこともあったが、今はメッセージのみで、朝の挨拶の次が「おやすみ」になることもしばしばだ。

　こちらからあえて聞かないせいもあるが、セレブお嬢さまとの見合いの件はいまだ龍郎から話を聞けていない。

　気にならないと言えば嘘になるが、今となっては何も知らないふりをしたほうが何かと都合がよかった。

　願わくば、このまま二人の関係がフェードアウトしてくれたら……。

　そんなことを思い始めたゴールデンウィーク明けの平日、また新しく事件が起きて捜査本部が編成された。

　美久もメンバーの一人になったが、うまく立ち回って裏方に回り主にデスクワークを担当して与えられた仕事を積極的にこなしている。

　休みの日には、あえて外出の予定を立てて龍郎からの誘いを断り、忙しいからとメッセージの返事もろくに返さない日々が続いた。

　休む暇もなくゴールデンウィークが過ぎ、五月も中旬になった頃には、少しだけお腹が目立つようになってきた。しかし、まだ制服で誤魔化せる範囲だし、誰にも気づかれていない。

　だが、じきにお腹の膨らみを隠しきれなくなるだろうし、そうなるといよいよ上司や同僚にも妊娠の事実を明かさなければならなくなるだろう。

　それについては、もうどう言うべきか考えてあるし、大いに驚かれる準備もできている。




　五月も下旬に差し掛かった金曜日の夜、美久は捜査本部での仕事を終え、世田谷警察署を出て帰途についた。

　住まいは今も官舎で、新居探しは頓挫している。

　今後のことを考えると、多少設備が古くて不便でも、引っ越しなどせずにこのまま官舎に住んでお金を貯めたほうがいいかもしれない。

（子供を育てるのって、お金かかるし、せめて無事出産して子供が保育園に行くまでは、せっせと貯金額を増やしたほうがいいよね）

　一人で育児をするにあたり、仕事や保育園など考えることは山積みだ。

　もうすでに出産育児に関する公的な支援制度については調べてある。

　職場についてもしかりで、それについては奈々がずいぶんと頼りになった。

　途中、駅前のスーパーマーケットに立ち寄り、食材を見て回る。以前は、龍郎に言われてもあまり改善しなかった食生活だが、妊娠を機にかなり食事には気をつけるようになった。

　料理の腕が上がったわけではないが、栄養面に配慮した食材を選ぶようになったし、添加物にも敏感になっている。

（気にしすぎは良くないって言うけど、気にしなさすぎもダメだもんね）

　普段飲むコーヒーもノンカフェインのものを選び、妊娠中に不足しがちな鉄分やカルシウムなどを多く含むメニューを考えながら棚を巡り、買い物かごを持ってレジに向かう。

（あ～あ、こんな事なら、もっと本気で料理に取り組んでおくんだった）

　しかし、そう言えるほど料理をしてこなかったし、それは自分の責任だ。

（龍郎が作ってくれた料理が恋しいな……。親子丼、自分で作れるよう、レシピを聞いておけばよかった）

　難しい料理は無理でも、親子丼ならどうにか作れるかもしれない。

　そう考えた美久は、スマートフォンで親子丼の材料を調べながら、食肉コーナーに戻って鶏肉を買い物かごに入れた。

　外食で食べる親子丼は、店によってそれぞれ味が違う。

　レシピさえわかれば、多少なりとも龍郎の味に近づけたかもしれなかったのに……。

　つくづく自分のガサツさに呆れつつ、必要なものを買い物かごに追加して再度レジに向かった。

　そして、ふと思いついて雑誌コーナーに寄り道をし、棚から妊婦の情報誌を手に取って小脇に抱える。

（買い忘れはないよね）

　買い物かごの中を確かめ、レジを目指して通路をまっすぐに歩く。

　しかし、列に並ぼうとした時に、ふいに横から伸びてきた手に買い物かごを奪われてしまう。

「え？　わわっ……た、龍郎！」

　目の前に立ちふさがった龍郎が、買い物かごを持って美久に迫る。彼は美久の背中に掌を当てながら、ともにレジに並んだ。

「いくら連絡しても会ってくれないから、無理矢理来た」

　龍郎はそう言うと、目を細くして隣から美久の顔をチラ見する。

「ごめん……。いろいろと忙しくて……」

　そう言い訳しながら下を向くと、小脇に抱えていた雑誌が目に入った。

　しまった！

　こんなものを持っていては、妊娠がバレてしまう。

　美久がどうしたものかと思いあぐねていると、龍郎が手を伸ばし、美久が持っていた雑誌を取って買い物かごの中に入れた。

「あっ」

　驚いたのも束の間、龍郎の手が美久の背中をポンポンと優しく叩いてくる。

「知ってるよ。お腹に赤ちゃんがいるんだろう？　昨日、森田を問い詰めたら、教えてくれた。秘密だからって、かなり言うのを渋ってたけどな」

「……そっか……」

　それからすぐにレジの順番が来て、会計を済ませる。

　龍郎はショッピングバッグを片手に、美久をスーパーマーケットの駐車場に連れて行った。

　助手席のドアを開け、シートに腰かけるよう言われる。運転席に乗り込んだ龍郎が、すぐに車をスタートさせた。

「お腹、順調か？　どこか辛いところとかないか？」

　龍郎の声が、いつになく優しい。

　彼に気遣われているのがわかるし、聞いているだけで安らぎを感じる。

「どこも辛くないし、順調よ」

「そうか。よかった……。とりあえず、俺のうちに行こう。話は、それからだ」

　ほとんど無言のまま龍郎のマンションに向かい、車を降りて彼の部屋に足を踏み入れた。

　入るなり玄関先で、そっと胸に抱き寄せられ、奪うようなキスをされた。

　ひとしきり唇を合わせたあと、龍郎が美久を気遣いながら腕に抱え上げ、ソファまで連れて行ってくれた。

　そのまま腰を下ろし、間近で彼と見つめ合う。

「龍郎、黙っていてごめんね」

　美久は下を向いて小さな声で謝罪した。

　きっと彼は、黙っていたことを怒っている。そう思いながら顔を上げると、意外にも龍郎は嬉しそうな顔で微笑みを浮かべながら、再度唇を合わせてきた。

「謝るのは俺のほうだ。本当に、ごめん。美久が妊娠していることに、もっと早く気づくべきだったし、変に気を回したりせずに会いたければさっさと美久に会いにいけばよかった――」

　龍郎曰く、仕事に忙殺されて以前ほど美久との連絡を密にできなくなったのは、常々気にしていたみたいだ。そのうちに、どうやら美久が急に自分と連絡を取りたがらなくなったことに気づき、大いに焦った。喧嘩をしているわけでもなく、思い当たる節もない。

　では、いったいどんな理由があって、避けられているのか……。

　いくら考えてもわからないし、いろいろと悩み過ぎて身動きが取れなくなっていたのだ、と。

「もしかして、ほかに男ができたんじゃないかとか、忙しくてなかなか会えなくなったことで愛想を尽かされたんじゃないかとか……」

「まさか！　ぜんぜん違うよ！」

　まるで見当違いな心配をされていたとわかり、美久は呆れるやら驚くやらで目をパチクリさせた。

「そんなはずないでしょ！　なんで私が龍郎以外の人に心を移したり、龍郎に愛想を尽かしたりするのよ。それに、いろいろと気を回していたのは私も同じだし……」

「とにかく美久、ありがとう。俺との赤ちゃんをお腹に育んでくれて本当に嬉しいよ。どう表現していいかわからないくらいに、嬉しくてたまらない」

　龍郎が美久の身体を、ゆったりと腕の中に包み込んだ。

　その優しい感触に、心がふっと軽くなるのを感じる。

「美久、愛してるよ」

　唇に何度となくキスをされ、それが美久の顔中に降り注ぐ。今や満面の笑みを浮かべている龍郎が、美久の頬を掌で包み込んだ。

　龍郎が妊娠を心から喜んでくれているのがわかって、美久は心から安堵した。そして、抱き寄せてくる彼の胸に頬をすり寄せる。

「俺はもう、美久とこれ以上離れていたくない。誰が何と言おうと、たとえ美久が嫌がっても、今日からここで一緒に暮らそう。すぐにでも必要な届出をして、俺と夫婦になってほしい」

「龍郎……」

　久々に触れ合う彼の身体は、この上なく逞しく頼り甲斐がある。

　龍郎の言うことなら信じられるし、嘘はないのもわかっていた。しかし、美久が彼と別れる決心をする決定打になったことについて、きちんと話さなければならない。

「でも、お見合いはどうするの？」

　美久がためらいつつ訊ねると、龍郎がキョトンとした表情を浮かべる。

「見合いって、なんだ？」

「だって、お見合いをするんでしょう？　才女で海外でモデルをしているセレブお嬢さまと」

「才女でモデル？　……いったい、何のことかわからないが……」

　話を聞く龍郎の顔は、本当にわけがわからないといった感じだ。

「町田警部補に聞いたの――」

　美久が言葉に詰まりながら話すと、龍郎はようやく合点がいったとばかりに大きく頷いた。

「ああ、長官の親戚のお嬢さんの件か。それなら、話が進む前にきちんと辞退させてもらった。僕には婚約者がいますので、って」

「えっ……ほ、本当に？　本当にお見合いをしないの？」

「ああ、本当だ」

「でも、長官の勧めるお見合いを断るなんて出世に響かない？　それに、その人と結婚したら出世にも有利だろうし――」

「俺を見くびってもらっちゃ困るな。上から打診された見合いを断ったくらいで出世の道を阻まれたりしないよ。それに、どうやらあの見合い話は長官が先走って決めた話だったようだ」

　龍郎曰く、当のお嬢さまには好きな人がおり、たとえこちらがその気になったとしても頓挫していた話だったらしい。

「じゃあ、日本国大使館の一等書記官としてフランスに行くっていうのは？」

「それも町田警部補から聞いたのか？」

　美久が頷くと、龍郎が眉間に皺を寄せて渋い顔をする。

「どうやら、町田警部補は警察庁の内部局の誰かと繋がっているようだな。フランス行きの件は本当だ。少し前に川口かわぐち一等書記官が体調不良で入院することになってね――」

　川口というのは、現外務省在フランス日本国大使館の一等書記官であり、今は現地の病院で入院加療中なのだという。

「その人の代わりに、俺が臨時で書記官の職に就くことになったんだ。入院はそう長引くものじゃないと見込まれているし、おそらく三か月以内には帰国できるんじゃないかな」

「そうだったんだ……」

　詳細を知り、美久は身体から力が抜けていくのを感じた。

　もう何日も見合い話や渡仏の件で悩んでいたのに、蓋を開けてみれば聞いた話はすべてが事実というわけではなかったのだ。

「おい、美久。俺が長官に勧められたからといって、尻尾を振って見合いするとでも思っていたのか？」

　わざと怖い顔で凄まれ、美久はたじたじとなって首を横に振った。

「ち、違う。そんなふうには思ってないよ。で、でも……」

　美久が口ごもると、龍郎が一気に表情を和らげた。そして、美久の額にキスをして改めて身体を抱き寄せてくる。

「ごめん。美久の困った顔があんまり可愛いから、ちょっとだけ意地悪を言っただけだ。たとえどんなに好条件の見合い話が来ても、きっぱりと断るよ。俺には美久がいるし、俺の生涯のパートナーは美久しかいない」

「龍郎っ……」

　美久は感極まって龍郎に抱きつき、彼の唇にキスを返した。

「ごめんね。私、どうかしてた」

　あれこれと言いわけをしようと思うも、もう言葉にならなかった。　

　どうかしてた――そのひと言に尽きるし、いつの間にか過剰に偏った考え方をしてマイナス思考の迷路に迷い込んでいたみたいだ。

「俺の将来を考えてくれた上でのことだろう？　美久の気持ちはわかってるよ。だけど、俺にとって美久とお腹の子以上に大事なものはない」

　そう言い切った龍郎が、美久の頭のてっぺんに唇を寄せる。

「妊娠すると、いろいろと身体に変化が起きるし、いつも以上にナイーブになる。俺がもっと美久のそばにいて、いち早く妊娠に気づけばよかったんだ。こんなに嬉しいことはないし、いくら会えなかったとはいえ、鈍感にもほどがある」

　龍郎が自分自身に憤っているのを見て、美久は彼の頬に唇を寄せた。そして、甘えたようにそこにいくつものキスを落とす。

「私が龍郎を遠ざけるようなことをしたから……。ベタベタくっついていたら、きっとすぐに気づいてくれてたと思う」

　美久は、龍郎の手を自分の少しだけ膨らんだお腹の上に置いた。

　すると、龍郎が目尻を下げてとろけるような微笑みを浮かべ、優しい手つきで美久のお腹を撫でさすってくる。

「お腹、もうこんなに膨らんでいるんだな。尊いな……ここに新しい命が宿っているんだと思うと、ひれ伏したくなるよ」

　龍郎は、そう言うとソファから下りて床の上で跪いた。そして、美久の腰を抱き寄せて洋服の上からお腹にキスをする。

「龍郎ったら……」

　繰り返しお腹にキスをする彼を見て、美久は小さく笑い声を上げる。

「美久、改めて言うよ。俺と夫婦になってくれ」

　龍郎からそう言われ、美久は嬉しさで破顔しながら大きく頷いた。

「もちろん！　龍郎、そう言ってくれて、すごく嬉しい」

　二人は、にっこりと微笑み合い、改めて愛を誓い合った。

「じゃあ、明日にでも、一緒に婚姻届を出しに行こう。土曜日でも、休日用の窓口が開いているだろう？」

「うん、そうしよう。あっ……だけど、龍郎のご両親には、まだ挨拶できてないよ」

「その点は心配いらない。八木美久っていう同僚と結婚するつもりだっていうのは報告済みだし、俺がいかに美久が素晴らしい女性か力説したら、心から祝福して喜んでくれたよ」

　龍郎は大阪にいる自身の両親に、橋本の事件が解決したあとに同僚達と撮った美久の制服姿の画像まで送ったらしい。

「あの時の私、髪の毛ボサボサじゃなかった？　せめて、もう少しましな写真を送ってくれたらよかったのに」

「心配しなくても、十分綺麗だったし可愛かったよ。もちろん、今だってそうだ」

　龍郎の手が美久のスカートの中に入り、太ももの外側をまさぐってくる。

　いつの間にか彼の上体が脚の間に分け入ってきており、美久はソファに座りながら大きく脚を開いた格好になっていた。

　龍郎の唇が美久の両方の膝に口づけ、徐々に脚の付け根に向かって移動していく。

「美久、何度でも言うが、俺は美久を愛してる。もう美久なしじゃこの先やっていけない。大袈裟に聞こえるかもしれないが、本当だ。それが証拠に、さっき言ったみたいな見当違いな心配ばかりしてたし、会いたすぎて美久の夢を毎日のように見てた」

「私の夢？　それって、どんな夢？」

　美久が訊ねると、龍郎が顔を上げた。

「もちろん、エロい夢に決まってるだろ。美久と思いきりセックスをして、何度も美久の中に俺の子種を注ぎ込む夢だ。ノーマルなセックスだけじゃなくて、前にやったみたいに、いろいろなシチュエーションで楽しんだりしたよ」

　奈々からプレゼントされたアダルト雑誌を見て以来、二人は少々マニアックなセックスを楽しむようになっていた。それは、互いに役割を決めたシチュエーションの中で行われるもので、以前は「女性刑事と被疑者」を演じながら存分に性欲を満たしたのだ。

「たとえば、どんな？」

「教師同士とか医師と看護師とか。あとはマッサージルームの施術する側とされる側。そのほかにも、偶然乗り合わせた電車の中でとか、野外とか――」

「た、龍郎のエッチ！　なんだか、どんどんエッチキャラになっていくみたい」

　あの張り込みをするまでは、こうなることなんて想像もしていなかった。それが今では互いに想い合って、離れがたくなっている。

「俺がこんなになったのは、どう考えてもぜんぶ美久のせいだ。エッチになるのは美久を相手にする時だけだし、ほかの女性にはまったく興味がないんだからな。それに、美久のほうこそエッチ度がどんどん増してきてるぞ」

「えっ？　そ、そんなわけない――あっ……あんっ……た……つお……あああっ……」

　スカートの裾をたくし上げられ、脚の間にそっとかぶりつかれた。早くも潤ってきたそこが、ショーツの中で小さな水音を立て始める。

「お腹……張ったりしてないか？」

「うん……だいじょうぶ」

「つわりは？　次に病院に行くのはいつだ？　俺も一緒に行くよ」

「……つわりは、今のところはない……。病院は……あ、ふぅ……」

　答えている間に、龍郎がショーツを足首までずらし、美久のお腹を気にしながら秘裂を愛撫する。

　ゆっくりとそこを舐め上げられ、美久はうっとりと目を閉じて甘いため息をついた。

「美久のここ、綺麗な薔薇色をしてるな。エッチなのに清楚だし、すごく可愛くて愛おしいよ」

「あんっ！　龍郎……あっ……あっ……」

「今日の夕食のメニューは親子丼だろう？　あとで俺が作るから、その前にちょっとだけ美久を食べていいか？」

　甘い声でそう問われて、美久は喘ぎながら頷いた。

「私も、龍郎に食べられたい。だって、ずっとそうしてほしかったんだもの」

　龍郎の腕に抱えられ、美久は彼とともにベッドまで移動した。

　横たわった美久の洋服を脱がせると、龍郎が一枚ずつ着ているものを脱ぎ捨てていく。

　美久は身体の上にかけてもらったブランケットを握りしめ、目の前で繰り広げられるストリップショーに見入った。

　引き締まった筋肉が、少し動いただけで隆起する。

　気がつけば口を半開きにして、ブランケットの下で脚を開いていた。

　美久が舌なめずりをすると、龍郎がブランケットをめくり、中に入ってくる。そして、お腹を圧迫しないよう気をつけながら、美久の上に覆いかぶさってきた。

「お腹の赤ちゃんがびっくりしないよう、そうっと美久の中に入るよ。久しぶりだし、きっと気持ちよすぎて、そのままじっとしているだけでもイってしまうんじゃないかな」

　妊娠中のセックスは、いろいろな面で気をつけなければならない。

　美久は龍郎に誘導されて、彼と向かい合わせの姿勢で横向きになった。上になった脚を優しく持ち上げられ、避妊具をつけた屹立を浅く挿入される。

　激しく動いているわけでもないし、切っ先が奥に達しているわけでもない。

　それなのに、ものすごく感じるのはなぜだろう？

　やはり、久しぶりだから？

　それとも、お互いに対する愛情がなせる業だろうか？

　それぞれに、そんな疑問を口にしながら、見つめ合い舌を絡め合った。

「あんっ……はぁ……龍郎……」

　ぴたりと動かなくなった龍郎の腰に脚を絡め、挿入そのものをじっくりと堪能する。

「美久……中がすごく熱い。俺のものをひっきりなしに締めつけているの、わかるか？」

　彼の言ったとおり、じっとしていても気持ちがいい。

　美久はコクリと頷き、短く荒い呼吸を繰り返した。しばらくその体勢のまま、何度となくキスを重ねた。

　腰を動かしているわけではないのに、込み上げる快楽はもう抑えきれないほど高まっている。

「龍郎……イ……ちゃいそう……。んっ……あっ……あ、あっ！」

　ビクンと身体が震えると同時に、美久は龍郎に見つめられながら絶頂に達した。それと同時に、屹立を咥えている蜜窟がキュンキュンと収縮する。

「美久っ……」

　龍郎が一瞬表情を歪めたあと、ほうっと深く息を吐いた。その直後、屹立が美久の中で吐精し、力強く脈打つ。

　ほとんど腰を動かさないままであったが二人とも十分な愉悦を味わい、満ち足りた気分になる。ただ、挿入しただけで多幸感に包まれ、絶頂を迎えた。

　それがかえって新鮮で、今までにないほどの興奮を二人の中に呼び起こしたみたいだ。

「また、したいな……」

　美久が恥じらいつつそう言うと、龍郎が柔らかに微笑んで頷く。

「お腹の様子を見ながら、な。好きだよ、美久。大好きだ」

「私も……」

　どちらからともなく唇を寄せ合い、キスをしたままクスクスと笑う。

　繋がっている部分は、まだ互いを求め欲している。

　お腹に赤ちゃんがいるのだから、決して無理をしてはいけない。けれど、激しく求め合わなくても愛は確かめ合える。

　身をもってそれを理解した二人は、身体とともに心まで溶け合わせながら何度となくキスをするのだった。









終章







　九月になり、龍郎が自身の役割を果たすべく渡仏した。

　当初は三か月程度の予定だったが、川口一等書記官の入院が長引き、結果的に彼は退官して帰国することになった。

　龍郎は彼の代理から正式な外務省在フランス日本国大使館の一等書記官になり、クリスマスを目前に控えた現在もフランスで職務にあたっている。

　そうなる間に、美久は龍郎とともに互いの両親への挨拶を済ませ、めでたく彼と夫婦になった。

　結婚後、美久は官舎から実家に戻り、両親の協力のもと無事臨月を迎えて近所の産院で元気な女の子を産んだ。

「出産には立ち会うよ」

　以前からそう言っていた龍郎は、出産前にも何度か一時帰国してくれていたし、当日も美久に付き添ってくれて、ともに喜びを分かち合った。

　産まれた子は「幸さち」と名付けられ、大阪から来てくれた龍郎の両親も交えてのお宮参りも済ませた。

　龍郎が前任者退官に伴って正式な外務省在フランス日本国大使館の一等書記官になるにあたり、迷いや葛藤がなかったとは言わない。

　けれど、幸いにも両親が子育ての支援を申し出てくれたこともあり、かなり遠い単身赴任先ではあるが、育児休暇を取りながら彼の帰国を待つことにしたのだ。

　実家暮らしである今、美久は母親から料理の基礎を学んでいる。今までやってこなかった分たいへんだし、仕事や子育てもあるが多少なりとも成長していると思う。

　龍郎はといえば、美久と幸に会いたいがために、無理のない範囲で一時帰国しては二人に愛情を注いでくれる。

　寂しくないと言えば嘘になるが、フランスで職務にあたるのは長くても三年と目されており、さほど遠くない未来には家族三人仲良く生活する日を迎えられるはずだ。

「美久、幸、ただいま」

　年が明けて一月の下旬、龍郎がまた一時帰国してくれた。

　今のところ実家で暮らしている美久だが、彼が帰ってきた時は龍郎が住んでいたマンションで家族としての時間をゆっくりと過ごすことにしている。

　土曜日の夕方である今、幸はベビーベッドですやすやと眠っており、まだ起きる気配はない。

　美久は龍郎とともに幸の寝顔を眺めたあと、ベッドルームをあとにしてリビングルームのソファに並んで腰かけた。

「おかえりなさい。疲れてない？　時差ぼけとか、大丈夫？」

「平気だよ。もう慣れたし、二人の顔を見たら疲れなんて吹っ飛んだ」

「でも、無理はしないでね。一緒にいれるだけで嬉しいんだから……ん、んっ……」

　抱き寄せられ、熱烈にキスをされて一瞬で蕩けた。

　日頃離れて暮らしている分、会えた時はできる限りそばにいて愛を確かめ合いたいと思う。

「夕飯はもう食べたんだろう？　俺も済ませてきたし、一緒に風呂に入ろう」

　そう言いながら、龍郎が美久のワンピースの裾をたくし上げる。

　美久は頷き、彼の肩に腕を回した。

「お風呂の用意、もうできてるから、今すぐに入れるわよ」

「くくっ……なんていい奥さんだ。愛してるよ、美久」

　ショーツの中に忍んできた指が、秘裂の湿度を確かめながら花芽を撫でさすってきた。

　蜜にまみれた指先が、蜜窟の中に浅く沈んだ。

　そうされる前に熱くなっていた身体は、彼の要求を容易に受け入れてヒクヒクと蠢く。

　美久は彼の愛撫を受けながら着ているものを脱ぎ、龍郎がベルトを外すのを手伝った。

　全裸になった二人は、重なった身体の隙間を埋めるように肌を寄せ合ったまま、バスルームに移動する。

　中に入るなり暖房が効いた床に寝そべり、一時も待ちきれずに身体を交わらせる。

　龍郎の屹立に深々と蜜窟を穿たれ、美久は仰向けに寝そべった姿勢のまま足を高く上げた。蜜窟の中の敏感なところが、久しぶりの挿入を悦んで腫れ上がるのがわかる。

「ぁあんっ！　龍郎っ……あ、あ……」

　美久は腰を振る彼の背中の上で足首を重ね合わせ、いっそう挿入が深くなるように腰を浮かせた。

　セックスの淫らな水音がバスルームの中に響き渡り、夫婦の欲望をさらに掻き立ててくる。

「美久、結婚して子供を産んでから、ますますエロくなったな」

　そんな言葉を投げかけられ、美久は唇を尖らせながらも否定できず黙り込む。龍郎が腰の抽送を速め、舌先で美久の唇の先を舐め回してくる。

「どっちが……。龍郎だって、前よりもずっとエロくなったくせにっ……あ、ああんっ！」

　美久にそう指摘されても、龍郎は余裕の笑みを浮かべながらさらに激しく腰を打ちつけてくる。

「あっ……いいっ……。そこ……気持ちいいっ……」

　呟くようにそう言うと、美久は背中をしならせて嬌声を上げた。

「ここだろう？　美久の気持ちいいところ」

　感じるところを的確に突かれ、美久は頷きながら龍郎の顔を見つめた。見つめ返してくる彼の目が、たまらなくセクシーだ。

　これほど魅力的な男性に愛され、彼の子供まで授かった自分は、きっと世界一の幸せ者だ。

　幸が生後三か月になった今、夫婦は早くも二人目を作ることを考えている。

　もちろん、美久は二人目を産んだのちも仕事を辞めるつもりはない。今も子育ての合間を縫って、昇進するための試験勉強に取り組んでいる。

　ノンキャリアでも、努力次第では各方面に道を開くことができる。少なくとも、将来幸に誇れる母親でありたい。

　それと同時に、龍郎にとっても良き妻であり同じ職業に就く同志でありたいと思う。

「美久っ……すごく気持ちいいよ。このままだと、美久にぞっこんになりすぎて、腑抜けになってしまいそうだ」

「私だって、龍郎が好きすぎて、幸せで溶けちゃいそう……」

　夫婦になった二人は、前にも増してお互いに夢中だ。

　美久は以前にも増して深くなっていく母性と愛情を感じながら、龍郎の腕の中で迫りくる絶頂に身を任せるのだった。
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　この度は『お相手はエリート刑事～張り込みはガチ恋の始まり～』をお買い求めいただき、ありがとうございます。有ゆう允いんひろみと申します。

　今回のヒロインとヒーローは、ともに警察官として日々国民や国のために尽くす身です。

　当然、清廉潔白で真面目な二人――ですが、実は密かにエロティックな性生活を送っている。そんな夫婦の仲を、楽しみながら書かせていただきました。

　シチュエーションを変えての交わりは、警察官である二人にとって殊更スリリングで背徳的な快楽を伴います。

　皆様が、小さな頃になりたかった職業はなんでしょう？

　本作を読む年齢ではない今時の女の子なら、アイドルやお花屋さん。ケーキ屋さんやテレビアニメのキャラクターまで、様々な職種が挙がってきそうですね。

　夢はいくつになっても持っていいし、誰に否定されるものでもありません。

　読者さまにとって、読んでいただいた時間が夢のある時間でありますように。

　この作品を書くにあたり、携わってくださったすべての方に感謝いたします。

　また、素敵なイラストを描いていただきました蘭あららぎ　蒼そう史し先生に心より深く感謝申し上げます。

　次回作でまたお会いできますことを心から願っております。




二〇二二年一二月吉日

有允ひろみ







トパーズノベルス

同時配信二〇二二年一二月三〇日配信予定
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大正濡恋譚～閨の生徒は年下子爵～


【書下ろし・イラスト五枚入り】







著作：麻倉とわ

イラスト：小路龍流







　『大好きですよ、先生。あなたは本当に……かわいらしい』







　　大正十二年――伯爵家の令嬢・鞠子は家の借金のため天部子爵家の使用人となり、三歳年下の英国から戻ってきた天部家の次男・謙二郎の教育係となる。幼少期に交流のあった幼馴染である二人。鞠子は謙二郎に交際経験のないことを打ち明けられ――!?
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どＳなバーテンダーとバリキャリＯＬ～上手にできたらもっとＨなご褒美をあげるよ～


【書下ろし・イラスト七枚入り】







著作：叶マリン

イラスト：みささぎ楓李







　『ほら、舐めてごらん。上手に出来たらごほうびをあげるよ』







　　ＩＴ企業でバリバリ働く二十代後半のＯＬ、唯が、仕事帰りに時々ふらりと立ち寄るバーのオーナーバーテンダーの川上さんと親しくなり、「二人で二軒目に行きませんか？」と誘われるところから始まるお話。お店では紳士な川上さんなのに……!?










トパーズノベルス

近日配信二〇二三年一月二七日配信予定








個人結婚相談所の苦手な先輩（仮）


【書下ろし・イラスト一〇枚入り】




　著作：如月一花　　イラスト：南香かをり







　『気持ちよくなれ……二葉。俺のものになって、さっさと幸せになるんだ』




　　一方的に別れを告げられて落ち込んでいると、お局さまが開く結婚相談所に入会させられてしまう。そこで大手神谷文具社長と引き合わされて、デートをすることに。しかし彼は会って早々、スキンシップが過ぎる人で……！










白猫獣人ですが、このたび犬猿の仲の黒犬獣人と結婚命令が出ました（仮）


【書下ろし・イラスト五枚入り】




　著作：百門一新　　イラスト：龍　胡伯







　『挿れてやるから大丈夫だ、俺のせいなんだよな？　責任取って、何度でも子種を注いでやるからっ』




　　猫族の跡取りメイは、犬猿の仲である年上の犬族の跡取りイヴァンとの結婚命令が出た。迎えてしまった初夜、私なんかと子作りできないでしょうと突き付けたメイに、彼は「俺は、今すぐにでもお前を抱ける」と言ってきて…!?
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